


震観と色彩を生かしたまちづくり固
昌橋本茨城県知事巻頭エッセー ・科学技術創造立県を目指して
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景観法時代の自治体景観行政

札幌市 色彩景観生かし、調和のとれたより美しい都市景観形成を 寮藤

器開TZ卜公益信託の基金活用し、臓が市民のまちづくりを支援一 柳田良造
膏森県 景観に配慮したまちづくり推進 出町百代

償浜市 色彩誘導により個性と魅力あふれる街づくり推進一一一一一小田嶋鉄朗

神奈川県績須賀市 個性豊かな美しい景観づくり目指す

新潟県村上市 武家町の景観保存積極的に推進

金沢市 数多くの条例駆使し、魅力的な景観・まちづくり 本光章一

滋賀県 琵琶湖を中心とした美しい風景次世代に伝えるために 高山英夫

大阪市 アメニティと美しさに満ちた都市景観の形成目標に一一一←一 山本弘美

北九州市 関門海峡が結ぶ景観に配慮したまちづくり

孝

毅

償山政信

篠原

平井

東京大学工学部社会基盤学科教短4 

i界市役所の21階展望台から見た仁徳陵古i責

荒木良一
大茶会での野だて

葛西紀巴子(有)色彩環境計画室アメニティ&カラープランナー環境をつくる景観色彩の動き34 

37 国土交通省都市・地域整備局都市計画課

@ 佐賀県鹿島市長桑原允彦

ちぱぎん総合研究所社長額賀 信
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コラム

わが愛する海「有明海J

ジャンボ機の後輪

景観法の概要について

第21園 地織づくり団体全国研修交流会

石川県各地で、地域づくり団体全国研修交流会39 I界刃物伝統産業会館の展示場

地儲活性化フォーラム in福井

まちづくりをめぐり福井市で地域活性化フォーラム40 
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地織づくり団体探訪

東村エコツーリズム協会

静岡県余暇プランナー協会

沖縄県東村

静岡県三島市
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震観と色彩を生かした
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編
集
日
制
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
地
域
づ
く
り
編
集

堺
ま
つ
り

毎
年
十
月
の
第
三
日
曜
日
と
そ
の
前
日
に
開
催
さ

れ
る
堺
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で
三
十
一
回

目
を
迎
え
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
メ
ー
ン
は
日
曜
日
、
市
中
心
部
の
大

小
路
筋
(
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
)
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

大
パ
レ
ー
ド
。
今
年
は
沖
縄
県
の
工
イ
サ
|
踊
り
、

和
敏
山
県
本
宮
町
の
熊
野
詣
行
列
や
タ
イ
の
民
俗
舞

踊
な
ど
圏
内
外
の
伝
統
芸
能
な
ど
も
参
加
し
、
そ
の

規
模
は
約
八
十
団
体
、
七
千
人
。

ぜ
そ
っ

パ
レ
ー
ド
で
は
辺
り
に
轟
音
を
と
ど
ろ
か
す
、

日

本
各
地
の
火
縄
銃
隊
に
よ
る
演
武
発
砲
が
人
気
を
集

め
て
い
た
が
、
圧
巻
は
取
り
を
務
め
た
勇
壮
な
ふ
と

ん
太
鼓
(
表
紙
)
。
堺
市
の
各
地
域
で
行
わ
れ
る
秋
祭

り
で
、
太
鼓
の
台
座
に
朱
色
の
ふ
と
ん
を
五
枚
重
ね

た
よ
う
な
造
り
の
み
こ
し
が
次
か
ら
次
へ
と
繰
り
出

さ
れ
、
担
ぎ
手
連
が
所
々
で
掛
け
声
と
と
も
に
、
重

さ
三
ト
ン
ほ
ど
の
み
こ
し
を
高
く
持
ち
上
げ
た
り
、

激
し
く
揺
ら
し
た
り
す
る
。
そ
の
た
び
に
、
見
物
客

か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

期
間
中
に
は
堺
の
生
ん
だ
茶
人
、
干
利
休
の
茶
道

文
化
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
、
表
干
家

・
裏
千
家
な

ど
各
流
派
に
よ
る
大
茶
会
や
特
産
品
な
ど
を
即
売
す

る
「
な
ん
ぱ
ん
市
」
な
ど
、
多
彩
な
行
事
が
開
催
さ

れ
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
祭
り
だ
。

-
文
川
中

・
カ
メ
ラ
H
小
形
又
男

火縄銃の発砲



札幌の崇観色70色・カラーチャート 色彩の調和した都市景観を形成・札幌市 (p8)札幌市の冬景色

景
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

個性豊かな景観づくり ・神奈川県備須賀市

(p16)集合住宅施工前 (上)と施工後 (下)

景観に配慮したまち ・青森県
(p12)景観学習教室

武家屋敷

市民によるまちづくりを支援 ・北海道函館市・函館からトラスト

(p10)塗り替えられた洋風長屋の町並み

武家町の景観保存 ・新潟県村上市 (p18)



色彩鶴導による街づくり ・繍浜市 (p14)ベイブリ ッジ

琵琶湖を取り巻く美しい震観回廊 ・温賀県 (p28)
近隣景観形成協定による取り組み

環績をつくる景観色影 (p34)常滑市の道

アメニテイと美しさに満ちた都市景観
・大阪市 (p30)

中央公会堂ライトアップ 天徳院前参道

条例駆使し魅力的な景観づくりを
・金沢市 (p20)大野庄用水

景観に配慮したまちづくり ・北九州市 (p32)門司港レ卜口ナイトファンタジー
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日
本
の
総
人
口
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る

と、

二
O
O六
年
に
は
ピ

l
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
減
少
に
転
じ
る
も

の
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
八
割
、
食
料
の
六
割
を
海
外
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
よ
う
に
、
資
源
に
乏
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
海
外
に
多
く
を
依
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
活
力
を
維
持
し
な
が
ら
、
豊
か
な
生
活
を
続
け
て
い
く
た

め
に
は
、
外
貨
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
国
際
競
争
力
の
あ
る
産
業
を

し
っ
か
り
と
創
っ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
し
て
、

二
十

一
世
紀
に
お
い
て
も
日
本
が
世
界
で
確
固
た
る
地

位
を
保
持
し
て
い
く
た
め
の
鍵
を
握
る
の
は
、
私
は
"
科
学
技
術
“
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
県
「
つ
く
ば
」
に
は
、
約
三
百
の
固
な
ど
の
試
験
研
究
機
関
が

立
地
し
て
お
り
、
約

一
万
七
千
人
の
研
究
者
(
う
ち
博
士
号
保
持
者

は
約
五
千
五
百
人
)
が
お
り
、
最
先
端
技
術
の
研
究
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
県
北
地
域
の
「
目
立
」
に
は
日
立
製
作
所
を

中
心
に
、
高
度
な
も
の
づ
く
り
技
術
を
有
す
る
企
業
が
多
数
立
地
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
海
村
に
は
日
本
原
子
力
研
究
所
と
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

O
八
年
度

の
稼
働
を
目
指
し
、
「
大
強
度
陽
子
加
速
器

(
J
l
p
A
R
C
)
」
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
県
で
は
こ
れ
ら
を
最
大

限
活
用
し
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
最
先
端
技
術
の
試
験
研
究
開
発
を

推
進
す
る
た
め
、
現
在
、
「
つ
く
ば
・
東
海
・
日
立
知
的
特
区
」
計

画
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、

J
l
p
A
R
C
で
は
、
中
性
子
な
ど
を
利
用
し
、
従
来
の

X
線
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
水
素
や
リ
チ
ウ
ム
な
ど
比
較

的
軽
い
元
素
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
最
先
端
の
試
験
、
研
究
・
開
発
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
が
ん
な
ど
の
難
病
治
療
薬
や
現
在
の

一
千
倍
も
の
記
憶
容
量
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を
持
つ
超
高
密
度
L
S
I
の
開
発
、
ニ
ュ

1
ト
リ
ノ
研
究
な
ど
、
バ

イ
オ
や
ナ
ノ
・
テ
ク
、

I
T
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
研

究
開
発
が
飛
躍
的
に
進
展
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
施
設
は
米
国
で
も
建
設
中
で
す
が
、
性
能
的
に
は

J
ー

P
A
R
e
の
方
が
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
に
は
二
十
三

本
の
中
性
子
ビ

1
ム
実
験
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
県
と
し
て
も
結
晶
構
造
や
磁
気
構
造
な
ど
を
解
析
す
る

「
材
料
構
造
解
析
計
」
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
生
体
高
分
子
の
構
造
な

ど
を
解
析
す
る
「
生
命
物
質
構
造
解
析
計
」
の
二
本
の
実
験
装
置
を

独
自
に
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、
民
間
な
と
に
広
く
開
放
し
て
新
技

術
の
研
究
開
発
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
中
性
子
利
用
促
進
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
新
薬

創
成
や
ナ
ノ
磁
性
材
料
研
究
な
ど
八
つ
の
テ

1
マ
を
設
け
、
企
業
と

大
学
・
研
究
機
関
が

一
緒
に
な
っ
て
中
性
子
利
用
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
全
く
新
し
い
製
品
づ
く

り
が
進
展
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
施
設
整
備
と
併
せ
て
、
こ
れ
ら
最
先
端
の
研
究
開
発
を

支
え
る
人
材
の
育
成
も
重
要
で
す
。
本
県
で
は
今
年
四
月
に
地
元
茨

城
大
学
に
応
用
粒
子
線
科
学
専
攻
の
大
学
院
が
開
設
さ
れ
、
ま
た
、

来
年
四
月
に
は
東
京
大
学
大
学
院
の
原
子
力
専
攻
(
専
門
職
)
が
東

海
村
に
開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
国
内
外
の
第

一

線
で
活
躍
す
る
優
秀
な
研
究
者
や
技
術
者
が
数
多
く
輩
出
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
県
を
舞
台
に
茨
城
で
し
か
で
き
な
い
最
先
端
の
研
究

開
発
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
県
は
圏
内
の
み
な
ら
ず
世

界
で
も
有
数
の
最
先
端
科
学
技
術
が
集
積
す
る
科
学
技
術
創
造
立

国
日
本
を
先
導
す
る
枢
要
な
拠
点
、
そ
し
て

一
大
先
端
産
業
地
域

と
し
て
大
い
に
発
展
し
て
い
く
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
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と
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ま
ち
申
つ
く
り

一一
....---.‘司

一一.. 
・・…

~I1i: 

・1_'"・r._・r・・

0'1 

一一-

-・・・

G吋
一一
....--.司~

0
0三
年
七
月
に
国
土
交
通
省
か
ら
省
を
挙
げ
て
の

政
策
「
美
し
い
国
づ
く
り
政
策
大
綱
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

「美
し
さ
」
を
公
共
事
業
の
内
部
目
的
、
つ

ま
り
プ
ラ

ス
・
ア
ル
フ
ァ
で
は
な
い
公
共
事
業
の

一
つ
の
重
要
な
柱

と
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
政
策
大

綱
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
「
景
観
に
関
す
る
基
本
的
な

法
」
制
定
の
動
き
は
、
筆
者
の
予
想
を
超
え
て
極
め
て
迅

速
だ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
今
年
六
月
に
は
「
景
観
法
」

が
公
布
さ
れ
、
年
内
に
は
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
で
は
自
治
体
は
こ
の
政
策
大
綱
と
景
観
法
を
ど
う
受

け
と
め
、
こ
れ
か
ら
ど
う
行
動
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
に
筆
者
の
、
こ
の
二
者
に
つ
い
て
の
認
識
を
述
べ
、

諸
兄
の
参
考
に
供
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず

「政
策
大
綱
」
に
つ
い
て
。
う
た
い
文
句
は
と
も

行
政

か
く
と
し
て
、
実
効
性
が
上
が
る
か
ど
う
か
は
人
材
の
養

成
・
確
保
と
設
計
・
計
画
体
制
の
確
立
に
か
か
っ
て
い
る

と
筆
者
は
考
え
る
。
従
来
型
の
景
観
も
、
と
い
う
片
手
間

の
人
材
配
置
や
縦
割
り
、
指
名
競
争
入
札
型
の
発
注
シ
ス

テ
ム
(
つ
ま
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
設
計
事
務
所
の
デ

ザ
イ
ン
能
力
と
実
績
を
問
わ
な
い
シ
ス
テ
ム
)
で
は
実

効
性
を
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
の
認
識
は

国
土
交
通
省
内
で
は
着
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
て
、
次

の
よ
う
な
人
材
の
確
保
と
設
計
・
計
画
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
動
き
始
め
て
い
る
。

人
材
に
関
し
て
は
各
地
方
整
備
局
ご
と
に
専
任
の
事
業

景
観
係
が
置
か
れ

(O
四
年
度
は
関
東
と
東
北
と
聞
い
て

い
る
)
、
こ
こ
に
直
轄
事
業
の
景
観
に
関
す
る
情
報
が
集

約
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
次
に
学
識
経
験
者
に
よ
る

「
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
置
か
れ
、
そ
の
指
導
の
下
に

事
業
の
構
想
、
計
画
、
設
計
、
施
工
の
段
階
の
別
な
く
、

公
共
構
造
物
、
公
共
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
が
実
施
さ
れ
る
体

制
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
か
つ
て
東
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東
京
大
学
工
学
部
社
会
基
盤
学
科

教授

・

篠

原

修

北
地
方
建
設
局
で
五
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、

一
定

の
効
果
を
上
げ
た
実
績
を
持
つ
川
。
こ
れ
は
筆
者
が
年
来

主
張
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
。
こ
の
新
た
な
シ
ス

テ
ム
の
実
効
性
を
見
る
た
め
に
今
回
、
全
国
的
に
四
十
余

の
試
行
事
業
が
選
定
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
従
来
か
ら
試
行
さ
れ
て
い
た
景
観
重
視
型

プ
ロ
ポ

1
ザ
ー
に
よ
る
発
注
も
増
加
す
る
こ
と
が
容
易
に

予
想
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
人
材
の
配
置
と
新
た
な
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
枠
組
み
は
整
い
つ
つ
あ
る
と
見
る
。
こ
れ
に
中
身
が
つ

い
て
い
く
か
ど
う
か
は
、
事
業
景
観
係
と
な
っ
た
担
当
者

の
熱
意
と
景
観
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
判
断
力
が
ま
ず
第

一
に
重
要
で
あ
り
、
次
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
選
定
が
適
切

で
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要
と
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
計

画
・
設
計
業
務
を
実
際
に
担
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
設
計

事
務
所
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
熱
意
、
能
力
が

重
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

以
上
は
直
轄
事
業
を
実
施
す
る
国
土
交
通
省
の
話
で
あ
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る
。
国
土
交
通
省
は
デ
ザ
イ
ン
力
を
高
め
る
た
め
の
手
を

打
ち
、
デ
ザ
イ
ン
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。
取
り
扱
う
対

象
や
事
業
の
種
類
が
異
な
る
自
治
体
が
必
ず
し
も
こ
れ
に

習
う
必
要
は
な
い
が
、
参
考
に
す
べ
き
点
は
多
い
と
思
う
。

景
観
の
専
任
ポ
ス
ト
を
設
け
て
実
績
を
上
げ
て
き
た
横

浜
市
の
例
を
思
い
浮
か
べ
て
も
ら
い
た
い
(
都
市
デ
ザ
イ

ン
室
)
。
市
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
別
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
に
広
く
情
報
を
収
集
し
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る

指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
て
き
た
結
果
が
今
の
横
浜

(
特
に
都
心
)
の
景
観
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
市
町

村
に
お
い
て
も
や
や
も
す
る
と
縦
割
り
に
な
っ
て
い
る
事

業
を
横
に
つ
な
ぎ
、
総
合
性
を
獲
得
す
る
体
制
を
と
る
こ

と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
事
業
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

石川県K市の街路 (設計 :中井祐)。 地場の土を入れた歩道舗装、地域の色彩の基

本は地場材の素材色である。可能な限り地場材を使うことを心掛けている

い
景
観
、
デ
ザ
イ
ン

専
任
の
ポ
ス
ト
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え

る
。筆

者
が
景
観
審
議

会
の
委
員
長
を
務
め

て
い
る
青
梅
市
で
は
、

筆
者
の
助
言
を
入
れ

て
、
市
役
所
に
景
観

専
任
の
ポ
ス
ト
を
設

け
、
ま
た
審
議
会
の

委
員
と
は
別
に
市
事

業
の
デ
ザ
イ
ン
ア
ド

バ
イ
ス
や
民
間
の
規

制
、
指
導
を
行
う
景

観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

土
木
、
建
築
、
都
市
、
サ
イ
ン
の
四
人
の
専
門
家
が
任
命

さ
れ
て
い
る
。

「
景
観
法
」
は
、
都
市
と
そ
の
周
辺
の
景
観
形
成
の
計

画
、
設
計
、
規
制
主
体
は
自
治
体
で
あ
る
と
明
言
し
て
い

る
。
景
観
の
枠
組
み
は
国
が
用
意
し
ま
し
た
、
後
は
、
自

治
体
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
げ
た
を
預
け
ら
れ
た
自
治
体
は
国
以
上

に
極
め
て
苦
し
い
状
況
下
に
あ
る
。
例
え
ば
、
財
政
難
は

国
も
同
じ
と
は
言
う
も
の
の
、
赤
字
再
建
団
体
寸
前
と
い

う
厳
し
い
情
勢
に
あ
る
自
治
体
は
数
多
い
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
平
成
の
大
合
併
と
い
わ
れ
る
市
町
村
合
併
と
い

う
重
い
課
題
が
の
し
か
か
る
。
さ
ら
に
は
高
齢
化
、
過
疎

化
、
農
業
や
商
庖
の
後
継
者
難
が
あ
り
、
福
祉
に
回
す
金

は
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
景
観

ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
人
材
不
足
は
国
以
上
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

一
貫

し
て
行
政
が
中
央
集
権
的
に
行
わ
れ
て
き
た
わ
が
国
で
は

市
町
村
は
県
の
、
県
は
国
の
指
示
通
り
に
動
く
こ
と
が
習

慣
付
け
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
自
ら
が
智
恵
を
絞
っ
て
考
え

る
と
い
う
回
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
市
町
村

に
人
材
が
育
つ
は
ず
も
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
景
観
法
」
は
、
枠
組
み
は
用
意
し
た
の
だ

が
中
身
は
自
ら
が
考
え
よ
、
と
い
う
法
律
で
あ
る
。
国
土

交
通
省
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
デ
ザ
イ
ン
力
の
向
上、

デ
ザ
イ
ン
体
制
の
充
実
の
み
で
は
自
治
体
の
景
観
行
政
は

動
く
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
、
直
轄
で
は
橋
を
架
け
る
、
河
川

を
改
修
す
る
と
い
う
目
標
が
定
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

自
治
体
で
は
、
財
政
改
革
や
福
祉
、
過
疎
対
策
、
中
心
市

街
地
活
性
化
な
ど
の
他
の
重
大
案
件
を
も
含
め
て
、
都
市

の
景
観
整
備
の
目
標
を
設
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
目
標
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
苦
し
い
。

従
っ
て
、
自
治
体
職
員
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
デ
ザ
イ

ン
力
や
そ
の
判
断
能
力
以
前
の
財
政
難
、
福
祉
、
他
の
諸

課
題
と
景
観
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
、
こ
の
問
題
を
将
来

に
向
か
っ
て
ど
う
解
く
か
と
い
う
コ

l
デ
ィ
ネ
l
ト
力
に

あ
り
、
ま
た
、
庁
内
の
コ

l
デ
ィ
ネ
l
ト
体
制
の
確
立
で

あ
る
。
そ
し
て
福
祉
を
や
る
べ
き
か
、
景
観
を
や
る
べ
き

か
と
い
う
選
択
の
発
想
で
は
な
く
、
福
祉
と
景
観
を

一
緒

に
考
え
、
ど
う
す
る
か
と
い
う
企
画
力
に
あ
る
。
具
体
的

な
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
力
は
そ
の
次
で
よ
い
。
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「景
観
法
」
が
に
わ
か
に
降
っ
て
き
た
自
治
体
を
取
り

巻
く
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
。
筆
者
は
そ
う
認
識
し
、
同

情
も
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
不
況
下
、
財
政
難
の
十

年
余
に
は
希
望
を
感
じ
さ
せ
る
新
し
い
芽
も
育
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
自
然
保
護
や
ま
ち
づ
く
り
を
標
梼
す
る
民
間

非
営
利
団
体

(
N
P
O
)
や
市
民
団
体
の
登
場
で
あ
り
、

従
来
か
ら
の
中
央
依
存
、
縦
割
り
型
の
や
り
方
に
と
ら
わ

れ
な
い
市
町
村
長
、
知
事
の
登
場
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

新
し
い
芽
と
の
連
携
を
模
索
し
つ
つ
実
施
し
て
い
る
市
町

村
と
筆
者
ら
の
設
計
・
計
画
チ

1
ム
の
新
し
い
試
み
を
以

下
に
紹
介
し
た
い
。

引
く
事
例
は
三
重
県
の

T
市
、
石
川
県
の

K
市
、
福
井

県
の

K
市
、
宮
崎
県
の

N
市
で
あ
る
。
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の

市
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

の
違
い
に
よ
り
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は

異
な
る
。
し
か
し
、
大
筋

の
方
法
論
は
そ
う
大
き
く

異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

三
重
県
T
、
福
井
県
K
、

石
川
県

K
の
各
市
を
手
伝

う
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
旧
建
設
省
補
助
の

「ま
ち
総
事
業
」
に
あ
る
。

し
か
し
、

「
ま
ち
総
」
と

言

っ
て
も
、
そ
の
中
身
は

街
路
や
公
園
な
ど
の
個
別

の
整
備
に
と
ど
ま
り
、
そ

れ
ら
が
総
合
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
。
筆
者
ら
が
行
う
作
業
は
ま
ず

そ
の
診
断
、
見
直
し
か
ら
始
ま
る
。

次
に
そ
れ
を
組
み
直
し
た
全
市
的

な
、
し
か
し
大
ま
か
な
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
作
る
。

こ
こ
で
重
要
と
考
え
て
い
る
の

が
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
陥
り
が

ち
な
総
花
性
を
ど
う
克
服
す
る
か

で
あ
る
。
行
政
の
公
平
性
を
旗
印

に
、
プ
ラ
ン
は
ど
う
し
て
も
総
花

的
、
地
域
分
散
的
に
な
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
下
で
、
市

民
に
も
体
感
で
き
る
効
果
を
ど
う
上
げ
る
か
、
が
勝
負
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
地
域
に
集
中
的
に
、
悪
い
言
葉
で

6 
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言
え
ば
遍
在
的
に
投
資
し
な
け
れ
ば
効
果
は
上
が
ら
な

い
。
効
果
を
市
民
に
実
感
し
て
も
ら
っ
て
、
次
に
他
の
地

域
に
取
り
掛
か
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

向上。水辺公園水路上に架ける猷肥杉を使った歩道橋

(設計中・ 小野寺康)
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福
井
県
の

K
市
は
、
市
が
作
成
し
て
い
た
市
中
心
部
整

備
の
方
針
通
り
に
、
石
川
県
の

K
市
で
は
議
論
の
末
に
、

市
の
三
極
構
造
を
成
す

一
つ
の
極

K
地
区
に
事
業
を
集
中

す
る
こ
と
に
し
た
。
三
重
県
の

T
市
で
は
今
、
戦
略
練
り

直
し
中
で
あ
る
。
こ
の
過
程
は
す
で
に
従
来
型
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
市
民

を
説
得
す
る
市
長
の
力
量
が
試
さ
れ
る
。
偏
り
は
選
挙
に

不
利
な
材
料
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

従
来
型
の
都
市
計
画
の
や
り
方
で
は
こ
の
段
階
で
い
っ

た
ん
切
れ
る
。
後
は
個
別
の
施
設
の
設
計
、
施
工
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
切
っ
て
し
ま
っ
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
プ
ラ
ン
、
戦
略
策
定

の
意
図
を
知
ら
な
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
設
計
事
務
所
が

個
別
独
立
に
設
計
し
た
の
で
は
地
区
の
総
合
性
は
担
保
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
ら
の
デ
ザ
イ
ン
チ
l
ム
は
都

市
計
画
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
土
木
、
建
築
、
工
業
意

匠
、
歴
史
な
ど
の
専
門
家
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。
設
計
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
が
道
路
で
あ
れ
川
で
あ
れ
、
そ

れ
が
建
築
で
あ
っ
て
も
す
べ
て
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

福
井
県
の

K
市
で
は
小
河
川
と
そ
の
水
辺
の
小
広
場
、

機
工
場
の
保
全
を
含
む
水
を
引
き
込
ん
だ
公
園
、
メ
ー
ン

ス
ト
リ
ー
ト
の
水
路
復
元
を
含
む
街
路
整
備
の
デ
ザ
イ
ン

を
行
い
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
石
川
県
の

K
市
で
は

K
地
区

の
街
路
、
中
心
部
の
水
生
植
物
を
テ
l
マ
と
し
た
公
園
を
、

別
の
極
の

Y
地
区
で
は
中
心
広
場
辺
り
の
建
築
三
棟
の
設

お
必
い
や

計
指
導
と
登
り
窯
跡
の
覆
屋
の
設
計
を
行
っ
た
。

つ
ま
り

一
言
で
言
え
ば
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、

戦
略
の
構
想
か
ら
、
個
別
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
の
す
べ

て
を
セ
ッ
ト
で
引
き
受
け
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
実
践
は
市
の
職
員
と
共
に

地
元
住
民
の
要
望
聴
収
と
デ
ザ
イ
ン
の

説
明
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

試
み
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
市
職

員
の
熱
意
と
実
践
を
通
じ
て
の
勉
強
、

市
長
の
ブ
レ
な
い
確
固
と
し
た
信
念
、

住
民
、
市
民
団
体
の
積
極
的
な
参
画
に

か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
ら
と
共

に
作
業
を
行
っ
て
い
る
地
元
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
設
計
事
務
所
の
こ
れ
ま
た
実

践
を
通
じ
て
の
技
術
向
上
に
も
か
か
っ

て
い
る
。

最
後
に
宮
崎
県
の

N
市
の
や
り
方
を

紹
介
し
て
お
く
と
、
筆
者
ら
の
デ
ザ
イ

ン
チ
l
ム
編
成
に
違
い
は
な
い
が
、
こ

こ
で
は
市
の
都
市
計
画
の
街
路
事
業
と
県
の
港
湾
事
業
が

同

一
の
合
同
委
員
会
で
論
じ
ら
れ
、
統

一
的
な
デ
ザ
イ
ン

が
行
わ
れ
て
い
る
。
将
来
は
こ
れ
に
加
え
、
県
の
漁
港
事

業
、
市
や
民
間
に
よ
る
建
物
保
全
が
参
入
す
る
こ
と
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
県
の
部
局
や
県
・

市
の
枠
を
取
り
払
っ
た
設
計
・
計
画
方
式
も
市
町
村
レ
ベ

ル
で
の
突
破
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
本
筋
に
立
ち
返
れ
ば
、
筆
者
ら
の
よ
う
な
役

割
は
本
来
、
地
元
の
大
学
人
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
設
計

事
務
所
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

担
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
我
々
は
過
渡
期
を
つ
な
い
で
い
る

の
だ
と
思
い
た
い
。

(設計:南雲勝志)同上。水辺プロムナードの照明。これも地元製作
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特

集

震
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
。
つ
く
り。
札
幌
市

色
彩
景
観
生
か
し
、
の
と
れ
た

よ
り
美
し
い
都
市
景
観
形
成
を

ー

l
大
規
模
建
築
物
等
色
彩
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

北
緯
四
三
度
、
東
経

一
四

一
度
に
位
置
し
、
人
口
百
八

十
六
万
八
千
人
(
平
成
十
六
年
六
月
現
在
)
を
擁
す
る
札

幌
は
、
世
界
の
中
で
も
寒
冷
、
多
雪
の
気
候
条
件
を
持
つ

ま
れ
な
大
都
市
で
あ
る
。
四
季
感
が
明
瞭
で
、
色
と
り
ど

り
の
花
が

一
斉
に
咲
き
誇
る
春
の
街
か
ら
き
わ
や
か
に
澄

み
き
っ
た
夏
の
青
空
の
街
へ
、
そ
し
て
紅
葉
の
街
か
ら
白

銀
の
街
へ
と
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
街
の
表
情
を
見
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
季
節
に
よ
っ
て
鮮
や
か
に
変
化
す
る
色

彩
環
境
を
持
つ
札
幌
の
街
並
み
に
は
、
自
然
や
周
辺
の
建

物
な
ど
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
色
使
い
が
求
め
ら
れ
る
と

L
V

札
幌
市
計
画
部
都
市
計
画
課

‘
都
市
景
観
担
当
課
長

.

粛
藤

と
も
に
、
北
国
特
有
の
色
の
見
え
方
を
色
彩
計
画
に
生
か

す
必
要
が
あ
る
。

特
に
大
規
模
な
建
築
物
な
ど
は
、
そ
の
大
き
さ
か
ら
街

並
み
の
色
彩
や
デ
ザ
イ
ン
の
基
調
と
な
り
、
豊
か
な
街
の

表
情
を
つ
く
る
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
建
築

計
画
な
ど
の
際
に
は
街
の
特
徴
を
生
か
す
こ
と
、
周
囲
と

の
調
和
を
図
る
こ
と
、
街
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し

て
、
人
と
の
や
さ
し
い
関
係
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
が
重
要

な
視
点
と
な
る
。

・

ム

都
市
景
観
行
政
の
あ
ゆ
み

札
幌
の
街
の
特
徴
は
、
明
治
初
期
、
北
海
道
開
拓
の
拠

点
と
な
る
本
府
建
設
の
構
想
で
あ
る
整
然
と
し
た
街
区
と

土
地
利
用
構
成
を
基
本
に
計
画
的
に
街
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
、
以
降
百
数
十
年
程
度
で
現
在
の
よ
う
な
都
市
形
成
が

さ
れ
た
歴
史
に
あ
る
。
当
初
は
、
開
拓
使
に
雇
い
入
れ
ら

れ
た
多
く
の
外
国
人
技
師
を
通
し
て
先
進
国
の
近
代
的
な

知
識
や
技
術
な
ど
が
広
い
分
野
で
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
政

府
の
蝦
夷
地
開
拓
政
策
と
し
て
短
期
間
で
膨
大
な
エ
ネ
ル

8 

孝

ギ
l
の
投
入
に
よ
り
計
画
的
に
つ
く
ら
れ
た
街
で
あ
る
。

先
人
た
ち
が
情
熱
を
も
っ
て
築
い
て
き
た
街
づ
く
り
の
歴

史
が
、
現
在
の
札
幌
の
景
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き

た
と
舌
守
え
る
。

札
幌
市
が
都
市
景
観
行
政
の
取
り
組
み
を
始
め
た
の
は

昭
和
五
十
七
年
。
こ
の
時
に
「
札
幌
市
都
市
景
観
委
員
会
」

を
設
置
し
て
都
市
景
観
賞
の
実
施
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
展
開
し
、
昭
和
六
十
三
年
に
「
札
幌
市
都
市
景
観
要
綱
」

を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
景
観
形
成
地
区
の
指
定
な
ど
景

観
誘
導
に
努
め
て
き
た
。
平
成
九
年
に
は
「
都
市
景
観
基

本
計
画
」
の
策
定
、
翌
年
に
「
都
市
景
観
条
例
」
の
制
定

お
よ
び
「
都
市
景
観
審
議
会
」
を
設
置
し
た
ほ
か
、
平
成

十

一
年
に
「
都
市
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
を
定
め
て

建
物
な
ど
の
色
彩
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
市
民
、
事
業
者
、
行
政
な
ど
に
対
し
て
専
門
的
な

立
場
か
ら
助
言
、
指
導
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
他
の
都
市

と
比
べ
て
景
観
行
政
の
取
り
組
み
が
多
少
遅
れ
た
の
は
、

計
画
的
な
市
街
地
形
成
が
進
ん
だ
こ
と
と
、
そ
れ
ま
で
の

長
い
間
「
美
し
い
街
」
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
要
因
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

・

ム

「
色
彩
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定

平
成
十
二
年
六
月
に
、
都
市
景
観
条
例
に
基
づ
き
「
大

規
模
建
築
物
等
景
観
形
成
指
針
」
を
定
め
、

一
定
規
模
以

上
の
建
築
物
な
ど
の
新
増
改
築
や
大
規
模
な
修
繕
、
外
観

の
過
半
の
色
彩
変
更
な
ど
を
行
う
場
合
の
届
け
出
を
制
度

化
し
た
。

事
前
協
議
や
届
け
出
の
際
に
は
、
場
所
性
、
色
彩
環
境
、

遺
遥
空
間
の
着
目
点
を
具
体
化
し
た
指
針
に
沿
っ
て
、

緑
地
空
間
の
創
出
や
外
壁
の
色
彩
な
ど
に
つ
い
て
建
築
主

抱取惑ゆ 2004・11月号



特集 景観と色彩を生かしたまちづく り

や
設
計
者
ら
に
指
導
、
助
言
し
て
き
た
。

し
か
し
、
都
市
景
観
に
お
け
る
重
要
な
事
柄
の

一
つ

で
あ
る
色
彩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
値
的
規
制
や
誘
導

な
ど
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
難
し
く
、
建
築
主
、
設

計
者
、
住
民
、
行
政
な
ど
の
認
識
の
共
有
化
が
不
十
分

な
面
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
調
和
の
と
れ
た
魅
力
的
な

都
市
景
観
創
出
を
目
指
し
た

「色
彩
」
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
た
め
に
、
札
幌
の
色
彩
調
査
・
研
究
を
平
成
十

二
年
か
ら
三
年
間
、
札
幌
市
立
高
等
専
門
学
校
へ
受
託

研
究
を
依
頼
し
た
。
調
査
・
研
究
は
地
域
ご
と
に
お
け

る
人
工
物
や
自
然
物
の
四
季
に
よ
る
色
彩
変
化
、
地
域

色
の
抽
出
、
色
彩
感
覚
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
と
と
も
に
、
都

市
景
観
審
議
会
の

議
論
な
ど
も
経
て
、

札
幌
に
ふ
さ
わ
し

い
色

「
札
幌
の
景

観
色
初
色
」
を
具

体
的
に
提
案
し
、

色
彩
景
観
の

一
定

の
考
え
方
を
ま
と

め
た

「
大
規
模
建

築
物
等
色
彩
景
観

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

」

を
本
年
七
月
に
策

定
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
活
用
に
よ

っ
て、

大
規
模
建

築
物
な
ど
の
色
彩

が
徐
々
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
る
と

と
も
に
、
建
築
物

や
構
造
物
の
質
感

や
形
態
、
デ
ザ
イ

ン
な
ど
の
重
要
性

が
よ
り
意
識
さ
れ
、

豊
か
な
自
然
環
境

を
背
景
と
し
た
札

幌
の
街
並
み
全
体

が
、
調
和
の
と
れ

た
よ
り
美
し
い
都

市
景
観
形
成
へ
向

か
う
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

・

ム

札
幌
の
景
観
色
と
は

札
幌
の
特
徴
を
色
で
考
え
る
と
、
多

く
の
人
が

「白
い
雪」

の
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
、
札
幌
で
お
勧
め
す
る
色
は

「白

と
調
和
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
し
か

し
、
調
査

・
研
究
か
ら
白
は
多
く
の
色

と
調
和
す
る
が
、

白
を
基
準
に
配
色
し

た
色
同
士
は
調
和
す
る
と
は
限
ら
な
い

た
め
、
効
果
的
な
方
法
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。

そ
し
て
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
急

激
な
季
節
変
化
が

「
ほ
か
に
な
い
札
幌

の
特
徴
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
の
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
る
自
然
環
境
に
調
和
す

る
こ
と
が
札
幌
の
景
観
色
と
し
て
最
も

有
効
な
色
と
考
え
、
誰
も
が
き
れ
い
で
あ
る
と
思
え
る

「色
彩
叩
色
」
を
選
定
し
た
。

ヱ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
特
色

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
色
彩
景
観
設
計
の
基
本
的
な
考
え

方
や
周
辺
と
の
調
和
、
使
用
面
積
の
目
安
を
数
値
化
し
て

提
案
す
る
な
ど
具
体
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
特
色
の

一
つ
と
し
て
、
札
幌

(郷
土
)
を
意
識
し
て
色
を
心
に
と
ど

め
て
も
ら
え
る
よ
う
、

景
観
色

一
つ
一
つ
に
札
幌
を
イ
メ

ゆ
矢
島

L

l
ジ
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
前

(例
え
ば
、

雪
虫
、
り
ら

か
す
み

た
ま
ね
ぎ

れ

ん

が

霞
、
札
幌
玉
葱
、
煉
瓦
な
ど
)
を
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
七

十
色
を
限
定
色
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
の

許
容
範
囲
帽
を
表
し
た

「限
界
色
票」
を
作
成
し
て
い
る
0

・

ム

今
後
の
色
彩
景
観
誘
導

大
規
模
建
築
物
な
ど
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
や
設
計

者
、
施
工
者
ら
に
対
し
て
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に

美
し
い
札
幌
の
景
観
づ
く
り
に
協
力
と
理
解
を
求
め
る
と

と
も
に
、

景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
な
ど
の
技
術
的
支
援

を
推
進
し
つ
つ
、
さ
ら
に
住
宅
な
ど
小
規
模
建
築
物
の
色

彩
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
、
個
性
的
で
魅
力
あ
ふ

れ
る
札
幌
の
景
観
ε

つ
く
り
に
向
け
積
極
的
に
景
観
誘
導
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
規
模
建
築
物
と
は

*
延
べ
面
積

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
超
え
る
建
築
物

*
吉
岡
さ
三
+

一
メ
ー
ト
ル
超
え
る
建
築
物
、
鉄
塔
、
煙
突
な
ど

(参
考

一高
さ
二
一
十
一

メ
ー
ト
ル
は
階
数
に
し
て
+
か
ら
十
一

階

程
度
)

*
延
長
五
十
メ

卜
ル
超
え
る
橋
梁
、
高
架
橋

*
延
長
五
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
か
つ
高
さ
の
最
大
が
六
メ
ー
ト
ル

を
超
-え
る
擁
壁
な
ど

2似 ・ 11 月号 ;l~~ω9 



特
集

阜
県
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
。つ
く
り

e 
北
海
道
函
館
市
・
函
館
か
ら
ト
ラ
ス
ト

公
益
信
露
の
甚
禽
活
用
し
、

市
民
が
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
据

ー

l
函
館
か
ら
ト
ラ
ス
ト
の
試
み

と
も
え

津
軽
海
峡
に
突
き
出
た
画
館
山
と
巴
型
の
港
、
そ
れ

を
起
点
に
扇
が
広
が
る
よ
う
に
延
び
る
市
街
地
。
函
館
市

西
部
地
区
は
江
戸
末
期
の
開
港
場
の
伝
統
を
今
に
伝
え
る

洋
風
町
家
の
街
並
み
群
と
坂
道
、
画
館
は
今
も
特
徴
的
な

風
景
が
そ
こ
で
生
活
す
る
人
々
の
暮
ら
し
の
舞
台
と
な
る

街
で
あ
る
。

ヱ

西
部
地
区
の
街
並
み
色
彩
研
究

西
部
地
区
の
住
民
、
行
政
職
員
、
建
築
家
、

大
学
研
究
者
か
ら
成
る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
元

町
倶
楽
部
・
函
館
の
色
彩
文
化
を
考
え
る

会
」
は
、

一
九
八
八
年
か
ら
下
見
板
の
町
家

に
塗
り
重
ね
ら
れ
た
ペ
ン
キ
の
層
を
発
掘

し
、
ペ
ン
キ
色
彩
を
通
し
た
街
の
歴
史
、
文

化
を
研
究
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

ペ
ン
キ
塗
膜
を
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
削

り
、
研
ぎ
出
す
「
こ
す
り
出
し
」
と
い
う

誰
も
が
手
軽
に
楽
し
く
作
業
で
き
る
方
法
を

開
発
し
、
鮮
や
か
な
色
彩
の
年
輪
(
時
層
色

函
館
か
ら
ト
ラ
ス
ト
事
務
局

• 柳
田
良
造

環
と
命
名
)
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
八
十
五
棟
の
建
物
を

調
査
し
て
明
治
か
ら
現
在
ま
で
の
街
並
み
色
彩
の
変
遷
を

明
ら
か
に
し
た
。

函
館
の
ペ
ン
キ
こ
す
り
出
し
は
、
色
彩
的
な
資
料
の
残

ら
な
い
都
市
の
街
並
み
研
究
に
お
い
て
、
大
げ
さ
に
言
え

ば
、
日
本
で
初
め
て
、
明
治
か
ら
大
正
、

昭
和
を
経
て
現
在
に
至
る
街
並
み
色
彩
の

変
遷
の
構
造
を
実
証
的
デ

l
タ
で
も
っ
て

示
し
た
研
究
で
あ
っ
た
。

こ
の
研
究
活
動
の
意
味
は
、
歴
史
的
な

街
並
み
の
色
彩
変
遷
を
実
証
的
に
明
ら
か

に
し
た
の
み
な
ら
ず
、
建
物
の
色
彩
に
込

め
た
地
域
に
住
む
人
々
の
街
へ
の
思
い
や

楽
し
い
自
己
表
現
の
あ
り
方
と
い
っ
た
も

の
と
、
住
民
が
街
を
守
り
、
環
境
向
上
の

努
力
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
自
分
た
ち

の
手
で
街
の
環
境
を
実
体
的
に
発
見
し
、

自
ら
働
き
掛
け
を
行
う
こ
と
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
を
認
識
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

i 下見板ペンキ層のこすり出し(左) ペンキ層の時層色環(右)
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ペ
ン
キ
色
彩
が
単
に
建
物
を
保
持
す
る
道
具
で
は
な

く
、
住
民
の
生
活
文
化
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

娘
が
生
ま
れ
た
か
ら
女
学
校
の
色
に
合
わ
せ
て
と
か
、
周

り
の
街
並
み
と
調
和
し
て
い
き
た
い
と
か
、
公
会
堂
の
色

に
あ
こ
が
れ
て
と
か
、
動
機
は
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
ろ
う
が
、

そ
こ
に
人
々
の
自
己
表
現
が
見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

画
館
で
の
色
彩
に
込
め
ら
れ
た
地
域
に
住
む
人
々
の
街

へ
の
思
い
や
街
並
み
へ
の
自
己
表
現
の
あ
り
方
は
、
日
本

の
住
宅
地
の
街
並
み
を
豊
か
に
す
る
手
掛
か
り
を
与
え
る

も
の
で
も
あ
っ
た
。

調
査
は
、
都
市
考
古
学
的
な
色
彩
研
究
と
い
う
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
側
面
を
持
っ
て
い
た
が
、
半
面
、
「
こ
す
り
出

し
」
と
い
う
市
民
の
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
、
身
近
な

環
境
で
あ
る
街
並
み
の
色
彩
を
見
詰
め
直
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
優
れ
て
市
民
参
加
型
の
研
究
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
そ
の
後
、
基
金
に
よ
り
、
市
民
が

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
い
う
函
館
西
部
の
ま

ち
a

つ
く
り
実
践
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

・

ム

函
館
か
ら
ト
ラ
ス
ト
の
誕
生

九
三
年
七
月
、
研
究
活
動
の
賞
金
二
千
万
円
を
公
論
信

託
の
基
金
に
し
て
、
街
並
み
色
彩
に
代
表
さ
れ
る
魅
力
的

な
函
館
の
歴
史
的
環
境
を
今
後
も
安
定
し
た
地
域
の
生
活

基
盤
と
し
て
い
く
べ
く
、
市
民
が
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
「
函
館
か
ら
ト
ラ
ス
ト
」

(
正
式
に
は
「
公
益
信
託
画
館
色
彩
ま
ち
づ
く
り
基
金
」

と
い
う
)
が
誕
生
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
公
益
信
託
制
度
の

中
で
、
市
民
運
動
が
委
託
者
と
な
っ
て
設
定
さ
れ
た
も
の

と
し
て
は
全
国
で
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

画
館
か
ら
ト
ラ
ス
ト
は
基
金
の
運
営
に
関
し
、
信
託
銀

2004・11月号i詰溺也



特集 景観と色彩を生かしたまちづくり

行
を
補
佐
し
、

実
際
の
活
動
支
援
を
行
う

「函
館
か
ら
ト
ラ
ス
ト
事
務
局
」
を
設
け

て
い
る
。
「函
館
か
ら
ト
ラ
ス
ト
事
務
局
」

は
基
金
の
事
務
局
の
み
な
ら
ず
、
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
開
催
や
情
報
発
信
、
ま
ち
づ

く
り
実
践
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
五
つ
の

「
か
ら
」
に
こ
だ
わ
っ
て
ま
ち
づ
く
り
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

-

画
館
の
カ
ラ

l
に
こ
だ
わ
る
|
函

館
に
こ
だ
わ
っ
た
街
並
み
、
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
す
る

-

函
館
か
ら
の
発
信
|
市
民
の
活
動
要
求
を
育
て
、

市
民
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く

-

辛
口
の
情
報
行
政
、
市
民
に
と
っ
て
辛
口
の
内

容
や
言
い
に
く
い
こ
と
を
自
由
に
言
い
合
え
る
場

ペ
ン
キ
塗
り
替
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
は
そ
の
中
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

助
成
の
メ

l
ン
の
活
動
。
西
部
地
区

の
町
家
住
民
の
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
相

談
に
応
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
下
見

板
壁
の
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
を
行
う
活

動
が
、
大
学
生
や
工
業
高
校
の
学
生

ら
の
若
い
力
で
展
開
さ
れ
て
、
十
年

以
上
に
わ
た
り
地
域
に
活
気
と
再
生

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吹
き
込
ん
で
い

る
。
参
加
人
員
は
年
を
追
う
ご
と
に

増
え
、
最
近
は
五
十
人
近
い
若
者

や
市
民
が
参
加
し
て
い
る
。
九

O

年
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
が
行

っ
た
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
の
建
物
は
、

全
部
で
二
十
数
軒
。
広
い
西
部
地

区
の
街
並
み
の
中
で
み
れ
ば
、
多

い
数
で
は
な
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は

個
々
の
化
粧
直
し
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
面
も
あ
る
。

し
か
し
、
建
物
所
有
者
や
周
辺

へ
の
働
き
掛
け
は
決
し
て
小
さ
い

も
の
で
は
な
い
。
高
齢
化
が
進
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
と
っ
て
、

学

生活環境中の街並み色彩

ペンキ塗装
外壁保護

自己表現

織との交同

色彩とコミュニティの関係性

|時代の社会状況{経済 文化 ・風俗 ) I 

と
し
て

-

ま
ち
づ
く
り
の
触
媒
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

l

「か
ら
」
の
発
行

・

目
に
見
え
る
成
果
か
ら
|
実
際
の
環
境
で
目
に
見

え
る
成
果
を
着
実
に
積
み
上
げ
て
い
く

助
成
対
象
と
な
っ
た
活
動
に
は
、

マ
市
民
の
足
と
な
っ

て
い
る
市
電
の
応
援
活
動

マ
衰
退
し
た
商
庖
街
の
再
生

へ

の
プ
ラ
ン
づ
く
り
マ
市
民
に
よ
る
画
館
の
観
光
施
設
と
街

並
み
の
景
観
調
査

マ
奥
尻
地
震
で
被
害
を
受
け
た
歴
史
的

建
造
物
の
修
復
事
業

マ
函
館
・
元
町
地
区
で
の
生
活
環
境

を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催

マ
生
活
の
灯
り
か
ら

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
再
考
す
る
研
究

マ
空
き
家
を
使
っ
た
ア

ー
ト
活
動

マ
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
神
戸
で
の
ペ
ン

キ
の
こ
す
り
出
し
調
査
ー
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
住
人
に
元

気
を
与
え
、
食
事
の
世
話
や
飲
み

物
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
自
体
が
楽
し
い
交

流
活
動
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
結
果
、
取
り
壊
し

寸
前
の
建
物
が
価
値
を
再
発
見
さ
れ
た
り
、
息
を
吹
き
返

し
た
り
、
外
壁
の
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
に
刺
激
さ
れ
、
屋
棋

や
窓
の
修
復
が
持
ち
主
自
身
の
手
で
行
わ
れ
、
建
物
が
見

違
え
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
そ
の
波
及
効
果
は
大
き
い
。

i¥  r-っD
れりる司園園田量動可圃園田・E・E ・-・・・・圃圃親九い 言 を行る替 。 直.~・・111:，1・・・・・・・・・・・・密・るえ超 つ函 . よえし圃置-週・・・r:z:誌冒・・・E冨な四 。るえて館 I 
うるか・・・・・開・・・・同圃a;I. -4珊 コ %人課たきで ー士ー
なよし 問司書E主毘ー哩〓岡田ぬヨ園田園開周回開ミに口題 。たの 闘
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た
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の
で
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る
。
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景
観
と
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彩
を
生
か
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ま
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く
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|
|
高
校
景
観
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
景
観
教
育
に
も
力
注
ぐ

青
森
県
は
、
県
民
に
ゆ
と
り
と
潤
い
を
も
た
ら
す
優
れ

た
景
観
の
保
全
・
育
成
・
創
造
を
目
的
に
、
平
成
八
年
三

月
に
「
青
森
県
景
観
条
例
」
を
制
定
し
、
景
観
行
政
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
県
の
役
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
を
生
か
し
つ
つ
、
各
地
域
の
景
観
が
互
い
に
調
和
の
と

れ
た
景
観
形
成
を
推
進
す
る
た
め
の
、
基
本
的
か
つ
総
合

的
な
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
施
策
は
、

①
優
れ
た
景
観
の
保

全
・
創
造
②
各
地
域
に
お
け
る
景
観
形
成
の
取
り
組
み
支

援
③
景
観
形
成
に
関
す
る
普
及
啓
発
|

|
の
三
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
主
要
な
事
業
を
紹
介
す
る
。

・

ム

優
れ
た
景
観
の
保
全
創
造

{
大
規
模
行
為
届
出
制
度
}

景
観
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

一

定
規
模
を
超
え
る
行
為
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
事
前
の
届

出
を
義
務
付
け
、
「
大
規
模
行
為
景
観
形
成
基
準
」
と
の

適
合
を
審
査
し
、
必
.
要
に
応
じ
て
指
導
を
行
う
。
一

年
間

の
届
け
出
件
数
は
三
百
1
四
百
件
。

公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
青
森
県
公
共
事
業
景
観
形

• 出
町
百
代

青
森
県
環
境
生
活
部
県
民
政
策
課

成
基
準
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
基
準
を
策
定
し
て
い
る
。

{
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
ハ
マ
ナ
ス
の
植
栽
】

県
全
体
を
「
花
咲
く
ふ
る
さ
と
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
彩
る

た
め
に
、
「
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
ハ
マ
ナ
ス
植
栽
推
進
委

員
会
」
を
設
置
し
、
市
町
村
な
ど
へ
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、

平
成
十
二
年
度
か
ら
四
年
間
で
合
計
約
八
万
四
千
本
の
苗

木
を
主
要
道
路
沿
線
や
公
園
、
河
川
沿
い
、
公
共
施
設
敷

地
な
ど
に
植
栽
し
た
。

h
F

一
各
地
域
に
お
け
る
景
観
形
成
の

4
司
一
取
り
組
み
支
接

宣
泉
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
】

県
民
、
事
業
者
、
市
町
村
の
景
観
形
成
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
建
築
、
土
木
、
デ
ザ
イ
ン
、
緑
化
、
色
彩
な
ど

の
専
門
家
を
派
遣
し
、
計
画
の
立
案
か
ら
実
施
に
至
る
ま

で
の
助
言

・
指
導
を
行
う
。
派
遣
に
要
す
る
費
用
は
県
が

負
担
す
る
。
実
績
内
容
と
し
て
、
村
道
整
備
に
伴
う
歩
道

設
計
、
公
園
の
利
用
法
を
考
え
る
研
究
集
会
で
の
講
演
な

ど
。
平
成
十
五
年
度
ま
で
の
派
遣
人
数
は
延
べ
五
十
六
人
。

{
環
境
色
彩
研
修
会
}

平
成
十
五
年
度
か
ら
、
景
観
の
重
要
な
要
素
の

つ
で

12 

あ
る
「
色
彩
」
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を
図
る
た
め
、
庁

内
関
係
課
職
員
お
よ
び
市
町
村
景
観
行
政
担
当
者
ら
を
対

象
に
し
た
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

{
景
観
人
講
座
}

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
景
観
づ
く
り
の
た
め
、
各
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
得
る
人
材
の
育
成
、
お
よ

び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
に
、
県
民
か
ら
希
望
者

を
募
り
、
平
成
十
一二

1
十
五
年
度
の
三
カ
年
で
実
施
。
県

内
を
三
地
区
(
三
グ
ル
ー
プ
)
に
分
け
、
専
門
家
に
よ
る

講
義
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
講
座
を
延
べ
十
回

開
催
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
研
究
テ
l
マ
を
「
住
民
参
加
に
よ
る
景
観
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」

「景
観
の
楽
し
み
方
」
「
ふ
る
さ
と

眺
望
点
を
掘
り
起
こ
せ
」
と
し
、
最
終
講
座
で
の
研
究
成

岨民主;0 2似・ 11月号
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踏 景観と色彩を生かしたまち川/

果
発
表
会
に
よ
り
事
業
を
終
了
。

修
了
者
六
十

一
人
の
う
ち
三
十
人
に
よ
る
会
「
景
観
人

あ
お
も
り
」
が
今
年
四
月
に
発
足
し
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
け
る
主
体
的
な
活
動
や
、
行
政
、
自
治
会
、
学

校
な
ど
で
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
県

で
は
活
動
が
効
果
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
の
提
供

や
活
動
の
場
提
供
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

-
1
{
景
観
形
成
に
関
す
る
普
及
啓
発

{
「
景
観
の
日
」
の
設
定
】

青
森
県
景
観
条
例
に
お
い
て
、
六
月

一
日
を
「
景
観
の

日
」
と
定
め
、
景
観
形
成
へ
の
意
識
醸
成
を
図
る
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
記
念
樹
の
植
樹
、
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

{
景
観
学
習
教
室
】

若
年
層
の
景
観
に
対
す

る
意
識
醸
成
を
図
る
た
め
、

小
学
四
年
生
を
対
象
と
し

て
「
景
観
学
習
副
読
本
」

を
作
成
し
、
平
成
十

一
年

度
か
ら
配
布
し
て
い
る
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
は
希

望
校
の
み
の
配
布
と
し、

副
読
本
の
効
果
的
な
活
用

を
図
る
た
め
、
専
門
家

(
「
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

ら
)
を
派
遣
す
る
出
前
教

室
を
行
っ
て
い
る
。
授
業

で
は
、
屋
外
に
出
て
学
校

周
辺
を
観
察
し
、
気
付
い

た
点
を
発
表
さ
せ
る
な
ど

し
て
、

普
段
見
慣
れ
た
風

景
を
見
詰
め
直
し
、
よ
り

良
い
景
観
と
は
何
か
を
考

え
さ
せ
る
内
容
と
し
て
い

る
。

{
高
校
景
観
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
】

県
民

一
人
ひ
と
り
が
愛

着
と
誇
り
を
持
て
る
地
域

づ
く
り
に
結
び
つ
く
よ
う

な
、
「
二
十

一
世
紀
の
美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
大

き
な
テ
l
マ
に
、
高
校
生
が
五
人
程
度
で
チ
l
ム
を
組
み
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
や
青
森
県
全
体
の
景
観
を

素
材
と
し
て
、
良
好
な
景
観
形
成

に
つ
い
て
学
習
・
研
究
し
、
改
善

提
案
な
ど
を
発
表
す
る
コ
ン
テ
ス

ト
を
平
成
十
三
年
度
よ
り
開
催
。

高
校
生
の
景
観
形
成
に
対
す
る

意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

発
表
を
通
じ
て

一
般
県
民
に
も
景

観
の
大
切
さ
を
広
く
喚
起
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

最
優
秀
チ

l
ム
に
は
特
典
と
し

て
、
景
観
づ
く
り
事
例
視
察
な
ど

を
内
容
と
し
た
研
修
旅
行
を
行
う
。

(
平
成
十
三
年
度
/
滋
賀
県
長
浜

市
・
彦
根
市
、
平
成
十
四
年
度
/

長
野
県
小
布
施
町

・
須
坂
市
、
平

成
十
五
年
度
/
横
浜
市
)

Jv
-市
町
村
の
自
主
的
取
り
組
み
に
配
慮
し
た

-
景
観
行
政
を

地
域
の
景
観
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。
決
定
権

を
握
っ
て
い
る
の
は
そ
こ
に
住
む
住
民
で
あ
る
。
良
好
な

景
観
の
保
全
と
創
造
に
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
県
民

一
人
ひ

と
り
の
意
識
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
県
は
景
観
に

対
す
る
意
識
醸
成
を
図
る
た
め
の
普
及
啓
発
を
主
要
施
策

と
し
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
各
地

で
景
観
に
配
慮
し
た
建
築
物
や
、
住
民
参
加
の
景
観
づ
く

り
活
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
普
及
啓
発
事
業
は

す
ぐ
に
効
果
が
表
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
確
実

に
良
好
な
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

年
内
に
予
定
さ
れ
る
景
観
法
の
施
行
に
伴
い
、
県
は
自

動
的
に
景
観
行
政
団
体
に
な
る
。
景
観
計
画
の
策
定
な
ど

に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
が
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
で
、

市
町
村
や
県
民
の
自
主
的
な
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
景
観
行
政

を
進
め
て
い
く
の
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

2初0∞0併 1刊1月開号 鵠減記誕ぬ13 



特
集

震
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
ゃ
つ
く
り

。

横
浜
市

場
」
や
「
都
心
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
で
は
、
舗
装
面
の
色
彩
基

調
を
茶
系
色
と
し
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
関
内
地
区
の
道

路
や
商
庖
街
、
建
築
物
の
外
壁
な
ど
、
整
備
が
行
わ
れ
る

た
び
に
色
彩
面
の
協
力
を
事
業
者
に
求
め
て
き
た
。
特
に

日
本
大
通
り
地
区
や
山
下
公
園
周
辺
地
区
で
は
色
彩
に
つ

い
て
も
街
づ
く
り
協
議
指
針
に
示
し
誘
導
を
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
事
例
の
積
み
重
ね
に
よ
り
少
し
ず
つ
整
っ

た
色
彩
環
境
は
、
市
民
や
事
業
者
に
も
共
通
認
識
と
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
、
個
別
に
要
請
を
行
わ
な
く
て
も
、
茶
系

の
色
彩
を
選
択
す
る
民
間
ピ
ル
な
ど
の
事
例
も
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・

ム

街
づ
く
り
指
針
や
協
定
の
申
で
の
運
用

関
内
地
区
の
中
で
も
、
色
彩
の
考
え
方
は
街
区
ご
と
の

個
性
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
馬
車
道

地
区
で
は
「
茶
系
、
白
系
、
黒
系
」
か

ら
基
調
色
を
選
択
す
る
よ
う
に
協
議
指

針
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
大

通
り
の
指
針
に
示
さ
れ
て
い
る
「
茶
系

色
」
は
少
し
黄
色
み
が
か
っ
て
い
る
も

の
で
、
周
辺
の
歴
史
的
建
造
物
に
多
く

見
ら
れ
る
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
」
の

色
彩
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
区
ご
と
の
指
針
や
協

定
な
ど
で
一不
さ
れ
て
い
る
色
彩
に
つ
い

て
の
誘
導
は
、
新
築
や
改
築
に
伴
っ
て

行
わ
れ
る
事
前
協
議
に
併
せ
て
行
わ
れ

る
。
事
前
協
議
で
は
建
築
全
体
の
デ
ザ

イ
ン
や
コ
ス
ト
も
踏
ま
え
た
議
論
が
な

さ
れ
て
き
た
。

色
彩
誘
導
に
よ
り

個
性
と
魅
力
あ
&
れ
る
街
づ
く

D
推
進

ー

l
横
浜
市
の
都
市
デ
ザ
イ
ン

-

ム

色
彩
は
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
欠
か
せ
な
い
要
素

色
彩
の
良
し
あ
し
は
、

一
般
的
に
は
主
観
的
な
判
断
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
「
街
の
イ

メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
色
彩
」
を
都
市
の
文
脈
か
ら
読
み
取
り
、

地
域
の
共
通
認
識
と
し
、
街
の
色
彩
を
調
整
し
て
い
く
こ

と
は
大
変
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
。
同
時
に
、
色
彩
の

は
ん
ら
ん
を
抑
え
、
街
並
み
を

一
定
の
色
調
に
誘
導
し
て

い
く
こ
と
は
、
景
観
形
成
を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
な
位

置
を
占
め
て
お
り
、
横
浜
に
お
け
る
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
展

開
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

・

ム

街
の
色
彩
|
関
内
地
区
の
震
観
と
色
彩

横
浜
の
旧
居
留
地
で
あ
っ
た
関
内
地
区
は
開
港
以
来
、

西
洋
文
化
の
影
響
を
受
け
た
独
特
の
街
並
み
を
形
成
し
て

き
た
。
一

九
七

0
年
代
、
横
浜
は
都
市
デ
ザ
イ
ン
行
政
に

着
手
し
て
お
り
、
色
彩
而
か
ら
の
取
り
組
み
も
重
要
と
考

え
、
色
彩
計
画
を
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

マ
街
並
み
景
観
に
お
け
る
色
彩
の
混
乱
を
避
け
、
街
の

績
浜
市
都
市
計
画
局
都
市
デ
ザ
イ
ン
室

• 小
田
嶋
鉄
闘

個
性
を
形
成
す
る
た
め
の
基
調
色
を
定
め
る
。

マ
地
区
内
の
歴
史
的
建
造
物
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

石
や
レ
ン
ガ
を
基
調
と
し
た
色
彩
整
備
に
よ
り
、
歴
史

性
を
受
け
継
い
だ
個
性
的
な
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

マ
色
彩
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

は
全
体
の
街
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
取
り
組
み
、

単
に
景
観
的
な
整
備
だ

け
を
先
行
さ
せ
な
い

。

ま
た
、
素
材
が
持
つ
独

特
の
雰
囲
気
を
表
す
た

め
、
極
力
レ
ン
ガ
や
石
、

タ
イ
ル
を
使
用
す
る
。

経
済
的
、
機
能
的
に
困

難
な
場
合
に
は
色
彩
に

よ
っ
て
整
え
る
。

七
四
年
、
快
適
な
歩
行

者
空
間
整
備
を
目
的
に
実

施
さ
れ
た
「
く
す
の
き
広
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特集 景観と色彩を生かしたまちづくり

ヱ

色
彩
計
画
の
展
開
よ
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

七
五
年
以
降
、
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
や
港
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
な
ど
の
大
規
模
な
市
街
地
開
発
事
業
に
お
い
て

は
、
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
そ
の
中
で
色
彩
に
つ

い
て
の
計
画
や
調
整
も
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
基
調
と
な
る
色
彩
を
決
め
て
も
、

逆
に
画

一
的
に
な
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
が
求
め
ら
れ
、
事

業
者
や
設
計
者
の
積
極
的
な
提
案
が
色
彩
面
で
の
効
果
を

生
む
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
基
調
と
な
る
色
彩
に
そ
れ
ぞ

れ
の
創
意
工
夫
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
調
で
な
く
、

個
性
あ
る
街
な
み
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

ヱ

港
の
色
彩
を
整
え
る
|
み
な
と
色
彩
計
画

人

0
年
代
前
半
、
山
下
公
園
や
港
内
観
光
船
か
ら
見
る

港
の
景
観
は
必
ず
し
も
快
適
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一

方
で
、
当
時
、
港
周
辺
で
は
み
な
と
み
ら
い
幻
地
区
、
ベ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
ポ
l
ト
サ
イ
ド
地
区
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
中
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
横
浜
市
は
港
の
色
彩
に
工
夫

や
演
出
を
加
え
、
港
を
よ
り
個
性
的
、
魅
力
的
で
活
気
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
、
各
分
野
の
専
門
家
、
港
湾
関
係
者

ら
か
ら
成
る
「
港
色
彩
計
画
策
定
委
員
会
」
審
議
を
経
て
、

「
み
な
と
色
彩
計
画
」
を
制
定
し
た
。
計
画
で
は
横
浜
港

を
六
つ
の
ゾ
l
ン
と
三
つ
の
地
区
に
区
分
し
、
各
ゾ
l
ン、

各
地
区
に
対
応
し
た
配
色
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
山

下
ふ
頭
周
辺
地
区
は
緑
を
ベ

l
ス
カ
ラ
ー
と
し
、
白
を
ア

ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
と
し
て
い
る
。
八
八
年
の
制
定
以
来
、

建
築
物
の
増
改
築
や
塗
り
替
え
を
行
う
事
業
者
に
対
し
協

力
を
求
め
て
い
る
。

周
辺
に
影
響
を
持
つ
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
の
色
彩
に
つ

い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ベ
イ
ブ
リ

ッ
ジ
は
そ
の
建
設
主
体
で
あ
る
首
都
高
速
道
路
公
団
と
共

に
検
討
を
行
い
、
最
終
的
に
は
「
横
浜
市
都
市
美
対
策
審

議
会
」
に
諮
り
、
シ
ン
ボ
ル
色
で
あ
る
白
に
決
定
し
た
。

ま
た
、
マ
リ
ン
タ
ワ
l
の
色
彩
に
つ
い
て
は
同
審
議
会
に

「
小
委
員
会
」
を
設
置
し、

半
年
に
及
ぶ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
審
議
の
う
え
、
白
か
ら
赤
へ
の
グ
ラ
デ
l
シ
ヨ
ン

に
決
定
さ
れ
て
い
る
。

ヱ

車
な
ど
も
都
市
景
観
の
要
素

道
路
や
建
築
物
な
ど
の
固
定
さ
れ
た
も

の
だ
け
で
な
く
、
パ
ス
や
ご
み
収
集
車
な

ど
の
動
く
も
の
も
都
市
景
観
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
。
横
浜
市
は
八
九
年
に
ご
み
収

集
車
の
色
彩
デ
ザ
イ
ン
と
環
境
事
業
の
シ

ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
す
る
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
を
実
施
し
た
。
ご
み
収
集
車

の
色
彩
デ
ザ
イ
ン
は
千
四
百
三
十
五
点
に

上
っ
た
。
審
査
委
員
会
に
よ
り
三
点
の
優

秀
作
品
を
選
出
し
、
実
物
大
の
車
両
に
着
色
、
展
示
し
、

一
般
市
民
に
よ
る
人
気
投
票
を
実
施
、
最
優
秀
作
品
を
選

出
し
た
。
青
と
白
を
基
調
に
し
た
シ
ン
プ
ル
な
作
品
が
最

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、
実
際
に
横
浜
市
の
ご
み
収
集
車
の

デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
た
。

一
般
的
な
街
の
景
観
的
水
準
を
高
め
て
い
く
に
は
道
路

景
観
の
向
上
は
欠
か
せ
な
い
。
横
浜
市
は
道
路
に
設
置
さ

れ
る
掲
示
板
や
道
路
照
明
灯
な
ど
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ

l

ニ
チ
ャ

l
の
配
置
や
形
態
、
色
彩
を
整
え
る
事
業
を
九
三

年
か
ら
実
施
し
て
き
た
。
色
彩
に
つ
い
て
は
グ
レ

l
(無

彩
色
)
を
基
本
と
し
、
目
立
た
な
い
も
の
と
し
て
い
る
が
、

街
路
景
観
全
体
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ヱ

色
彩
と
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
こ
れ
か
ら
の
展
望

景
観
法
の
制
定
に
よ
り
、
地
域
の
景
観
形
成
に
対
す
る

期
待
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
同
法
で
は
、
色
彩
を
含
め
た

意
匠
に
つ
い
て
も
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
う
ま
く
活

用
し
て
、
個
性
と
魅
力
あ
る

街
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
単
な
る
規
制
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ア
イ

デ
ア
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の

あ
る
色
彩
上
の
工
夫
を
引
き

出
す
こ
と
も
重
要
と
思
わ

れ
、
過
去
の
都
市
デ
ザ
イ
ン

活
動
の
経
験
を
生
か
せ
る
、

新
た
な
制
度
づ
く
り
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

2初0∞0併 1叩1明晴月牌号 詰湖記語路喜‘勉a 15 
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阜
県
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

@ 

神
奈
川
県
横
須
賀
市

個

か

恕

目
指
す

ー
ー
色
彩
景
観
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

し
い
景
観
づ
く
り

横
須
賀
は
神
奈
川
県
の
南
東
三
浦
半
島
の
中
央
部
に
あ

っ
て
、
東
は
東
京
湾
、
西
は
相
模
湾
に
そ
れ
ぞ
れ
面
し
て

い
る
。
横
須
賀
に
は
変
化
に
富
ん
だ
自
然
地
形
や
近
代
化
に
寄

与
し
た
文
化
資
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
と
魅
力
が
あ

り
、
本
市
の
都
市
像
で
あ
る

「国
際
海
の
手
文
化
都
市
」

を
実
現
す
る
た
め
に
横
須
賀
ら
し
い
個
性
と
魅
力
を
生
か

し
た
景
観
e

つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・

ム

景
観
行
政
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

マ

都
市
デ
ザ
イ
ン
懇
話

会

(平
成
六

1
十
六
年
)

都
市
デ
ザ
イ
ン
、
建

築
や
色
彩
の
専
門
家
ら

に
よ
り
、
良
好
な
都
市

景
観
を
形
成
す
る
た
め

に
大
規
模
な
開
発
行
為

や
建
築
行
為
な
ど
の
施

設
計
画
に
対
し
て
景
観

横
須
賀
市
都
市
部
景
観
推
進
課

• 平
井

而
で
の
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
当
初
は
公
共
施
設

の
計
画
を
中
心
に
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
た
が
、
関
係

各
諜
の
対
応
は
あ
ま
り
良
い
も
の
で
は
な
く
、
案
件
提
示

す
る
こ
と
自
体
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
民
間
の
大
規
模
な
建
築
や
開
発
行
為
も
対
象

と
し
た
が
、
強
制
力
が
な
い
こ
と
や
事
業
の
採
算
性
な
ど

の
理
由
で
、
助
言
内
容
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
庁
内
の
関
係
各
諜
や
民
間
事
業
者
へ
の
働
き

掛
け
を
継
続
し
て
行
う
中
で
、
本
制
度
は
少
し
ず
つ
だ
が
、

定
着
し
て
き
た
。

な
お
、

景
観
条
例
の
施
行

(平
成
十
六
年
七
月

一
日
)

に
伴
い

「都
市
デ
ザ
イ
ン
懇
話
会
」

は
廃
止
さ
れ
た
が
、

同
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
横
須
賀
市
景
観
審
議
会
専

門
部
会
に
そ
の
機
能
は
引
継
が
れ
た
。

マ
建
物
の
色
彩
相
談

(平
成
八
年
i
)

景
観
を
構
成
す
る
大
き
な
要
素
で
あ
る
建
築
物
の
色
彩

に
つ
い
て
公
共
や
民
間
、
施
設
の
規
模
を
問
わ
ず
色
彩
専

門
家
が
そ
の
計
画
に
つ
い
て
助
言
す
る
「
建
物
の
色
彩
相

16 

毅

談
」
を
実
施
し
て
い
る
。

相
談
で
は
、
建
築
物
な
ど
の
色
彩
を
単
体
の
色
彩
と
と

ら
え
が
ち
な
相
談
者
に
対
し
て
、
専
門
委
員
が
色
彩
の
組

み
合
わ
せ
を
実
色
で
例
示
し
、
分
か
り
ゃ
す
く
、
ま
た
相

談
者
の
色
彩
の
晴
好
も
尊
重
し
な
が
ら
、
周
辺
と
の
関
係

を
調
整
し
た
色
彩
に
つ
い
て
助
言
し
て
い
る
。

相
談
者
は
も
ち
ろ
ん
、
担
当
職
員
が
色
彩
デ
ザ
イ
ン
の

方
法
を
習
得
す
る
教
育
訓
練
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

建
物
の
色
彩
は
、
設
計
や
確
認
申
請
の
段
階
で
は
計
画

が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、
比
較
的
誘
導
が
可

能
で
あ
り
、
効
果
が
あ
る
。

マ
建
築
物
等
色
彩
協
議
要
綱

(平
成
十
二
年
j
)

平
成
十
年
ご
ろ
、
今
ま
で
の
建
築
色
彩
の
常
識
を
越
え

た
高
彩
度
(
鮮
や
か
な
)
色
彩
の
建
物
が
、
穏
や
か
な
ま

ち
な
み
の
中
に
出
現
し
て
話
題
に
な
っ
た
。

他
都
市
の
事
例
だ
っ
た
が
、
本
市
に
お
い
て
も
周
辺
環

境
と
対
比
す
る
高
彩
度
色
彩
の
建
築
物
が
住
宅
地
で
問
題

視
さ
れ
、
行
政
と
し
て
色
彩
を
ど
の
よ
う
に
誘
導
し
て
い

く
か
苦
慮
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。

市
域
内
の
建
築
色
を
調
査
し
、
多
く
見
か
け
る
色
彩
の

範
囲
を
定
め
た
「
彩
度
基
準
」
と

「配
慮
事
項
」

か
ら
成

る
指
針
を
作
成
し
、
そ
れ
を
基
に
見
慣
れ
た
建
築
色
を
使

用
す
る
よ
う
に
建
主
と
協
議
す
る

「建
築
物
等
色
彩
協
議

要
綱
」
を
策
定
し
た
。

協
議
は
、

主
に
建
築
確
認
申
請
の
際
に
職
員
が
行
う
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
チ
ェ

ッ
ク
(
計
画
色
彩
が
彩
度
基
準
以
内
で
あ

る
か
チ
ェ

ッ
ク
す
る
)
と
大
規
模
建
築
や
彩
度
基
準
を
超

え
る
場
合
な
ど
に
専
門
委
員
を
交
え
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
周
辺
環
境
や
地
域
特
性
を
配
慮
す
る
よ
う
協
議
す
る

二
段
階
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
い
る
。

誌記踏切 2004・11月号



特集 景観と色彩を生かしたまちづくり

ま
た
、
全
市
的
な
色
彩
誘
導
と
併
せ
て
、
地
区
を
限
定

し
て
色
彩
景
観
の
形
成
を
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
の

「色
彩
景
観
形
成
地
区
」
を
指
定
し
て
い
る
。

地
区
の
指
定
は
、
い
か
に
数
多
く
の
関
係
者
と
合
意
形

成
で
き
る
か
が
課
題
と
な
る
。
行
政
の

一
方
的
な
発
意
で

は
何
も
変
わ
ら
な
い
。

既
に
三
地
区
の
指
定
を

行
っ
た
が
、
ど
の
地
区
も

色
彩
調
査
の
結
果
を
基
に

地
区
関
係
者
と
色
彩
の
あ

り
方
や
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い

て
数
多
く
話
し
合
っ
た
。

い
ず
れ
の
地
区
も
合
意

を
得
て
指
定
す
る
ま
で
に

年
単
位
の
時
間
を
要
し

た
。地
区
指
定
を
し
た
地
区

の
一
つ
で
あ
る
「
小
川
町

マ
ン
シ
ョ
ン
群
色
彩
景
観

形
成
地
区
」
(
六
棟
の
マ

ン
シ
ヨ
ン
で
構
成
さ
れ
る
地
区
)
で
は
、
地
区
指
針
に
合

わ
な
い
建
物
の
過
半
が
地
区
指
針
に
基
づ
く
塗
り
替
え
を

行
い
、
新
た
な
色
彩
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

マ
景
観
づ
く
り
の
啓
発
、
普
及

景
観
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
市
民
、

事
業
者
、

市
の
各
々
が
景
観
に
対
す
る
意
識
を
共
有
し
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
啓
発、

普
及
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

公
共
の
場
に
お
け
る
色
彩
の
あ
り
方
を
視
覚
的
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
身
近
な
公
共
施
設

(
防
災
収
納
庫
や

横
断
防
止
柵
な
ど
)
の
塗
り
替
え
な
ど
を
行
う
色
彩
モ
デ

ル
整
備
事
業
の
実
施
や
、
市
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
指

し
て
技
術
系
職
員
を
中
心
に
色
彩
の
伝
達
や
測
定
の
方
法

と
調
和
に
配
慮
し
た
色
彩
計
画
の
手
法
を
修
得
す
る
実
践

的
な
研
修
も
行
っ
て
い
る
。

市
民
へ
の
啓
発
活
動
は
、

戸
建
て
住
宅

の
塗
り
替
え
な
ど
を
モ
デ
ル
に
、
色
彩
が

景
観
に
与
え
る
影
響
を
学
習
す
る

「建
物

の
色
が
つ
く
る
美
し
い
景
観
教
室」

を
.平

成
十
年
よ
り
六
年
間
に
わ
た
り
開
催
し
、

市
民
の
色
彩
景
観
に
対
す
る
意
識
啓
発
を

行
っ
た
。

小川町マンション群色彩景観形成地区 (一部)

こ
の
教
室
の
取
り
組
み
は

「公
共
の
色

彩
を
考
え
る
会
」
が
主
催
す
る

「公
共
の

色
彩
賞
」
を
受
賞
し
て
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、

広
く
市
民
に
知
ら
れ
た
。

土

橋
須
賀
市
震
観
条
例
の
制
定

前
述
の
柔
軟
な
要
綱
行
政
や
市
民
共
同

の
啓
発
活
動
は
、
そ
れ
な
り
の
効
果
を
発

柵
押
し
て
景
観
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
そ
の
実
効
性
に
限
界
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
、
横
須
賀
ら
し
い
個
性
豊
か
な
美
し
い
景

観
の
形
成
を
目
的
に

一
、
横
須
賀
の
自
然
、

歴
史
な
ど
の
資
源
を
生
か
し
た
景

観
を
育
む
こ
と

一
、
横
須
賀
の
特
徴
で
あ
る
海
や
緑
豊
か
な
丘
陵
地
な
ど

へ
の
良
好
な
眺
望
を
保
全
す
る
こ
と

一
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
的
な
街
並
み
を
育
む
こ
と

を
理
念
と
し
た

「横
須
賀
市
景
観
条
例
」
を
平
成
十
六
年

三
月
に
制
定
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
従
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
色
彩
景
観

に
加
え
、
新
た
な
眺
望
景
観
に
関
す
る
事
項
を

「基
準
」

と
し
て
規
定
し
た
こ
と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
が
風
致
地

区
条
例
に
基
づ
く
許
可
や
他
制
度
の
認
定
な
ど
と
リ
ン
ク

し
て
そ
の
実
効
性
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。

ヱ

お
わ
り
に

景
観
づ
く
り
の
条
例
や
制
度
が
整
備
で
き
た
と
し
て

も、

「美
し
い
景
観
」
を
定
量
的
に
示
す
尺
度
が
な
い
こ

と
や
、
多
様
な
価
値
観
か
ら
景
観
が
持
つ
公
共
性
へ
の
理

解
な
ど
市
民
、

事
業
者
、
市
と
の
相
互
で
理
解
を
得
る
上

で
い
ま
だ
に
さ
ま
ざ
ま
な
謀
題
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
継
続
的
な
景
観
行
政
の
取
り
組

み
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
、

今
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
市
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
の
機
運
が
高
ま
り
つ

つ
あ
る
。
引
き
続
き

「個
性
豊
か
な
美
し
い
景
観
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

いヲ。
。
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景
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
。
つ
く
り

武
新
潟
県
の
北
に
位
置
す
る
村
上
市
の
束
、
市
民
か
ら
お

が
ぎ
ゅ
う

城
山
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
臥
牛
山
に
は
、
そ
の
昔
、

村
上
城
と
い
う
壮
麗
な
平
山
城
が
そ
び
え
て
い
た
。

慶
長
二
年

(
一
五
九
七
)
の
「
越
後
国
瀬
波
郡
絵
図
」

に
よ
る
と
、
臥
午
山
の
上
に
「
村
上
ょ
う
が
い
」
と
し
て

多
数
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
に

は
す
で
に
城
下
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
本
格
的
に
城
や
堀
、
門
が
築
か
れ
た
の
は
、
慶
長
三

年
の
村
上
頼
勝
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
城
主
と
な
っ
た
堀
直
音
に
よ
っ
て
石
垣
、

天

や
ぐ
ら

守
、
諸
櫓
が
築
か
れ
、
近
世
城
郭
と
し
て
の
村
上
城
が

完
成
し
、

事
保
五
年

(
一
七
二
O
)
入
封
し
た
内
藤
氏

に
よ
っ
て
、
明
治
維
新
ま
で
治
世
が
続
く
。
そ
の
問
、

幕
末
の
戦
火
で
二
の
丸
居
館
が
焼
け
、
明
治
に
入
る
と

門
も
取
り
払
わ
れ
、
櫓
な
ど
の
建
物
も
す
べ
て
撤
去
処

分
さ
れ
た
。

し
か
し
、

生
垣
や
城
跡
を
聞
む
美
し
い
林
は
、
今
な
お

か
つ
て
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
ほ
か
、
周
辺
の
武
家
屋
敷

も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

。
新
潟
県
村
上
市

新
潟
県
村
上
市
都
市
整
備
課
ま
ち
づ
く
り
室

• 横
山
政
信

ー

町
並
み
保
存
整
備
の
勤
き

平
成
二
年
に
文
化
庁
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
た

「伝

統
的
建
造
物
群
保
存

対
策
調
査
」
に
よ
り
、

お
城
山
周
辺
の
旧
武

家
町
は
、
全
国
的
に

も
貴
重
な
町
並
み
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

18 

を
超
え
る
地
区
住
民
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
十

一
年
十
二
月
に
は

「村
上
市
歴
史
的
景
観
保
全

条
例
」
が
制
定
さ
れ
、

翌
年
四
月
か
ら

「町
並
保
存
整
備

事
業
」
が
新
し
く
出
発
し
た
。

ヱ

震
観
形
成
基
準

建
物
の
景
観
形
成
基
準
は
あ
く
ま
で
外
観
が
対
象
で
あ

り
、
聞
取
り
ゃ
設
備
は
自
由
だ
。

同
景
観
形
成
基
準
に
は
、

「継
承
型
」
「
調
和
型
」
「
修

景
型
」
の
三
種
類
あ
り
、
敷
地
の
広
さ
な
ど
各
自
の
事
情

に
合
わ
せ
て
可
能
な
修
景
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
。

継
承
型
は
、
道
路
と
住
宅
の
聞
に
前
庭
を
設
け
、
木
造

軸
組
構
法
に
よ
る
伝
統
的
な
建
て
方
と
外
観
に
し
た
標
準

的
な
建
て
方
だ
。

調
和
型
は
、
「
継
承
型
」
で
建
て
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
の
建
て
方
で
、
そ
れ
で
も
無
理
な
場
合
は
、
修
景
型
で

建
て
る
こ
と
に
な
る
。

門
は
腕
木
門
を
基
本
と
し
、
材
質
は
木
造
、
色
彩
は
生

地
色
、
ま
た
は
同
系
色
と
し
、

屋
根
は
瓦
、
銅
板
、
木
羽
、

板
葺
き
と
す
る
。

生
け
垣
は
常
緑
樹
と

し
、
ス
ギ
、
サ
ワ
ラ
、

ヒ
パ
お
よ
び
ツ
ゲ
を
推

奨
樹
種
と
す
る
。
種
々

の
事
情
で
生
け
垣
に
で

き
な
い
場
合
は
、
竹
お

よ
び
木
質
系
の
塀
を
設

垣
一
け
る
こ
と
に
す
る
。

明
道
路
、
公
共
建
築
物
、

屋
外
広
告
物
は
、
色
彩

2004・11月号温~'0

z田
重の
E畳
居留
重保
詩存

T積
工極
的
I~ 
揖
進

緑
に
固
ま
れ
武
家

町
の
面
影
を
多
分
に

残
す
地
域
で
あ
り
、

地
区
指
定
を
し
て
保

存
・
整
備
し
、
よ
り

良
い
住
環
境
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
提
言
に
基
づ
い

て
、
住
民
の
代
表
二
十
人
で
構
成
さ
れ
た
町
並
保
存
推
進

協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
市
と
具
体
化
に
つ
い
て
協
議
し
て

き
た
。

延
J、元

十
回
の
説
明
会
を
開
催
し
、
よ
う
や
く
七

O
%
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な
ど
を
周
辺
の
環
境
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
0

・

ム

助
成
金
の
交
付

マ
住
宅
の
新
築
お
よ
び
改
築

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
場
合

は
五
十
万
円
助
成
す
る
。
全
部
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
要
綱
に
基
づ
き
、

三
十
万
円
あ
る
い
は
十
万
円

助
成
す
る
。

①
木
造
軸
組
構
法
で
、
玄
関
は
平
入
り
と
す
る
②
二
階

建
て
以
下
で
、
道
路
に
面
す
る
部
分
は
平
屋
と
す
る
③
屋

根
の
形
式
は
寄
棟
、
切
妻
お
よ
び
入
母
屋
と
す
る
④
屋
根

仕
上
げ
は
い
ぶ
し
銀
、
暗
褐
色
、
黒
色
系
の
和
瓦
葺
と
す

る
⑤
外
壁
は
小
壁
を
白
壁
真
壁
造
り
と
し
、
板
下
見
横
張

り
で
、
色
彩
は
素
材
を
生
か
し
た
生
地
色
、
ま
た
は
暗
褐

色
、
黒
色
系
と
し
、
関
口
部
の
建
具
は
黒
、
ま
た
は
茶
系

統
と
す
る
。

マ
住
宅
の
増
築
お
よ
び
外
観
の
変
更

十
万
円
を
限
度
と
し
て
、
経
費
の

四
分
の

一
を
助
成
す
る
。

マ
生
け
垣
の
新
設
お
よ
び
補
植

か
や

マ
茅
葺
屋
根
の
葺
き
替
え
お
よ
び
補

修
十
万
円
を
限
度
と
し
て
二
分
の

一

を
助
成
す
る
。

・

ム

武
家
匡
敷
の
復
元
保
存

市
内
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
若
林

家
住
宅
を
は
じ
め
、
市
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
武
家
屋
敷
が
復
元
保

存
さ
れ
て
い
る
。

都
市
計
画
記
念
公
園
に
も
、
雅
子
さ
ま
ゆ
か
り
の
旧
嵩

同
家
の
ほ
か
、
旧
岩
間
家
、
隣
接
地
に
は
旧
藤
井
家
の
武

家
屋
敷
が
移
築
復
元
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
園
は
ま
い
づ

る
公
園
と
呼
ば
れ
、
皇
太
子
殿
下
・
雅
子
妃
殿
下
の
ご
成

婚
を
記
念
し
て
平
成
十
年
に
整
備
さ
れ
た
も
の
だ
。
小
和

田
家
の
祖
先
は
旧
村
上
藩
の
藩
士
と
い
う
こ
と
で
、
雅
子

さ
ま
と
村
上
市
は
深
い
関
係
が
あ
る
。
こ
の
公
園
に
は
年

間
約

一
万

一
千
人
が
訪
れ
る
ほ
か
、
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

・

ム

景
観
基
準
が
徐
々
に
浸
透

歴
史
的
景
観
整
備
事
業
も
五
年
目
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、

通
り
に
生
け
垣
が
増
え
、
新
築
さ
れ
る
住
宅
は
亙
屋
根
に

な
り
、
ま
た
色
彩
に
統

一
感
が
出
る
な
ど
、
徐
々
に
で
は

あ
る
が
、
景
観
形
成
基
準
が
浸
透
し
て
き
で
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。

住
宅
を
建
て
よ
う
と
す
る
場
合
、
最
初
に
声
が
掛
か
る

の
が
大
工
さ
ん
や
設
計
事
務
所
さ
ん
だ
が
、
プ
ラ
ン
が
ま

と
ま
っ
て
か
ら
景
観
形
成
基
準
を
躍
り
込
も
う
と
し
て
も

無
理
が
出
て
く
る
よ
う
だ
。
実
際
、
何
件
か
新
築
の
相
談

が
あ
る
が
、
屋
根
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
瓦
と
か
、
外
壁
は
防

火
サ
イ
デ
イ
ン
グ
と
い
う
ケ
l
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。

「屋
根
は
和
瓦
に
で
き
ま
せ
ん
か
」
「
外
壁
は
板
下
見
で

で
き
ま
せ
ん
か
」
と
お
願
い
す
る
が
、
す
で
に
設
計
図
が

出
来
上
が
っ
て
い
る
と
か
、
経
費
の
関
係
で
変
更
は
難
し

い
と
か
で
、
早
目
に
相
談
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
残
念
に
思

う
こ
と
が
何
度
か
あ
る
。

近
年
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
地
元
以
外
の
工
務
庖
の
進

出
も
多
い
よ
う
だ
。
地
元
へ
は
広
報
誌
を
通
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
が
、
市
外
の
業
者
さ
ん
へ
い
か
に

P
R
を
図

る
か
が
、
こ
れ
か
ら
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

今
後
も
旧
武
家
町
の
雰
囲
気
を
残
す
緑
豊
か
な
住
環
境

を
目
的
に
、
景
観
形
成
地
区
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

2004・11月号 :j詰誕誕強19 
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金
沢
市

数
多
く
の
察
側
駆
使
し
、

魅
力
的
取
景
観
・
ま
ち
づ
く
り

ー

l
金
沢
市
の
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
な
み
形
成
の
取
り
組
み

ヱ

景
観
づ
く
り
に
向
け
、

金
沢
市
に
お
け
る
景
観
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て

は、

一
九
六
四

(昭
和
三
十
九
)
年
の

「武
家
屋
敷
群
の

土
塀

・
門
等
の
修
復
制
度」

の
新
設
に
よ
る
歴
史
的
ま
ち

な
み
の
保
存
修
景
に
始
ま
る
。
次
い
で
、

古
都
保
存
法
の

制
定
に
触
発
さ
れ
、

六
八
年
四
月
に

「金
沢
市
伝
統
環
境

保
存
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然
景
観
や
歴

史
的
建
造
物
で
形
成
さ
れ
る
固
有
の
伝
統
環
境
を
保
存
す

る
た
め
の
全
国
初
の
条
例
で
あ
る
。
そ
の
後
、
八
九
年
に

は
風
格
あ
る
都
市
づ
く
り
の
た
め
に
は
新
た
な
都
市
景
観

を
創
出
す
る
視
点
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

「
金
沢
市
に
お
け
る
伝
統
環
境
の
保
存
及
び
美
し
い
景
観

の
形
成
に
関
す
る
条
例

(略
称
・
:
金
沢
市
景
観
条
例
)」

と
し
て
発
展
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
た
、
九
四
年
に
は

「
金
沢
市
こ
ま
ち
な
み
保
存
条
例
」

を
制
定
し、

景
観
条
例
の
指
定
区
域
に
こ
ま
ち
な
み
保
存

区
域
(
十
区
域
)
を
さ
ら
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

武
士
系
や
町
家
系
の
ま
ち
な
み
保
存
に
厚
み
が
加
わ

っ
た
。

条
例
相
次
い
で
制
定

金
沢
市
都
市
整
備
部
ま
ち
な
み
対
策
課

• 本
光
章
一

そ
し
て
、
九
六
年
に
は
金
沢
市
用
水
保
全
条
例
、

翌
九

七
年
に
は
金
沢
市
斜
面
緑
地
保
全
条
例
が
相
次
い
で
制
定

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
河
岸
段
丘
や
丘
陵
地
と
い

っ
た

地
形
・
都
市
基
盤
で
あ
る

〈斜
而
緑
地
〉
と
都
市
の
骨
格

と
な
る

〈用
水
環
境
〉
を
大
き
な
景
観
財
産
と
位
置
付
け
、

そ
の
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

っ
た
。

近
年
で
は
、

二
O
O
二
年
に
制
定
さ
れ
た

「金
沢
市
に

お
け
る
歴
史
的
文
化
資
産
で
あ
る
寺
社
な
ど
の
風
景
の
保

全
に
関
す
る
条
例

(略
称
:・
金
沢
市
寺
社
風
景
保
全
条

例
)」

に
基
づ
き、

古
く
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
、
市
民

の
憩
い
と
や
す
ら
ぎ
の
生
活
空
間
を
創
出
し
て
き
た
寺
社

な
ど
が
醗
し
出
す
伝
統
的
た
た
ず
ま
い
を
残
す
風
景
を
保

全
し、

後
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。

'

-

き
め
細
か
な
地
区
指
定
で

4
一

景
観
を
形
成
・
誘
導

さ
ら
に、

中
核
市
で
あ
る
金
沢
市
で
は
、

屋
外
広
告
物

に
対
す
る
条
例
制
定
権
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
九
六
年
に

は

「
金
沢
市
屋
外
広
告
物
条
例
」
を
制
定
し、

市
全
域
を

1
六
種
禁
止
地
域
、

許
可
地
域
に
区
分
す
る

一
方
で、

第

20 

活
力
あ
る
ま
ち
な
み
を
維
持
す
る
上
で
広
告
物
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
地
域
を
広
告
物
活
用
地
区
と
し
て

指
定
し、

広
告
物
を
規
制、

誘
導
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、

各
種
法
令
に
基
づ
く
地
区
指
定
も
な
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
景
観
に
係
る
地
域
地
区
の
指
定
状
況
を

示
す

(左
の
表
参
照
)
。

こ
の
表
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、

本
市
で
は
地
域
特
性

を
生
か
し
た
景
観
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
き
め
細
か
な

地
域
地
区
を
指
定
し、

総
合
的
な
景
観
形
成
・

誘
導
を
行

な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
場
所
に
よ

っ
て
は
、
こ
れ
ら
条

例
や
法
令
に
基
づ
く
指
定
区
域
が
最
大
で
四

1
五
つ
重
な

る
こ
と
も
あ
り
、

年
間
三
百
件
を
超
え
る
窓
口
申
請
で
は

丁
寧
な
説
明
と
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

一
方
で
、
地

2004・11月号誌記滅。

金沢市における条例・法令に基づく景観に係る地盤事地区の指定状況

(平成16年9月1日現在)

地域地区数 指定面積・総延長 地域地区名

2 2(ha) 伝統的建造物群保存地区

36 1，887 (ha) 伝統環境保存区域

13 154(ha) 近代的都市崇観創出区域

B 318(ha) 眺望景観保全区減

18 53(km) 保全用水の沿線区減

6 842(ha) 斜函緑地保全区域

1o 36(ha) こまちなみ保存区域

2 177(ha) 寺社風景保全区域

6 7，495(ha) 禁止地域(第1-6種)

39，282(ha) 許可地域(禁止地域以外)

2 17(ha) 広告物活用地区

12 104(ha) まちづくり協定区域

6 116(ha) 土地利用協定区域

36 731 (ha) 地区計画区域

7 1，950(ha) 風致地区

165※面積 ・延長の数値は小数第 1位四捨五入。
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条

一文一
一金

金沢市用水保全条例

金沢市斜面緑地保全条例

金沢市こまちなみ保存条例

金沢市寺社風景保全条例

金沢市屋外広告物条例

L> 
口

金沢市まちづくり条例

都市計画法

計
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域
地
区
指
定
が
幾
つ
重
複
し
て
い
る
か
、
そ
の
度
合
い
に

よ
っ
て
、
当
該
地
域
が
景
観
上
い
か
に
重
要
な
地
域
で
あ

る
か
を
把
握
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
実
際
、
市
の

窓
口
で
用
い
ら
れ
て
い
る
斜
面
緑
地
保
全
区
域
図
は
、
風

致
地
区
や
景
観
条
例
の
指
定
地
域
と
の
重
複
状
況
が

一
目

で
把
握
で
き
る
よ
う
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。

・

ム

条
例
の
趣
旨
星
準
の
周
知
徹
底
が
課
題

景
観
に
係
る
条
例
・
法
令
に
基
づ
く
地
域
地
区
指
定
が

百
六
十
以
上
も
存
在
す
る
こ
と
は
、
約
四
百
年
間
と
い
う

長
期
に
わ
た
り
内
外
の
戦
禍
に
遭
っ
て
い
な
い
、
世
界
で

も
ま
れ
な
都
市
で
あ
る
か
ら
こ
そ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
歴
史
的
重
層
性

を
持
ち
、
各
時
代
の
個
性
あ
る
景
観
(
表
情
)
が
表
れ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
、
"
バ
ウ
ム
ク

l
ヘ
ン
都
市
“
と
例

え
ら
れ
る
証
し
で
も
あ
る
。

幸
い
、
建
築
確
認
申
請
前
に
お
け
る
各
種
景
観
に
係
る

条
例
に
基
づ
く
事
前
届
け
出
制
度
が
周
知
さ
れ
、
地
元
の

市
民
や
事
業
者
の
理
解
と
協
力
度
は
高
い
。
し
か
し
、
届

け
出
の
た
め
に
窓
口
を
訪
れ
る
多
く
が
住
宅
業
者
の
営
業

社
員
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
細
か
な
条
例
の
基
準
内

容
や
窓
口
で
の
指
導
内
容
と
そ
の
意
図
が
表
面
的
な
も
の

し
か
伝
わ
ら
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
よ

り
奥
深
く
へ
と
伝
わ
る
よ
う
、
設
計
者
で
あ
る
建
築
士
に

対
す
る
説
明
会
の
開
催
や
発
注
者
で
あ
る
施
主
へ
の
丁
寧

な
説
明
な
ど
、
条
例
の
趣
旨
や
基
準
内
容
を
さ
ら
に
周
知
、

浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
周
知
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
世
帯
主
に
対
し

て
説
明
し
周
知
す
る
だ
け
で
は
、
長
期
的
に
良
好
な
景
観

を
継
承
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

具
体
的
な
シ
ナ
リ
オ
で
い
え
ば
、
い
ま
町
家
に
居
住
し

て
い
る
世
帯
主
が
良
好
な
外
観
を
維
持
す
る
形
で
改
修
し

た
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
十

1
二
十
年
後
に
次
世

代
に
相
続
さ
れ
る
際
に
は
取
り
壊
さ
れ
ず
に
継
承
さ
れ
て

い
く
と
は
限
ら
な
い
。
実
際
、
相
続
や
土
地
の
売
買
を
機

に
取
り
壊
さ
れ
、
全
国
共
通
仕
様
の
住
宅
へ
と
改
築
さ
れ

る
な
ど
、
ま
ち
な
み
が
徐
々
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
居
住
者
だ
け
で

な
く
そ
の
家
族
を
含
め
て
景
観
保
全
に
対
す
る
考
え
方
を

深
く
周
知
し
、
さ
ら
に
は

「地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し

て
も
景
観
を
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
と
い
っ
た
、
懐
が

深
く
広
い
視
野
か
ら
の
仕
組
み
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

ヱ

旧
町
名
復
活
、
震
観
継
承
の
支
え
に
も

金
沢
市
に
お
い
て
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
旧
町
名
復
活

に
取
り
組
む
な
ど
地
域
単
位
と
し
て
の
連
帯
感
が
強
く
見

直
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
勤
き
が
地
域
に
住
む
こ
と

へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
で
あ
ろ
う
し
、
景
観
の
継
承
を

支
え
る
大
き
な
土
台
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

本
市
の
こ
れ
ま
で
の
景
観
行
政
で
は
、
藩
政
期
か
ら
戦

禍
を
免
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
の
も
と
、
「
保
存
と
開
発

の
調
和
」
を
命
題
に
掲
げ
、
保
存
区
域
と
開
発
区
域
を
明

確
に
区
分
し
、
「
規
制
・
誘
導
」
に
重
点
が
置
か
れ
た
。

そ
し
て
数
多
く
の
条
例
を
駆
使
し
、
伝
統
的
建
造
物
や
ま

ち
な
み
、
緑
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
景
観
を
保
全
し
、

近
代
的
都
市
景
観
の
創
出
に
努
め
て
き
た
。

今
後
は
、
独
自
の
条
例
な
ど
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

と
実
績
を
踏
ま
え
、
魅
力
あ
る
景
観
を
よ
り
効
果
的
に
"
演

出
・
編
集
“
す
る
段
階
に
入
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
現
在
、
沿
道
景
観
や
夜
間
景
観
と
い
っ
た
観
点

か
ら
景
観
の
魅
力
を
高
め
、
付
加
し
て
い
く
可
能
性
を
探

る
な
ど
、
新
た
な
条
例
の
制
定
と
運
用
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
先
日
(
十
月
九
日
)
、
兼
六
園
に
近
接
す
る
ま
ち

な
か
の

一
等
地
に
金
沢
幻
世
紀
美
術
館
が
開
館
し、

金
沢

駅
か
ら
美
術
館
に
至
る
ま
で
の
通
り
を
ア

l
ト
・
ア
ベ
ニ

ュ
ー
と
称
し
て
屋
外
彫
刻
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
創
意
も
連
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
民
や
事
業

省
と
と
も
に
、
よ
り
能
動
的
か
つ
重
層
的
に
金
沢
の
魅
力

あ
る
日
爪
観
を
育
み
、
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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@
わ
が
愛
す
る
海

私
た
ち
が
住
む
地
域
に
は
、
全
国
的

に
も
珍
し
い
干
潟
の
海
「
有
明
海
」
が
あ

る
。
海
と
い
え
ば
お
そ
ら
く
は
と
ん
ど
の

人
は
、
ま
ず
最
初
に
白
砂
青
松
を
思
い
浮

か
べ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

有
明
海
は
、
皆
さ
ん
が
想
像
す
る
海
と
は

ち
ょ
っ
と
違
っ
た
ど
ろ
ど
ろ
と
し
た
潟
の

海
だ
。
潮
の
干
満
の
差
は
日
本

一
で
、
ム

ツ
ゴ
ロ
ウ
、
ワ
ラ
ス
ボ
、
ア
ゲ
マ
キ
な
ど
、

す

こ
の
海
固
有
の
生
き
物
が
棲
ん
で
い
る
。

そ
し
て
昔
か
ら
こ
の
潮
の
干
満
差
を
利
用

し
、
人
々
は
魚
介
類
を
取
っ
て
暮
ら
し
て

き
た
。
ま
た
、
本
市
水
産
業
の
基
幹
漁
業

と
な
っ
て
い
る
の
が
ノ
リ
養
殖
で
あ
る
。

見
た
目
に
け
っ
し
て
美
し
く
は
な
く
と

も
、
ま
さ
に
こ
の
海
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、

宝
の
海
だ
。

ル
』
こ
ろ
が
近
年
有
明
海
は
閉
鎖
性
海
域

で
あ
る
た
め
に
、
汚
濁
物
質
が
蓄
積
し
や

す
く
、
水
質
悪
化
が
進
み
、
漁
獲
量
や
ノ

リ
養
殖
も
低
迷
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、

え
』
土
品
一
弐
』

「
有
明
海
」

ま
な
原
因
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
と
に
か

ほ
・
ワ
ド
レ
ょ
・
ヲ

く
以
前
の
よ
う
な
豊
能
の
海
を
取
り
戻

し
、
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
有
明
海
の
流
域

に
住
む
私
た
ち
自
ら
の
手
で
で
さ
る
こ
と

か
ら
行
動
を
起
こ
し
た
。

そ

の

一
つ
が
「
海
の
森
事
業
」
だ
。
こ

れ
は
、
海
に
注
ぐ
川
、
川
の
水
を
生
み
出

す
山
の
環
境
保
全
が
海
の
浄
化
に
つ
な
が

る
と
し
て
、
こ
れ
ら
山
、
川
、
海
を

一
体

的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
平
成
七
年
よ

り
広
く
住
民
に
呼
び
掛
け
、
山
に
落
葉
広

葉
樹
を
植
林
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し

た
。
こ
れ
ま
で
山
林
を
占
め
る
樹
種
の
多

く
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
だ
っ

た
が
、
葉
を
落
と
し
、
虫
や
微
生
物
の
力

を
借
り
て
土
や
川
を
潤
し
、
保
水
力
や
土

砂
の
流
出
防
止
に
高
い
能
力
を
持
つ
と
い

う
こ
と
か
ら
、
広
葉
樹
を
植
林
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ク
ヌ
ギ
、
ケ
ヤ
キ
、
ブ
ナ
、

ハ
ゼ
な
ど
こ
れ
ま
で
に
約
四
万
本
、
面
積

に
し
て
約
十
三

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た

り
植
林
を
し
て
き
た
。
植
林
に
よ
る
成
果

は
、
す
ぐ
に
表
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
子
や
孫
の
世
代

に
残
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
継
続
し
て

い
く
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
今
を
生
き
る

我
々
の
責
務
だ
と
思
う
。

ま
た
、
本
市
で
は
平
成
十
三
年
に
全
国

で
初
め
て
と
な
る
「
山
の
日
」
を
条
例
制

定
し
、

三
月
二
十

一
日
を
人
と
自
然
と
の

共
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
山
の
日
と
し
、

山
に
対
す
る
感
謝
の
心
を
持
ち
続
け
、

森
や
川
に
親
し
み
、
海
の
環
境
を
守
っ

て
い
る
。

日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
有
用
微
生
物

群

(
E
M
)
活
性
液
を
市
内
七
カ
所
で
無

料
配
布
し
、
各
家
庭
に
お
い
て
日
常
生
活

の
中
で
使
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

E
M
菌
が

排
水
溝
や
川
に
流
れ
有
機
物
を
分
解
し
、

河
川
や
海
が
き
れ
い
に
な
る
。

平
成
十
四
年
に
は
、
鹿
島
市
内
の
有

明
海
の
干
潟
が
「
鹿
島
新
龍
」
と
し
て

佐
賀
県
鹿
島
市
長

一
桑

原

允

彦

「
東
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
シ

ギ
・
チ
ド
リ
類
重
要
生
息
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
で
は

五
番
目
、
有
明
海
で
は
最
初
の
登
録
に
な

る
。
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
は
干
潟
な
ど
の
浅

い
水
辺
で
生
活
し
、
カ
ニ
や
ゴ
カ
イ
な
ど

を
エ
サ
と
す
る
渡
り
鳥
で
湿
地
の
生
態
系

の
上
位
に
位
置
し
、
湿
地
環
境
の
豊
か
さ

を
示
す
指
標
と
も
な
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ギ
・
チ
ド

リ
類
の
生
息
地
の
保
護
、
ひ
い
て
は
自
然

豊
か
な
有
明
海
の
保
全
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

地
球
規
模
の
こ
と
を
考
え
つ
つ
も
、

行
動
は
足
元
か
ら
、
つ
ま
り
有
明
海
の
環

境
保
全
と
い
う
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な

問
題
を
テ
l
マ
に
自
ら
行
動
を
起
こ
す
、

こ
れ
が
二
十

一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
で
は

な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
自
然
環
境

保
全
に
全
力
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。



景
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
ゃ
つ
く
り

定樽寺過での市民共同による景観形成 .仙台市

仙台市は平成7年に「杜の都の風土を育む景観条例」を定め、

7つの方策 (具体的な景観づくり)などに基づき、市民、事業

者と一体となって景観施策を展開している。杜の都・仙台を代

表する定禅寺通は緑美しいケヤキ並木の道として市民のみなら

ず多くの来訪者から親しまれ、通りでは fSENDAI 光のペー

ジ工 ン卜jゃ「ストリー卜・ ジャズ・フェスティバルJが開催さ
れるなど仙台の貴重な景観資源になっている。平成10年に第1

号の景観形成地区に指定し、地元の方身と共同で優れた景観形

成に取り組んでいる。

-町・

旧岩崎邸

思い出の崇鶴30選.東京都台東区

台東区は平成14年、区内の景観資源の中から、区民の投票を

もとに審議会の意見を聞いたうえで「思い出の景観30選jを

決定した。対象となった景観は建築物・橋、街並み商庖街、

風物、自然風景、モニュメントなど多岐にわたった。ちなみ

に、投票で最も多かったのは「隅田川の花火大会Jだった。



コモアしおっ震観色彩ガイドライン

・コモアしおっ団地管理組合浪人=山梨県

上野原町

コモアしおつは、JR
四方津駅の高台に開

発・造成された住宅

団地。現在、約1100

戸の住宅に3500人が

暮らしている、同団

地管理組合は昨年5
月、建物の外壁の色

に関して住宅を新築

したり 、外壁を塗り替えたりする際の目安となる 「景

観色彩ガイドライン」を策定した。住環境にふさわし

い品位と快適性を感じさせる住宅の色として推奨範囲

を定め、「色見本帳」で色を確認できるようにしている。

色の適合性の判断が容易で、調和のとれたまちづくり

に効果を発揮している。

里親団体認定式 (那須小)

栃木県は平成元年12月、開発の影響を受けやすい街道沿いの

美しい景観保全を自的とした「とちぎふるさと街道景観条例」

を制定した。那須街道など4街道を「とちぎふるさと街道」
に指定し、街道沿いの開発を規制するとともに、街道景観の

形成に必要と思われる土地については買い取り制度により、

公有化を進めてきた。平成13年4月には「とちぎふるさと街

道景観里親制度」を創設し、那須町立那須小学校など3団体

が里親団体となり、公有化した土地の景観形成活動として樹

木の植裁、清婦・美化活動などを実施している。

塗り替え前

工爆地色彩ガイドライン ・静岡県富士市

富士市は平成7年度に「工場地色彩ガイドラインJ
を策定した。製紙工業などの工場や煙突が富士山の

跳望を阻害していたため、企業などが施設の新設や

改築などの際、色彩ガイドラインに基づき煙突など

の塗り替えに取り組むよう指導、“富士山を美しく

見せる工場の色彩"、“煙突を生かした色彩"といっ

た景観整備に取り組んでいる。平成14年度からは県

と協調して、不要となった煙突を撤去する事業所に

補助金を交付している。

植栽ボランティアの活動



環鏡デザイングレードアップ事業

.島領県

島根県は平成8年から「環境デザイングレー

ドアップ事業jを実施している。地域の主

要施設を後世の評価に耐え得る文化遺産と

してデザイン、建設し、地域環境の質的向

上を図るのが目的。これまで3つの事業を完

了。「宍道湖大橋」では松江市と宍道湖のシ

ンボルとなる伸びやかで親しみのある橋を、

「松江警察署」では市民に親しまれる21世紀

の新しい警察署を、「都市計画道路出雲市駅

前矢尾線」ではイベン卜対応型の道路・広

場づくりをコンセプトとしている。

震観形成市民団体 .神戸市

魅力ある都市景観の形成を図るには市民の主体的な

参加と協力が欠かせない。神戸市は景観形成を図る

ことを目的とした市民団体などに対し、都市景観条

例に基づき「都市景観形成市民団体」に認定し、技

術的支援や活動貨の助成を行っている。今年4月現

在、11団体を認定している。各団体は当該地域の状

況などに合わせてより良い景観づくりのためのルー

ルを定め、花と緑を増やす運動、

通り沿いの庖舗デザインの調和、

屋根・外壁などの色調の調和、伝

統的なまちなみ再生などさまざま

な取り組みが行われている。



(コモンスハミース賞)植栽やベンチが親しみやすい道路空間の形成

に大きな役割を果たしている

街づくりデザイン賞 .徳島市
徳島市は 「街づくりデザイン賞jを昭和60年から隔年で実施し、前

回の平成15年で10回を数えた。街の美化、都市環境の向上に貢献し

た建物などを表彰することで、個性豊かな魅力ある街づくりへの寄

与とともに、市民の街づくりに対する意識の高揚を図ることを目的

にしている。市民の推薦を受けたものを選考委員会で審査し、選考

するが、回を重ねるごとに市民の関心も高くなり、推薦の対象が幅

広くなってきている。

4修復前 V修復後

。iく辺の景観賞〉隣接する公園と相まって癒やしの場所としての雰囲気を漂わせている

色彩を意識した景観づくり ・熊本県

熊本県は景観の保全と創造を目指して、昭和62年に景観条例を制定した。建築物などの意

匠や形態、色彩などについて、一定の建築物などや一定の地域では事前に届け出を義務付

け、協議や指導を行う仕組みだ。色彩については、いろいろな考え方があり、建築する側も

行政も適切な判断に苦慮していた。そこで、主として「景観形成地域jを対象に「色彩ガイド

ラインjを作成し、地域の基調となる色彩

を提唱し、事前の協議や指導に役立ててい

る。紹介しているのは、県の考え方を受

け継いで 、 」 間~τ 1"""""'"'
修復事業

に取り組

んだ県北

部の山鹿

市での事

例だ。

A修復前 A修復後



全
国
景
気
の
回
復
が
続
い
て
い
る
が
、

回
復
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
地
方
も
少

な
く
な
い
。
今
回
の
景
気
回
復
を
主
導
し
、

あ
る
い
は
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
は

業
種
別
に
は
輸
出
に
強
い
製
造
業
、
規
模

別
に
は
リ
ス
ト
ラ
推
進
で
収
益
改
善
の
著

し
い
大
企
業
、
地
域
別
に
は
大
企
業
の
本

社
が
集
中
し
、
人
口
増
加
の
続
い
て
い
る

東
京
で
あ
る
。
逆
に
そ
う
し
た
動
き
に
乗

り
切
れ
な
い
中
小
非
製
造
業
、
地
方
の
多

く
は
、
な
お
停
滞
を
続
け
て
い
る
。

か
つ
て
、
地
方
経
済
は
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ

ッ
ト
機
の
後
輪
に
た
と
え
ら
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
後
輪
は
着
地
の

と
き
は
最
初
に
接
地
し
、
離
陸
の
時
は
最

後
に
地
面
か
ら
離
れ
る
。
地
方
景
気
は
、

全
国
景
気
が
悪
化
す
る
時
に
は
最
初
に
悪

化
し
、
回
復
す
る
時
は
最
後
に
回
復
す
る

傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ボ

機
の
後
輪
に
た
と
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
場
合
、
前
輪
は
浮
揚
し
て
い
る
も

の
の
、
後
輪
は
果
た
し
て
離
陸
で
き
る
の

か
、
あ
る
い
は
離
陸
す
る
に
し
て
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
長
い
滑
走
路
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
、
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
景

気
回
復
と
い
っ
て
も
、

二
極
分
化
が
解
消

さ
れ
な
い
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

二

極
分
化
が
解
消
し
な
い
の
は
、
地
域

に
と
っ
て
重
い
課
題
が
表
面
化
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
第

一
は
、
公
共
投
資

削
減
へ
の
対
応
で
あ
る
。
小
泉
内
閣
誕
生

以
降
、
公
共
投
資
は

一
貫
し
て
削
減
さ
れ

て
き
た
。
今
回
の
景
気
回
復
期
で
も
、
公

共
投
資
は
減
少
し
続
け
て
い
る
。
現
在
の

財
政
制
約
や
世
論
を
考
え
る
と
、
今
後
は

政
権
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
も
、
も
う

か
つ
て
の
よ
う
に
公
共
投
資
で
地
域
経
済

け
ん
い
ん

を
牽
引
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ

う
。
公
共
投
資
へ
の
依
存
度
の
高
か
っ
た

地
域
ほ
ど
、
反
動
が
大
き
い
は
ず
で
あ
る
。

第
二
の
課
題
は
、
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
で
あ
る
。
人
口
の
集
中
す
る

一
部
の

都
市
を
除
く
と
、
全
国
の
多
く
の
地
方
で

は
人
口
減
少
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
る
。
人

口
減
少
に
伴
う
地
域
の
購
買
力
低
下
を
補

て
ん填
し
て
い
た
の
が
公
共
投
資
だ
っ
た
が
、

そ
の
公
共
投
資
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
今
、

@ 

ジ
ャ

ン
ボ
機
の
後
輸

地
域
需
要
を
ど
の
よ
う
に
喚
起
し
、
活
力

を
維
持
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
成
熟

社
会
に
お
け
る
急
激
な
人
口
減
少
を
ど
の

よ
う
に
克
服
す
る
か
、
そ
れ
は
ま
だ
人
類

が
本
格
的
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
諜
題

だ
け
に
、
解
決
法
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
三
の
課
題
は
、
経
済
の
ソ
フ
ト
化
へ

の
対
応
で
あ
る
。
か
つ
て
多
く
の
地
方
は

工
場
誘
致
に
よ
っ
て
雇
用
と
所
得
を
確
保

し
て
き
た
。
し
か
し
、
今
多
く
の
工
場
は

中
国
へ
移
転
す
る
動
き
を
強
め
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
経
済
の
推
進
力
が

モ
ノ
づ
く
り
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
シ

フ
ト
し
て
い
て
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
は
人
の

集
中
す
る
都
市
で
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
地
方
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
、
っ
か
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
い
ず
れ
も
循
環
的

と
い
う
よ
り
は
、
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
。

何
も
せ
ず
に
た
だ
待
っ
て
い
る
だ
け
で
、

自
然
に
問
題
が
解
消
す
る
こ
と
は
な
い
。

積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
の
み
、
問

題
が
改
善
す
る
。
地
方
の
活
性
化
の
問
題

は
、
本
当
に
切
実
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
る
か

ら
、
ど
の
地
域
に
も
通
用
す
る
万
能
の
解

決
法
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

多
く
の
地
域
に
必
要
な
の
は
、
人
が
訪
れ

て
お
金
を
使
っ
て
く
れ
る
地
域
に
な
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
公
共
投
資
の
減
少
を

補
填
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
人
口
減

少
社
会
を
乗
り
越
え
て
、
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま

た
人
が
訪
れ
る
こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業

活
性
化
の
必
須
条
件
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
人
の
集
ま
る
地
域
は
栄

え
、
逆
に
そ
う
で
な
い
地
域
は
衰
退
す
る
。

人
を
引
き
付
け
る
産
業
、
つ
ま
り
観
光
産

業
は
、
単
に
観
光
業
界
に
と
っ
て
だ
け
で

な
く
、
地
域
全
体
に
と
っ
て
重
要
な
産
業

と
な
っ
た
。
地
域
が
魅
力
的
に
な
っ
て
、

観
光
産
業
が
地
域
に
根
付
く
と
き
、
初
め

て
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
後
輪
が
舞
い
上
が
る
は

ず
で
あ
る
。

hp 
ふ
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所
社
長
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阜
県
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
。つ
く
り

e 
滋
賀
県

語
琶
湖
を
申
心
と
し
た

【
し
い
風
景
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に

l
l
景
観
形
成
手
法
な
ど
の
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
発
行
予
定

四
百
万
年
の
悠
久
の
歴
史
を
誇
る
琵
琶
湖
は
、
滋
賀
県

の
中
央
に
位
置
す
る
わ
が
国
最
大
の
湖
で
あ
り
、
未
来
か

ら
の
あ
ず
か
り
も
の
で
あ
る
。
滋
賀
は
美
し
い
琵
琶
湖
や

そ
の
周
り
に
広
が
る
田
園
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
山
々
な
ど

に
よ
り
湖
国
の
原
風
景
が
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

近
年
の
都
市
化
の
波
と
生
活
様
式
の
変
化
の
中
で
、
徐
々

に
ふ
る
さ
と
の
風
景
は
変
貌
し
、
良
さ
が
失
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
昭
和
五
十
九
年
に
他
の
都
道
府
県
に
先
駆

け
て
、
景
観
に
関
す
る
総
合
的
な
条
例
と
な
る

「ふ
る
さ

と
滋
賀
の
風
景
を
守
り
育
て
る
条
例
」
(
以
下
、
風
景
条

例
と
す
る
)
を
制
定
し
た
。

ヱ

風
景
条
例
で
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

条
例
の
骨
格
の

一
つ
目
と
し
て
、
大
切
な
地
域
を
指
定

し
、
そ
こ
で
の
開
発
行
為
を
す
る
と
き
に
届
け
出
を
し
て

も
ら
う
こ
と
が
あ
る
。
現
在
は
琵
琶
湖
景
観
形
成
地
域
を

は
じ
め
、
沿
道
景
観
形
成
地
区
三
地
区
、
河
川
景
観
形
成

地
区
五
地
区
を
指
定
し
、
総
指
定
延
長
は
約
四
百
二
十
キ

ロ
、
総
指
定
面
積
は
約
八
万
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
県
土

滋
賀
県
琵
琶
湖
環
境
部
自
然
環
境
保
全
課

高
山
英
夫

• 

の
約

O
%
(
琵
琶
湖
水
面
を
除
く
と
約
三

・
三
%
)
に

及
ぶ
。
こ
こ
で
の
届
け
出
件
数
は
平
成
十
五
年
度
二
百
七

十
人
件
、
文
書
指
導
は
五
十
三
件
に
上
っ
て
い
る
。

特
に
琵
琶
湖
の
周
辺
の
自
然
景
勝
地
な
ど
で
は
琵
琶
湖

固
定
公
園
や
風
致
地
区
、
ま
た
都
市
部
で
は
高
度
地
区
が

指
定
さ
れ
、
建
物
の
高
さ
の
制
限
が
か
か
っ
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
区
域
に
つ
い
て
は
大
規
模
な
建
築
物
の
湖
岸
景

観
に
与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
琵
琶
湖
景

観
形
成
地
域
内
の
大
規
模
な
建
築
物
の
届
け
出
に
際
し

て
、
景
観
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
予
測
図
を
作
成
し
て
も

ら
う
景
観
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
義
務
付
け
て
い
る
。

平
成
十
四
年
か
ら
施
行
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
の
該

当
物
件
は
ま
だ

一
件
の
み
で
あ
る
。
景
観
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
ま
だ
確
立
し
た
知
見
が
数
少
な
い
た
め
、
今

後
は
届
け
出
事
例
を
蓄
積
し
な
が
ら
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
制
度
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

骨
格
の
二
つ
目
と
し
て
指
定
地
域
以
外
の
場
所
で
あ
っ

て
も
、
自
然
地
や
田
園
地
帯
で
は
大
き
な
建
物
や
工
作
物

は
周
り
の
風
景
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
指
導
基

28 

準
を
定
め
、
新
築
な
ど
の
際
は
届
け
出
を
し
て
も
ら
い
、

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
五
年
度
は
届
け
出
件
数
が

五
十
七
件
、
文
書
指
導
は
二
件
と
な
っ
て
い
る
。

ヱ

刊
地
区
で
近
隣
景
観
形
成
協
定
制
度

三
つ
目
と
し
て
滋
賀
県
全
体
の
風
景
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
県
民
の
自
主
的
で
活
発
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

非
常
に
大
切
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
風
景
条
例
で
は
近
隣

景
観
形
成
協
定
制
度
を
設
け
、
建
物
の
色
や
形
態
、
緑
化

な
ど
の
取
り
決
め
を
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
で
結
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
。
現
在
で
は
七
十
四
地
区
も
の
皆
さ
ん
が

2004・11月号姐政$ω
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協
定
を
締
結
さ
れ
、
非
常
に
熱
心
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
定
地
区
で
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
近
隣
景
観
形
成
協
定
地
区
を
中
心
に
、
県
下
の
自
治

会
が
自
主
的
に
集
い
、
意
見
交
換
や
現
地
研
修
な
ど
を
行

う
「
景
観
づ
く
り
草
の
根
の
つ
ど
い
」
が
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、
県
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
は
や
十
九
回
目
を
迎
え
、
去
る
九
月
二
十
六
日

に
伊
香
郡
西
浅
井
町
で
開
催
さ
れ
、
非
常
に
熱
心
な
討
議

が
な
さ
れ
た
。

四
つ
目
と
し
て
市
町
村
に
よ
る
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
景
観
対
策
の
推
進
が
重
要
で
あ
り
、
県
内
五
十
市
町
村

す
べ
て
に
景
観
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
て
い
た
だ

い
た
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
滋
賀
県
長

浜
市
で
市
と
民
間
企
業
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
伽

黒
壁
の
取
り
組
み
の
報
告
や
、
大
津
市
で
の
町
家
を
残
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
団
体
の
取
り
組
み
な
ど

非
常
に
幅
広
い
報
告
が
行
わ
れ
た
。
す
べ
て
の
話
に
共
通

す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
住
民
の
地
元
へ
の
愛
着
や
活
動
が

ま
ち
づ
く
り
で
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
も
そ

れ
ら
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
性
を
改
め

て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の

'

一

水
と
緑
と
ま
ち
の
景
観
回
廊
。つ
く
り
の

4
可
一
取
り
組
み

滋
賀
の
目
指
す
べ
き
景
観
像
は
、
琵
琶
湖
を
中
心
に
周

遊
し
な
が
ら
、
豊
か
な
生
態
系
を
持
つ
自
然
や
風
土
に
育

ま
れ
た
文
化
の
魅
力
を
十
分
に
享
受
で
き
る
よ
う
な
風
景

で
あ
り
、
こ
の
た
め
次
の
三
つ
の
回
廊
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

マ
琵
琶
湖
と
湖
辺
の
緑
、
河
畔
林
や
棚
田
、
田
園
地
域

や
山
々
を
結
ぶ
「
水
と
緑
の
景
観
回
廊
」

マ
古
い
ま
ち
な
み
や
美
し
い
文
化
遺
産
と
地
域
の
景
観

が

一
体
と
な
っ
た

「歴
史
の
景
観
回
廊
」

マ
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
の
集
落
や
、
賑
わ
い
の
あ

る
街
を
結
ぶ
「
む
ら
と
ま
ち
の
景
観
回
廊
」

こ
の
三
つ
の
景
観
回
廊
づ
く
り
を
合
わ
せ
た

「水
と
緑

と
ま
ち
の
景
観
回
廊
づ
く
り
」
を
骨
子
と
し
た
景
観
形
成

の
方
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
景
観
へ
の
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
「
風
景
を

生
か
し
た
地
域
づ
く
り
」
と
題
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

中
身
を
少
し
紹
介
す
る
と
、
建

築
家
の
黒
川
紀
章
氏
に
よ
る

「共

生
都
市
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
、

「共
生
」

と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

自
然
、
都
市
、
建
築
、
歴
史
、
生

物
な
ど
す
べ
て
の
も
の
が
共
に
豊

か
に
な
れ
る
都
市
づ
く
り
の
考
え

て
い
し
ゅ
う

方
や
中
国
鄭
州
市
で
の
取
り
組

み
の
報
告
が
あ
っ
た
。

っ
と
し
て
県
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
個

人
、
ま
た
は
市
町
村
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
景
観
情
報
誌
を
発

行
し
、
好
評
を
得
て
い
る
0

1
2の
景
観
行
政
の
方
向
に
つ
い
て

今
年
度
は
県
民
に
「
景
観
」
に
つ
い
て
の
価
値
を
再
認

識
し
て
も
ら
い
、
景
観
形
成
の
手

法
や
事
例
を
紹
介
し
た
景
観
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
発
行
し
た
い
と
考
え
、

現
在
、
発
行
作
業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
六
月
に
は
「
景
観
法
」

が
制
定
さ
れ
、
年
内
施
行
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
滋
賀
県
で
は
独
自

の
条
例
に
よ
る
施
策
を
す
で
に
二

十
年
ほ
ど
進
め
て
き
て
お
り
、
今

後
は
景
観
法
の
制
定
を
受
け
、
魅

力
あ
る
滋
賀
県
の
風
景
を
ど
の
よ

う
に
し
て
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
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特
集

景
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
。
つ
く
り。
大
阪
市

ア
メ
-

都
市
一

=
ァ
ィ
と
美
し
さ
に
満
ち
た

の
形
成
目
標
に

大
阪
の
景
観
を
歴
史
的
に
振
り
返
る
資
料
と
し
て
、
近

世
末
の
大
阪
の
名
所
を
描
い
た

「浪
花
百
景
」
が
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
天
下
の
台
所
と
し
て
活
気
あ
る
大
阪
の

ま
ち
が
拙
か
れ
て
い
る
。
ま
ち
中
の
多
く
の
川
や
水
路
を

船
が
行
き
交
い
、
全
固
か
ら
の
物
資
が
集
ま
る
様
が
う
か

が
え
る
。
当
時
か
ら
も
賑
わ
い
が
大
阪
の
ま
ち
の
大
き
な

特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
百
景
に
捕
か
れ
て
い
る

も
の
を
見
る
と
、

「
に
ぎ
わ
い
」
「
水
際
」
「
上
町
台
地
」

と
い
う
三
つ
の
景
観
要
素
に
、
近
世
大
阪
の
景
観
は
特
徴

付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

明
治
以
降
の
近
代
化
の
過
程
に
お
い
て
、
大
阪
は
商
業

都
市
と
と
も
に
工
業
都
市
へ
と
の
役
割
も
併
せ
持
つ
都
市

へ
と
変
化
し
、
ま
た
大
正
か
ら
昭
和
の
時
代
に
か
け
、
都

市
計
画
事
業
が
始
ま
り
、
橋
梁
、
河
川
、
街
路
な
ど
が
整

備
さ
れ
、

一
方
、
建
築
物
も
公
共
、
民
間
を
問
わ
ず
、
近

代
建
築
物
が
次
々
と
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
御
堂
筋
や
中
之
島
の
中
央
公
会
堂
に
代
表
さ

れ
る
都
市
の
景
観
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

近
年
で
は
、
大
阪
市
総
合
計
画
幻
(
平
成
二
年
策
定
)

で
は
「
魅
力
あ
る
都
市
景
観
と
雰
囲
気
の
創
出
」
を
位
置

付
け
、
建
築
物
の
デ
ザ
イ
ン
の
向
上
と
美
し
く
個
性
あ
る

ま
ち
な
み
の
形
成
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都
心
、

大
川
、
中
之
島
、
上
町
台
地
、
み
な
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ

ー
ン
ご
と
の
特
性
に
応
じ
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
創
出
の
推
進
に

努
め
て
い
る
。

今
回
は
大
阪
市
の
景
観
条
例
と
こ
れ
に
基
づ
く
関
連
施

策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

工

大
阪
市
都
市
景
観
条
例

本
市
は
、
市
民
ら
と
と
も
に
都
市
景
観
の
形
成
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
市
域
の
景
観
の
向
上

お
よ
び
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
都
市
景
観
の
形
成
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
十
年
九
月
に
大
阪
市
都
市
景

観
条
例
を
制
定
し
、

「景
観
形
成
地
域
の
指
定
」
「
大
規
模

な
面
的
整
備
ま
た
は
建
築
物
な
ど

の
都
市
景
観
へ
の
配
慮
」

「協
定
に

よ
る
都
市
景
観
の
形
成
」
「
指
定
景

観
形
成
物
の
活
用
」
の
四
つ
の
施

策
を
柱
と
し
て
現
在
こ
れ
ら
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
阪
市
開
発
企
画
部
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

30 

• 山
本
弘
美

-

ム

大
阪
市
景
観
形
成
基
本
計
画

都
市
景
観
の
形
成
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
平
成
十

一
年
十
二
月
に
大
阪
市
景
観
形
成
基
本
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。
大
阪
市
の
都
市
景
観
形
成
の
基
本

的
な
目
標
と
し
て
、
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
美
し
さ
に
満
ち
た

大
阪
ら
し
い
都
市
景
観
を
つ
く
る
」
と
し
、
市
民
と
大
阪

市
が
協
力
し
て
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
指
針
と
し

て
、
「
市
域
の
景
観
の
向
上
」
と
「
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
都
市
景
観
の
形
成
」
を
掲
げ
、
大
阪
市
の
都
市
景
観

の
形
成
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、

特
に

一
定
の
広
が
り
と
ま
と
ま
り
の
あ
る
区
域
を
景
観
整

備
ゾ

l
ン
(
図
)
と
し
て
位
置
付
け
、
重
点
的
な
景
観
施

策
を
策
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
点
・
線
・
面
的
な
景
観

整
備
に
つ
い
て
も
基
本
的
な
目
標
を
掲
げ
、
都
市
景
観
条

例
を
活
用
し
た
本
計
画
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

・

ム

大
阪
市
の
景
観
施
第
に
つ
い
て

大
阪
市
で
は
、
都
市
景
観
条
例
を
中
心
に
景
観
誘
導
施

策
を
展
開
し
て
き
て
い
る
が
、
特
に
市
民
、
企
業
、
事
業

者
ら
に
関
係
の
深
い
景
観
誘
導
施
策
を
紹
介
す
る
。

け
大
規
模
な
面
的
整
備
ま
た
は
建
築
物
な
ど
の
都
市
景
観

へ
の
配
慮

大
規
模
な
面
的
整
備
な
ど
は
、
地
域
の
景
観
に
与
え
る

影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
単
体
の
建
築
物
や
敷

地
に
加
え
、
計
画
区
域
内
の
ま
と
ま
り
や
周
辺
地

域
に
配
慮
し
た
景
観
形
成
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
面
的
整
備
に
際
し
、
事
業
者
は
あ
ら

か
じ
め
本
市
と
景
観
形
成
の
目
標
や
方
針
な
ど
に

つ
い
て
協
議
の
う
え
検
討
書
を
作
成
し
、
こ
れ
に
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特集 景観と色彩を生かしたまちづくり

基
づ
い
て
景
観
形
成
を
進
め
て
い
く
よ
う
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

ま
た
、
大
規
模
な
建
築
物
や
土
木
構
造
物
に
つ
い
て
も
、

同
様
な
観
点
か
ら
、
景
観
形
成
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
た
め
、
条
例
に
基
づ
く
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
協
議
で

は、

「
①
計
画
の
テ

l
マ
・
ね
ら
い
②
遠
景
づ
く
り
の
た

め
に
③
中
景
・
近
景
づ
く
り
の
た
め
に
」
な
ど
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
事
業
者
の
自

主
的
な
発
想
な
ど
を
尊
重
し
な
が
ら
協
議
を
し
て
い
る
。

ω建
築
美
観
誘
導
制
度

市
民
に
親
し
ま
れ
、
訪
れ
る
機
会
も
多
い
都
心
の
主
要

な
街
路
沿
い
を
建
築
美
観
誘
導
地
区
と
し
て
指
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
誘
導
基
準
を
定
め
て
、
建

物
を
建
築
す
る
際
に
、
事
前
に
本
市
と
建
築
主
が
協
議
し
、

美
し
く
個
性
的
な
都
市
景
観
を
つ
く
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

実
施
路
線
は
、
御
堂
筋
、
堺
筋
、
凹
ツ
橋
筋
、
な
に
わ

筋
、
土
佐
堀
通
、
国
道
2
号
の
六
路
線
で
あ
る
。

川
御
堂
筋
ま
ち
な
み
誘
導
制
度

大
阪
を
代
表
す
る
御
堂
筋
沿
道
に
建
築
物
を
建
築
す
る

事
業
者
と
本
市
が
協
議
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
建
築
物
の

形
態
な
ど
を
適
切
に
誘
導
し
、
も
っ
て
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル

ス
ト
リ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
、
潤
い
、
賑
わ
い
、
ゆ
と
り

の
あ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
な
み
つ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

景
観
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

御
堂
筋
の
ま
ち
な
み
は
、
昭
和
四
十
四
年
の
容
積
地
区

指
定
に
際
し
、

三
十

一
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
そ
ろ
え
る
よ

う
に
、
引
き
続
き
行
政
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
や
壁
面
の
統

一
に
よ
り
、
整
然
と
し
た
ま

ち
な
み
を
形
成
し
て
き
た
。一

方
で
、
利
用
者
が
憩
え
る
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
や
、
夜
間
・
休
日
の
賑
わ
い
が
少

な
い
こ
と
や
、
情
報
化
の
層
の
進
展
が
見
込
ま
れ
、
新

た
な
時
代
に
対
応
す
る
ビ
ル
機
能
の
実
現
を
可
能
に
す
る

た
め
、
平
成
四
年
十
月
に
大
阪
市
長
よ
り
今
後
の
御
堂
筋

の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
御
堂
筋
ま
ち
な
み
整
備
検
討
委
員

会
」
へ
諮
問
し
、
同
六
年
三
月
の
答
申
に
基
づ
き
、
「
御
堂

筋
沿
道
建
築
物
の
ま
ち
な
み
誘
導
に
閲
す
る
指
導
要
綱
」

を
制
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
三
十

一
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
十

メ
ー
ト
ル
へ
高
度
利
用
を
図
り
な
が
ら
都
市
機
能
の
活
性

化
を
目
指
す
も
の
だ
。
景
観
の
と
ら
え
方
と
し
て
、
統

一

感
の
あ
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
や
イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
生
か
し
た

ま
ち
な
み
づ
く
り
の
形
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
平
成

七
年

一
月
よ
り
御
堂
筋
の
土
佐
堀
通
か
ら
中
央
大
通
り
ま

で
の
沿
道
街
区
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
現

在
工
事
中
を
含
め
、
五
棟
の
建
築
物
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
条
例
と
要
綱
を
活
用
し
、
景
観
誘
導
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
景
観
を
誘
導
し
て
い
く
中
で
、
色
彩
は
ま
ち
の
景

観
を
特
徴
付
け
る
大
き
な
要
素
で
あ
り
、
ま
ち
な
み
の
色

彩
に
適
度
な
変
化
と
調
和
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
八
年
に
色
彩
景
観
を
考
え
る
指
針
と
し
て

「
や
わ
ら
ぎ

大
阪
・
ま
ち
の
色
|

|
大
阪
市
色
彩
景
観
計
画
ガ
イ
ド
ブ御堂筋

ツ
ク
」
を
作
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
十
五
年
に
は
、

水
の
都
大
阪
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
形
成
を
進
め
る
た
め

に
、
「
大
阪
市
河
川
景
観
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る

な
ど
、
建
築
計
画
の
際
の
ツ
l
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
大
阪
の
都
市
景
観
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
を
立
ち

上
げ
、
良
好
な
景
観
形
成
に
関
す
る
啓
発
お
よ
び
知
識
の

普
及
に
努
め
て
い
る
。

ヱ

最
後
に

昨
今
で
は
、
都
市
再
生
の
動
き
が
加
速
し
、
民
間
開
発

が
動
き
だ
し
た
。
一

方
、
本
年
六
月
に
は
景
観
法
も
制
定

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
身
近
に
景
観
を
意
識
し
、
行
政
、

市
民
、
事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
良
好
な
都
市

景
観
の
形
成
を
考
え
て
い
く
機
運
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

景
観
は
誰
に
も
理
解
し
や
す
い
半
面
、
そ
の
判
断
は
極

め
て
主
観
的
な
価
値
観
な
ど
に
左
右
さ
れ
や
す
い
も
の
で

あ
る
。
建
築
物
や
各
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
は
設
計
者
や

事
業
者
個
々
の
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
が
前
提
と
な
る

が
、
そ
れ
ら
の
集
合
体
が
景
観
と
い
う
視
点
で
見
た
場
合

に
、
個
々
の
建
築
物
と
、
そ
の
周
辺
と
の
調
和
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
事
業
者
や
設
計
者
は
場
所
性
や
地
域

の
文
脈
と
と
も
に
相
互
関
係
を
理
解
し
な
が
ら
、
全
体
と

し
て
ま
と
ま
り
を
見
い
出
せ
る
よ
う
に
努
め
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
と
も
大
阪
市
の
都
市
景
観
向
上
の
た
め
に
は
、
市

民、

事
業
者
と
連
携
、
協
力
し
、
よ
り

一一
層
の
景
観
施
策

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
、
景
観
に
つ
い
て
の
普
及

啓
発
に
向
け
た
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
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関
門
海
峡
が
結
ぶ
景
観
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く

D

-

t

関
門
景
観
条
例

特
集

景
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
。
つ
く
り

ヱ

関
門
海
峡
と
そ
の
魅
力

関
門
海
峡
と
は
、
下
関
市
と
北
九
州
市
、
響
灘
(
日
本
海
)

と
周
防
灘
(
瀬
戸
内
海
)
を
結
ぶ
「
六
連
島
」
か
ら
「
串
島
」

ま
で
の
全
長
約
二
十
七
・
八
キ
ロ
の
区
間
を
い
う
。

対
岸
と
の
距
離
が
最
も
狭
い
と
こ
ろ
は
幅
六
百
五
十
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
な
く
、
そ
こ
を

一
日
七
百
隻
も
の
世
界

各
国
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
船
が
絶
え
間
な
く
往
来
す
る
。

潮
の
流
れ
は

一
日
四
度
変
わ
り
、
速
さ
は
最
高
十
ノ
ッ
ト

(
秒
速
五

・
一
メ
ー
ト
ル
)
ま
で
達
す
る
。
海
峡
を
挟
ん

め

か
り

だ
下
関
市
の
火
の
山
公
園
お
よ
び
北
九
州
市
の
和
布
刈
公

園
周
辺
は
、
「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
」
に
指
定
さ
れ
た
風

光
明
美
な
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
狭
い

海
峡
は
、

「源
平
壇
ノ
浦
の
戦
い
」「
武
蔵
・
小
次
郎
巌

流
島
の
決
闘
」
「
馬
開
戦
争
」
「
日
清
講
和
条
約
」
な
ど

数
々
の
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
史
を
彩
る
歴
史
を
持
ち
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
変
化
に
富
ん
だ
関
門
海
峡
は
海
峡
で
結
ぼ
れ
た

下
関
市
と
北
九
州
市
の
両
市
民
が
共
有
す
る
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
あ
る
。

⑪ 

北
九
州
市

-a北九
州
市
建
築
都
市
局
都
市
計
画
課

・

発
展
に
結
び
付
け
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の

一
歩
と
し
て
、

関
門
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
平
成
十
年
八

月
に
「
関
門
景
観
協
定
」
が
両
市
長
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
市
民
提
案
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
同
十
三
年
二
月
に
は

両
市
長
に
よ
る
「
関
門
景
観
共
同
宣
言
」

が
行
わ
れ
た
。

ヱ

関
門
最
観
条
例
の
制
定
基
本
構
想

川

関
門
景
観
条
例

こ
れ
ら
の
経
緯
を
た
ど
り
、
下
関
市
と
北
九
州
市
は
、

両
市
民
が
受
け
継
い
で
い
く
貴
重
な
財
産
で
あ
る
関
門
景

観
に
つ
い
て
、
対
岸
や
海
上
か
ら
の
眺
望
を
特
に
重
視
し

た
、
同

一
名
称
・
同

一
条
文
で
あ
る
「
関
門
景
観
条
例
」

を
平
成
十
三
年
十
月
に
制
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の

自
治
体
が
県
域
を
越
え
て
景
観
に
関
し
て
、
同

一
の
条
例

を
制
定
す
る
の
は
全
国
初
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
同
時
に
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
「
関
門
景
観
協

議
会
」
お
よ
び

「関
門
景
観
審
議
会
」
を
共
同
設
置
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
今
後
、
関
門
景
観
の
形
成
を
両
市
が
連
携
し

て
恒
久
的
に
進
め
て
い
く
仕
組
み
が
整

え
ら
れ
ら
れ
た
。

山

関
門
景
観
基
本
構
想

「
関
門
景
観
基
本
構
想
」
(
平
成
十
四

年
四
月
公
表
)
は
「
関
門
景
観
条
例
」

に
基
づ
き
、
関
門
の
景
観
形
成
に
関
す

る
目
標
お
よ
び
基
本
方
針
、
そ
の
推
進

の
た
め
の
方
策
を
示
し
た
、
基
本
的
か

っ
総
合
的
な
構
想
で
あ
る
。
本
構
想
の

テ
l
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
山
の
緑
と
ま
ち
が
関
門
海
峡
を
取

荒
木
良

-

ム

下
関
市
と
北
九
州
市
の
広
域
連
携

関
門
海
峡
を
挟
ん
で
下
関
市
、
北
九
州
市
か
ら
な
る
関

門
地
域
は
昔
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
、
歴
史
の

舞
台
と
し
て
と
も
に
栄
え
、
お
互
い
に
機
能
を
分
担
し
、

競
争
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。
戦
後
、
交
通
形
態
の
変

化
で
両
市
の
関
係
が
薄
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、

人
と
物
が
活
発
に
交
流
す
る
場
所
と
し
て
、
行
政
レ
ベ
ル
、

民
間
レ
ベ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
が
行
わ
れ
て
い
る
。

特
に
、
関
門
地
域
の
振
興
を
目
的
に

「
ツ

イ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
シ
テ
ィ

l
の
形

成
」
に
向
け
て
両
市
は
、
豊
富
な
観
光
資
源

を
生
か
し
た
観
光
振
興
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

改
善
、
さ
ら
に
関
門
海
峡
の
景
観
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
り
連

携
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
中
、
下
関
市
と
北
九
州
市
は
関

門
地
域
の
景
観
を
両
市
民
は
も
と
よ
り
、
す

べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
共

通
財
産
と
し
て
そ
の
魅
力
を
高
め
、
地
域
の
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特集 景観と色彩を生かしたまちづくり

り
囲
ん
で

関門震観形成指針の慨要

①建築物などのルール

、""、 ×
、ミ、、、、
二ぇ、主

ーーーーー申
57、点、、、、
ー--xご墜さとコ

.船や対岸から見て、 山並みから突出
しない高さに配慮する。

山

関
門
景
観
形
成
指
針
の
概

要景
観
的
な
特
色
や
地
域
の

特
性
か
ら
、
「
ゲ

l
ト
」「
核
」

「ま
ち
な
み
」
「
緑
」「
水
際
」

の
五

つ
の
ゾ

l
ン
に
分
類

し
、
さ
ら
に
地
域
の
特
性
に

根
差
し
た
景
観
形
成
を
図
る

た
め
に
十
七
地
区
に
区
分

し
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
山
の

緑
や
歴
史
的
な
資
源
を
生
か

し
た
景
観
を
目
指
す
た
め

に、

①
建
築
物
な
ど
の
配
置
や
形
態
②
植
栽
な
ど
に
よ
る

緑
化
③
建
物
な
ど
の
色
彩
ー
ー
な
ど
、

景
観
誘
導
の
た
め

の
指
針
を
策
定
。
(
図
参
照
)

川

関
門
景
観
形
成
地
区
に
お
け
る
届
け
出

地
区
内
で
、
特
に
関
門
景
観
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
建
築
物
な
ど

(例
建
築
物
で
高
さ
十
メ
ー
ト
ル

以
上
、
ま
た
は
延
床
面
積
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
)
の
新

築
、
改
築
な
ど
や
外
観
の
過
半
に
わ
た
る
色
彩
の
変
更
を

行
う
場
合
は
、

事
前
に
市
に
属
け
出
が
必
要
と
な
り
、
関

語科目最重ふ

さ型空
息韓!。.

門
景
観
形
成
指
針
に
沿

っ
た
計
画
・
設
計
に
な
る
よ
う

に
、
審
査
、
協
力
要
請
を
行
い
、

景
観
の
誘
導
を
行

っ
て

い
く
。
(平
成
十
六
年
八
月
届
け
出
開
始
)

ヱ

今
後
の
取
り
組
み

今
回
の
景
観
形
成
地
区
の
指
定
に
よ
り
、
関
門
景
観
を

整
備
し
て
い
く
た
め
の
制
度
が
整

っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
下

関
、
北
九
州
の
両
市
民
、

事
業
者、

専
門
家
、
行
政
な
ど

が

一
体
と
な
っ
た
関
門
の
景
観
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
両
市
民
、

事
業
者
に
対
す
る
関
門
景
観

形
成
の
取
り
組
み
へ
の
啓
発
や
官
民

一
体
と
な
っ
た
推
進

体
制
の
確
立
な
ど
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
先
日
、

景
観
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は、

都
市
や
農
山
漁
村
の
中
近
景
を
主
に
対
象
に
し
た
制
度
で

あ
る
の
に
対
し
、
関
門
景
観
条
例
は
、
遠
景

(
眺
望
)
を

対
象
に
し
た
制
度
で
あ
る
。
従
っ
て
、

景
観
法
に
関
門
景

観
条
例
を
ど
の
よ
う
に
整
合
さ
せ
る
の
か
も
、
今
後
の
検

討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
。
読
者
の
皆
様
も
実

際
に
関
門
地
域
を
訪
れ
て
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
パ
ノ
ラ
マ

景
観
を
体
感
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一一
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体
感
を
持
つ
多
様
な
表
情
の
パ
ノ
ラ

マ
景
観
を
市
民
、
行
政
、

事
業
者
は
守
り、

育
て、

創
り
あ
げ
将
来
の
市
民
に
継
承
し
て
い
く
」

ま
た
、
こ
の
テ
l
マ
に
沿
っ
て
三
つ
の
目
標
と

六
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
、

今
後
、
両
市
は
こ
の

構
想
に
基
づ
き
、
魅
力
あ
る
関
門
景
観
を
形
成
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

ヱ

関
門
景
観
形
成
地
区
の
指
定

今
回
、
関
門
景
観
条
例
と
関
門
景
観
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
関
門
海
峡
に
面
し
た
地
域
の
う
ち
、

関
門
景
観
の
形
成
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
地
区
を

「関
門
景
観
形
成
地
区
」
と
し
て
指
定

す
る
と
と
も
に
、

当
該
地
区
の
景
観
形
成
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
関
門
景
観
形
成
指
針
」
を
定
め
た

(平
成
十
六
年
七
月
告
示
)
。

こ
れ
に
伴
い
、
今
後
、
関
門
景
観
形
成
地
区
に
お
い
て

建
築
物
な
ど
の
新
築
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
関
門
景
観
形

成
指
針
に
沿
っ
て
計
画
・
設
計
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

川

関
門
景
観
形
成
地
区
の
指
定

関
門
海
峡
を
挟
ん
で
、
下
関
市
と
北
九
州
市
を

一
つ
の

エ
リ
ア
と
し
て
と
ら
え
、
対
岸

や
船
上
か
ら
の
見
え
方
、
眺
望

で
き
る
範
囲
な
ど
を
調
査
し、

魅
力
あ
る
関
門
の
景
観
を
推
進

し
て
い
く
べ
き
地
区
を
関
門
景

観
形
成
地
区
と
し
て
指
定
。
今

回
の
指
定
面
積
は
海
峡
部
を
含

め
て
二
千
九
百
五

ヘ
ク
タ
ー
ル

で
全
国
最
大
規
模
で
あ
る
。

.外溝の緑化や土地の形質の変更に
配慮する。
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E彊璽・・・・
景
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
ψ

つ
く
り

場
を
つ
く
る

日
同
凶
凶
M
国

し
た
り
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
況
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
環
境
の
色
彩

に
無
知
な
建
築
家
や
土
木
家
、
国
や
行
政
に
も
問
題
が
あ

ろ
う
。
一

方
で
、
私

た
ち
環
境
の
色
を
扱

う
者
も
責
任
を
感
ぜ

ざ
る
を
得
な
い

。
色

を
ア

1
ト
で
は
な
く
、

環
境
全
体
を
構
成
す

る
デ
ザ
イ
ン
要
素
の

一
つ
と
し
て
処
理
し
、

扱
う
方
法
を
も
っ
と

広
く
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
国

土
交
通
省
が
「
自
ら

襟
を
正
す
」
と
し
て
、

つ
い
に
重
い
腰
を
あ

di 213 
ii:1n祖

ヨーロッパのまちなみは、隣り合うまちの連続性があって美しい

色
が
自
由
な
時
代
で
あ
る
。
色
使
い
が
自
在
な
国
で

あ
る
。
か
つ
て
、
権
威
や
地
位
が
な
け
れ
ば
特
定
の
色
が
使
え

な
い
時
代
が
あ
っ
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ

ど
、
色
の
扱
い
が
自
由
自
在
な
日
本
と
な
っ

た
。
そ
う
し
た
色
が
私
た
ち
の
社
会
を
躍
進

さ
せ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ

う
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
経
済
性
の
み
を
追
求

す
る
あ
ま
り
、
色
彩
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

間
も
な
く
、
ま
ち
中
は
色
が
は
ん
ら
ん
し
、

公
害
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

経
済
優
位
、
商
業
主
義
の
風
潮
は
、
看
板

や
外
壁
に
刺
激
あ
る
色
を
横
行
さ
せ
、
"
家

な
み
“
"
ま
ち
な
み
“
の
「
な
み
」
を
切
り

裂
き
、
連
続
性
の
な
い
景
観
を
つ
く
っ
て
し

ま
っ
た
。
土
木
に
お
い
て
も
し
か
り
で
あ
る
。

路
面
は
安
全
性
、
機
能
性
の
み
を
主
張
し
、

文
字
を
描
い
た
り
、
赤
や
黄
色
で
ベ
タ
塗
り
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制
色
彩
環
境
計
画
室

ア
メ
ニ
テ
ィ
&
カ
ラ
|
プ
ラ
ン
ナ
ー

• 葛
西
紀
巴
子

げ
た
。
今
年
六
月
十

一
日
、
「
景
観
緑
三
法
」
を
成
立

(
六
月
十
八
日
公
布
)
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

ご
存
知
の
通
り
、
景
観
緑
三
法
と
は
「
景
観
法
」
を
基

本
と
し
て
、
屋
外
広
告
物
法
(
一
部
改
正
)
と
都
市
緑
地

保
全
法
(
改
正
)
の
三
つ
の
法
律
に
よ
り
、
「
美
し
い
景

観
」
「
豊
か
な
緑
の
形
成
」
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
狙
い
は

「
魅
力
的
な
観
光
地
の
実
現
」
を

目
指
し
、
経
済
効
果
を
得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
日
本
の
観
光
収
支
は
、
欧
米
先
進
国
と
は
比

較
で
き
な
い
ほ
ど
の
赤
字
決
算
、

『犬
と
鬼
」
の
著
者
ア

レ
ッ
ク
ス
・
カ

i
に
よ
る
と
、
外
国
人
旅
行
者
数
は
ア
ジ

ア
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
を
下
回
る

状
態
だ
と
い
う
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
法
規
制
し
て
こ
な
か
っ
た
建
築
物

や
工
作
物
の
色
彩
や
デ
ザ
イ
ン
に
対
し
て
も
、
初
め
て
制

限
を
設
け
る
こ
と
に
し
、
法
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
は
変

更
命
令
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
い
よ
い
よ
景
観
行
政
も
強



制
力
を
も
っ
て

"
美
の
基
準
“
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。• 

き
だ
し
た
。

こ
の
色
彩
の
誘
導
基
準
は
、
地
区
特
性
の
ほ
か
、
風
土

や
地
理
的
要
因
、
歴
史
性
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、

景
観

を
構
成
す
る
要
素
の
す
べ
て

(外
壁
、
屋
根、

看
板
、
テ

ン
ト
、
防
護
策
、
塀
、
橋
梁
、
路
而
、
樹
木
な
ど
)
の
色

を
実
測

(測
色
)
し
、
そ
の
場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
色
を
探

り
出
し
て
い
く
と
い
う
手
法
が

一
般
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
個
人
の
晴
好
や
感
覚
に
委
ね
ら
れ
が
ち
だ

っ
た

色
を
数
値
化
し
、
分
析
し
た
結
果
、
推
奨
色
と
非
推
奨
色

の
基
準
を
決
め
て
い
く
の
で
、
デ
ー
タ
に
・
誕
付
け
ら
れ
た

意
味
あ
る
誘
導
を
行
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
測
色
法
に
は
、
光
の
状
態
に
影
響
さ
れ
ず
に
測
れ

る

「機
械
測
色
」
と
人
間
の
目
で
測
る

「視
感
測
色
」
が

あ
る
が
、
個
人
的
に
は
人
間
の
目
で
測
る

「視
感
測
色
」

を
重
ん
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
景
観
は
視
覚
に
よ
っ
て
良
し
あ

し
を
判
断
す
る
も
の
で
、
光
や
距
離
感
な
ど
の
環
境
要
因

に
よ
る
誤
差
を
も
適
用
範
囲
と
し
、

目
で
測
る
方
法
が
適

特集 景観と色彩を生かしたまちづく り

そ
ん
な
動
き
を
背
景
に
、
各
景
観
行
政
団
体
は
色
彩
誘

導
の
基
準
策
定
に
動
き
だ
し
た
。
す
で
に
色
彩
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
施
行
し
て
い
る
市
町
村
は
、
昭
和
六
十
三
年
施
行

の
横
浜
市
港
湾
局
の

「
み
な
と
色
彩
計
画
」
が
、
先
手
を

切
り
、
現
在
、
北
九
州
市
、
相
模
原
市
、
大
阪
市
、

岸
和

田
市
、
小
浜
市
、
横
須
賀
市
、
白
馬
村
な
ど
が
、
そ
し
て

滋
賀
、
熊
本
は
県
レ
ベ
ル
で
色
彩
誘
導
を
行
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
富
山
県
、
島
恨
県
、
戸
田
市
の
ほ
か
、

「札
幌

の
景
観
色
河
色
」
の
よ
う
な
個
性
的
な
も
の
も
登
場
し
た
。

い
ず
れ
も
観
光
資
源
と
し
て
景
観
が
重
要
な
位
置
を
占
め

る
地
域
が
先
導
し
た
よ
う
だ
が
、

東
京
二
十
三
区
内
で
も

平
成
十

一
年
四
月
施
行
の
江
東
区
を
皮
切
り
に
、
昨
年
は

文
京
区
で
施
行
さ
れ
、

今
年
、
台
東
区
が
策
定
事
業
に
動

... -， 
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観景の
山
由各

切
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

小江戸川越のまちなみ。蔵造りではない商庖も外壁を黒くすること

で調和を保っている

さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
景
観
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
言

及
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
地
域
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
日

本
は
、
北
緯
二
六
度
か
ら
四
六
度
に
位
置
す
る
縦
長
の
国

土
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
気
象
、
日
照
、
海
流
、

自
然、

風
土
と
い
っ
た
環
境
条
件
が
異
な
る
。
当
然
、
光
や
空
気

中
の
湿
度
な
ど
の
状
態
が
変
わ
る
の
で
、
地
域
に
よ

っ
て

色
の
見
え
方
も
変
化
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
現
場
で
の
色
彩

調
査
が
必
要
と
な
り
、

季
節
ご
と
の
植
物
の
変
化
を
含
め

た
年
間
を
通
じ
た
色
の
見
え
方
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
あ
る
。

次
に
、
視
点
場
と
ビ
ュ
ー
と
の
関
係
で
あ
る
。
景
観
は

視
点
を
ど
こ
に
置
く
か
で
見
え
方
が
変
わ
る
。

一
般
に
遠

2似 ・ 11 月号 泊~1!ì35 
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景
は
青
み
を
帯
び
て
見
え
る
。

近
景
、
中
景
、
遠
景
の
距
離
感

も
考
慮
す
べ
き
事
柄
で
、
特
に

自
然
の
多
い
エ
リ
ア
に
お
い
て

は
、
こ
う
し
た
視
点
場
が
重
要

に
な
る
。
ま
た
、
河
川
景
観
は
、

橋
の
上
か
ら
の
眺
め
、
川
べ
り

か
ら
対
岸
を
見
る
場
合
、
船
か

ら
の
視
点
な
ど
と
い
っ
た
視
点

場
の
置
き
方
に
よ
る
色
の
見
え

方
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ち
中
に
お
い
て
は
、
商
業

地
、
住
宅
地
な
ど
の
用
途
地
域

に
よ
っ
て
当
然
、
扱
い
が
変
わ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
色
を
抑
制
す

る
こ
と
の
み
が
最
善
と
は
言
え

な
い
。
落
ち
着
い
た
ま
ち
な
み

が
心
地
よ
い
と
感
じ
ら
れ
る
住

宅
地
に
対
し
て
、
商
業
空
間
は

あ
る
種
の
色
の
変
化
が
活
力
を

生
み
出
す
。
色
の
範
囲
設
定
が

重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

防
護
柵
、
街
路
灯
な
ど
の
土

木
構
造
物
に
関
し
て
は
、
主
管

行
政
に
よ
っ
て
色
や
形
が
変
わ

る
こ
と
が
多
い
が
、
街
道
の
つ

な
が
り
を
考
え
て
、
色
、
も
し

く
は
形
の
ど
ち
ら
か

一
方
だ
け

で
も
合
わ
せ
る
と
、
変
化
し
な

が
ら
も
連
続
性
を
保
つ
こ
と
が

:::-:-- 弓ユ--、
視点場によっては、屋根の色や形なども重要な視点となる

で
き
る
。
ま
た
街
路
樹
が
あ
る
場

合
は
、
自
然
を
優
先
し
、
人
工
物

は
控
え
め
に
す
る
な
ど
地
と
図
の

関
係
、
主
と
従
の
法
則
に
も
配
慮

す
べ
き
で
あ
る
。

路
面
は
、
色
付
き
の
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
を
敷
設
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
基
本
は
土
の
色
、
も
し

く
は
車
道
の
グ
レ

l
系
に
合
わ
せ

た
い
。
景
観
調
和
を
考
え
る
な
ら
、

赤
や
青
な
ど
は
避
け
た
い
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
明
度
の
高
い
(
白

っ
ぽ
い
)
色
は
、
日
差
し
の
照
り

つ
け
る
夏
な
ど
は
肱
し
く
、
高
齢

者
に
と
っ
て
は
グ
レ
ア
(
ぎ
ら
つ

き
)
を
感
じ
や
す
く
さ
せ
る
の
で
、

36 

低
明
度
に
抑
え
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
考
え
方
を
基
に
、
連
続
性
の
あ
る

色
彩
の
誘
導
計
画
を
進
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

泌湖域~‘ω訪 2初0∞0ω1明1情晴月開号

新しい塀で素材が変わっても、表面は色を合わせている

美
し
い
景
観
を
変
わ
ら
ず
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

色
彩
管
理
が
重
要
と
な
る
。
設
定
さ
れ
た
数
値
を
う
の
み

に
し
て
色
名
だ
け
で
認
識
し
て
し
ま
う
と
、
当
初
の
色
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
別
の
色
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
い
、

設
定
基
準
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、

橋
梁
な
ど
の
よ
う
に
特
定
の
色
を
維
持
、
継
続
し
て
お
き

た
い
構
造
物
な
ど
は
、
特
に
徹
底
し
た
管
理
が
求
め
ら
れ

る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
の
景
観
行
政
は
、
管
理
上

の
ズ
レ
が
頻
繁
に
生
じ
て
い
る
。
注
意
を
促
し
た
い
。

さ
ら
に
必
要
な
の
は
、
環
境
に
お
け
る
色
彩
教
育
で
あ

る
。
そ
れ
は
行
政
担
当
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
へ
の
啓
蒙

を
含
め
て
の
こ
と
だ
が
、
芸
術
と
し
て
の
色
彩
教
育
と
は

異
な
る
調
和
の
視
点
に
立
っ
た
"
環
境
色
彩
教
育
“
は
急

務
で
あ
る
。

公
に
接
す
る
色
は
も
は
や
、
ま
ち
の
作
法
で
あ
る
。
そ

の
意
識
を
積
み
上
げ
て
い
く
の
は
容
易
で
は
な
い
。
時
代

を
経
て
も
変
わ
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ま
ち
な
み
が
心
地
よ

い
の
は
、
景
観
の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ま
ち
に

対
す
る
市
民
の
誇
り
と
愛
着
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
が
美
し
い
景
観
を
守
り
、
心
地
よ
い
環
境
づ
く
り
の
礎

と
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

今
年
十
二
月
、
い
よ
い
よ
「
景
観
緑
三
法
」
が
施
行
さ

れ
る
。
法
に
支
え
ら
れ
た
景
観
の
色
彩
は
、
よ
り
強
度
な

屋
外
広
告
物
の
規
制
と
建
築
物
の
高
さ
規
制
緩
和
の
廃
止

を
要
求
し
な
が
ら
、
歩
を
進
め
て
ほ
し
い
も
の
だ
。



- 景観法の概要について

景
観
と
色
影
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

国
土
交
通
省

都
市
・
地
域
整
備
局
都
市
計
画
課

開
門
凶
日
閣
阿
料
開
凶
凹

わ
が
国
で
初
め
て
の
景
観
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
法
律

で
あ
る
「
景
観
法
」
が
、
本
年
六
月
十

一
日
に
成
立
、
同

十
八
日
に
公
布
さ
れ
た
(
施
行
は
公
布
後
六
カ
月
以
内
、

一
部
は

一
年
以
内
)
)
。

景
観
に
関
す
る
法
制
度
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
美
観
地
区
、
風
致
地
区
お
よ
び
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
な
ど
の
地
域
地
区
制
度
や
、
京
都
、

奈
良
、
鎌
倉
な
ど
を
対
象
と
し
た
古
都
に
お
け
る
歴
史
的

風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
な
ど
の
個
別
立
法
が

措
置
さ
れ
て
い
た
が
、
「
景
観
」
そ
の
も
の
を
正
面
か
ら

と
ら
え
た
総
合
的
な
法
体
系
は
未
整
備
の
状
況
で
あ
っ

た
。
景
観
に
関
す
る
総
合
的
な
法
律
の
制
定
は
か
ね
て
か

ら
の
課
題
で
あ
り
、
今
回
の
景
観
法
の
制
定
は
わ
が
国
に

お
け
る
景
観
行
政
の
歴
史
に
お
い
て
、
画
期
的
な
も
の
で

あ
る
と
一吉
守
え
る
。

本
稿
で
は
、
景
観
法
の
制
定
に
い
た
る
背
景
と
理
由
、

内
容
お
よ
び
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
す
る
。

-
I人
景
観
法
制
定
の
背
景
と
理
由

)

近
年
、
経
済
社
会
の
成
熟
化
に
伴
い
、
人
々
の
価
値
観

も
量
的
充
実
か
ら
質
的
向
上
へ
と
変
化
し
、
生
活
空
間
の

質
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
、
個
性
の
あ
る
美
し
い
街
並

み
や
景
観
の
形
成
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

住
民
や
地
方
公
共
団
体
の
景
観
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ

さ
ら
に
、
政
府
全
体
と
し
て
も
、

「観
光
立
国
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
地
域
の
個
性
を
磨
き
、
発
揮
す
る
「

一

地
域

一
観
光
」
を
推
進
す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
と
し
て
、

「景
観
に
関
す
る
基
本
法
制
の
整
備
」
が
位
置
付
け
ら
れ

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
背
景
と
し
て
、

景
観
法
が
制
定
さ
れ
た
。

ー
人

景
観
法
の
内
容

)

て
き
て
お
り
、
全
国
各
地
で
五
百
以
上
の
景
観
に
関
す
る

自
主
条
例
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
景
観
条
例
の
制
定
が

進
む

一
方
で
、
法
律
の
根
拠
を
持
た
な
い
こ
と
へ
の
限
界

も
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
基
本
理
念
な
ど
国

民
共
通
の
規
範
が
な
く
、
条
例
を
支
え
る
法
律
の
根
拠
が

な
い
こ
と
、
ま
た
、
規
制
手
法
と
し
て
「
届
け
出
勧
告
制
」

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
強
制
力
を
持
た
な
い
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

景
観
行
政
は
地
方

公
共
団
体
に
よ
る
自
主
条
例
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の

限
界
か
ら
、
必
要
な
場
合
に

一
定
の

強
制
力
を
も
行
使
し
得
る
法
制
度
の

創
設
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、

平
成
十
五
年
七
月
に
「
美
し
い
国
づ

く
り
政
策
大
綱
」
を
発
表
し
、
行
政

の
方
向
を
美
し
い
国
づ
く
り
に
向
け

て
転
換
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
そ
の

中
で
「
景
観
に
関
す
る
基
本
法
制
の

制
定
」
を
具
体
的
な
施
策
と
し
て
掲

げ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

景
観
法
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
、
大
ま
か
に
景
観
に

関
す
る
基
本
法
的
な
部
分
と
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め

の
具
体
的
な
規
制
や
支
援
を
定
め
る
部
分
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

基
本
法
的
な
部
分
で
は
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す

る
基
本
理
念
を
定
め
る
と
と
も
に
、
園
、
地
方
公
共
団
体
、

事
業
者
お
よ
び
住
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

具
体
的
な
規
制
な
ど
に
関
す
る
部
分
で
は
、

景
観
計
画

の
策
定
、

景
観
計
画
区
域
、

景
観
地
区

な
ど
に
お
け
る
行
為
規
制
、
景
観
重
要

公
共
施
設
の
整
備
、
景
観
協
定
の
締
結
、

景
観
整
備
機
構
に
よ
る
良
好
な
景
観
の

形
成
に
関
す
る
事
業
な
ど
の
支
援
な
ど

に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

景
観
法
の
具
体
的
な
規
制
な
ど
に
関

す
る
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

川

景
観
計
画
制
度
の
創
設

①

景
観
計
画
の
策
定

景
観
行
政
団
体
(
都
道
府
県
、
指
定

都
市
な
ど
、
ま
た
は
都
道
府
県
知
事
と

協
議
し
て
景
観
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
市

町
村
)
が
策
定
す
る
。
景
観
計
画
を
定

地方公共団体の最観条例制定状況

都道府県

全国の都道府県数47

口 条例制定主 しロ条例制定，高み

2004・11月号 i法誕誕!)37 



特集 景観と色彩を生かしたまちづくり ・ 景観法の概要について

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
公
聴
会
の
開
催
な
ど
住
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
住
民
ら
は
景
観
計
画
の
提
案
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

②

景
観
計
画
区
域
に
お
け
る
行
為
の
規
制

景
観
計
画
区
域
内
の
建
築
物
な
ど
の
建
築
な
ど
に
関
し

て
届
け
出
、
勧
告
に
よ
る
規
制
を
行
う
と
と
も
に
、
景
観

行
政
団
体
の
長
は
、
必
要
な
場
合
に
建
築
物
な
ど
の
形
態

ま
た
は
色
彩
そ
の
他
の
意
匠
(
形
態
意
匠
)
に
関
す
る
変

更
命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

③

景
観
重
要
建
造
物

景
観
計
画
区
域
内
の
景
観
上
、
重
要
な
建
造
物
を
景
観

重
要
建
造
物
と
し
て
指
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
現
状
変

更
に
は
景
観
行
政
団
体
の
長
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
ま

た
、
景
観
整
備
機
構
が
管
理
協
定
を
締
結
し
、
景
観
重
要

建
造
物
の
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

景
観
重
要
公
共
施
設
の
整
備
な
ど

景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た
道
路
、
河
川
な
ど
の
景
観
重

要
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
景
観
計
画
に
即
し
て
整
備
す

る
こ
と
と
し
、
景
観
計
画
に
定
め
る
基
準
を
景
観
重
要
公

共
施
設
の
許
可
の
基
準
に
追
加
で
き
る
。
ま
た
、
電
線
共

同
溝
の
整
備
な
ど
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
特
例
を
設
け

て
お
り
、
交
通
量
が
あ
ま
り
多
く
な
く
て
も
、
景
観
上
の

必
要
性
が
高
い
、
歴
史
的
街
並
み
を
形
成
す
る
地
区
な
ど

の
主
要
な
非
幹
線
道
路
の
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道

路
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

⑤

景
観
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

景
観
計
画
区
域
内
の
農
業
振
興
地
域
に
景
観
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
を
定
め
、
当
該
区
域
内
に
お
け
る
土
地
利

用
に
つ
い
て
の
勧
告
、
景
観
整
備
機
構
に
よ
る
農
地
の
権

利
取
得
な
ど
が
で
き
る
。

⑥

自
然
公
園
法
の
特
例

景
観
計
画
に
定
め
る
基
準
を
国
立
公
園
ま
た
は
固
定
公

園
に
関
す
る
自
然
公
園
法
の
許
可
の
基
準
に
追
加
で
き
る
。

⑦

景
観
協
議
会

景
観
計
画
区
域
内
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図

る
た
め
の
協
議
を
行
う
た
め
、
景
観
行
政
団
体
な
ど
は
景

観
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
景
観

協
議
会
で
協
議
が
整
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ω景
観
地
区
制
度
の
創
設

マ
市
町
村
は
市
街
地
の
良
好
な
景
観
を
形
成
す
る
た
め
、

都
市
計
画
に
建
築
物
の
形
態
意
匠
の
制
限
、
建
築
物

の
高
さ
の
最
高
限
度
ま
た
は
最
低
限
度
、
壁
面
の
位

置
の
制
限
な
ど
を
定
め
る
景
観
地
区
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

マ
景
観
地
区
内
で
建
築
物
の
建
築
な
ど
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
当
該
建
築
物
の
形
態
意
匠
が
景
観
地
区
の

都
市
計
画
で
定
め
る
建
築
物
の
形
態
意
匠
の
制
限
に

適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
高
さ
の
最
高
限
度
ま
た
は
最
低
限
度
、
壁
面
の
位
置

の
制
限
は
建
築
確
認
で
担
保
さ
れ
る
。

マ
ま
た
市
町
村
の
条
例
で
、
工
作
物
の
建
設
、
開
発
行

為
な
ど
に
つ
い
て
も
必
要
な
制
限
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

マ
さ
ら
に
市
町
村
は
都
市
計
画
区
域
お
よ
び
準
都
市
計

画
区
域
外
の
景
観
計
画
区
域
に
お
い
て
準
景
観
地
区

を
定
め
て
、
条
例
で
景
観
地
区
に
準
ず
る
制
限
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω景
観
協
定
の
締
結

景
観
計
画
区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
ら
は
景
観
協
定
を

38 

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
景
観
整
備
機
構
の
指
定

景
観
行
政
団
体
は
、
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
の
業

務
を
適
切
に
行
う
公
益
法
人
や
特
定
非
営
利
活
動
法
人

(
N
P
O
法
人
)
を
景
観
整
備
機
構
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

2004・11月号諸政事也

-T人
会
後
の
展
開
に
つ
い
て

)

景
観
法
の
制
定
に
よ
り
、
強
制
力
を
有
す
る
規
制
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
わ
が
国
に
お
け
る
景
観
行

政
も
よ
り
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
新
た
な

段
階
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

法
の
制
定
は
、
あ
く
ま
で
も
ツ

l
ル
を
用
意
し
た
だ
け
で

あ
り
、
こ
の
制
度
が
各
地
域
で
活
用
さ
れ
て
こ
そ
、
初
め

て
そ
の
効
果
が
発
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今

後
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
景
観
法
の
基
本
理
念
の
趣
旨

な
ど
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
独
自
性
を
生

か
し
つ
つ
、
制
度
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で

は
な
く
地
域
の
住
民
が
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
か
か
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

景
観
に
対
す
る
地
域
の
住
民
の
関
心
が
、
ど
れ
く
ら
い
高

ま
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
後
の
景
観
法
の
普
及
啓
発
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

国
と
し
て
も
、
全
国
各
地
に
お
け
る
良
好
な
景
観
形
成

の
推
進
を
図
る
た
め
、
景
観
法
の
基
本
理
念
な
ど
の
普
及

啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
多
様
な
主
体
の
参
加
を
図
る
た

め
の
景
観
に
関
す
る
教
育
の
充
実
、
先
進
的
な
取
り
組
み

事
例
に
関
す
る
情
報
提
供
、
専
門
家
の
育
成
な
ど
ソ
フ
ト

面
で
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
充
実
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。
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二
日
同
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E
E醐問
調
i
凶

自

に
穴
水
町
の

「キ
ヤ
ツ

…

九
月
三
日
釦
、
四
日
均
の
両
日
、
全
国
各
地
か
ら
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
五
百
人
を
超
え
る
人
々

向
j
占
薗
置
四
百
長
官
輔
週
目

町

一『

同

靖
国
・
町
署

J
ス
ル
真
名
井
」
に
お
い

日

が
石
川
の
地
に
集
う
、
「
第
二
十
一
団
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会
石
川
大
会
」
が
開
催

-

闇
司
評
均
一

-
圃

一

さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
、
石
川
県
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
な

一

関

誕

凡

も

MY
L
て
前
夜
祭
が
開
催
さ
れ

…

ど
が
主
催
し
、
石
川
県
内
で
地
域
"
つ
く
り
に
取
り
組
む
多
く
の
団
体
が
参
画
し
て
行
わ
れ
た
。

rEト
U
盤
撞
l

M

一
6

た
。
能
登
地
方
の
"
ま

.

一一

為
例
i
p

I

h
圃
い
も
ん
“
に
舌
鼓
を
打

今
大
会
テ
l
マ
「
地
域
づ
く
り
わ
ん
た
長
)
、
中
野
啓
子
氏

(
N
P
O
法
人
さ
わ
関
す
る
も
の
な
ど
分
科
会

一
一
品
昆

円

引
ラ

回

・

ち

な

が

ら

、

全

国

か

ら

…

た
き
」
は
、
石
川
県
の
能
登
地
方
に
残
つ
や
か
い
い
ね
金
沢
理
事
長
)
、
畦
地
履
正
氏
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
テ
l

市
消
晴
射
事
島
E
F叫
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と

…

て
い
る

「三
男
坊
の
わ
ん
た
た
き
」
と
い
(
側
四
万
十
ド
ラ
マ
職
員
)
、
菊
池
新

一
氏
マ
は
多
彩
で
あ
っ
た
。

V
E
E
E
E・
t
'
y
a田
副
肝
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

う
言
い
方
に
由
来
し
て
い
る
。
大
家
族
の
(
遠
野
市
総
合
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
)
私
が
参
加
し
た
第
三
分

哩

姻

司

土

止

命

ヲ

今
大
会
で
は
、
石

H

…

日
間
交
、

正科

.

食
卓
で
は
黙
っ
て
い
た
ら
ご
飯
が
も
ら
え
の
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
活
動
の
紹
科
会
で
は
、
分
科
会
ず
編

-E
n

-
-
E
E分
県
内
各
地
の
地
域
づ
く

わ
ん

…

な
い
。
そ
こ
で
小
さ
な
三
男
坊
は
椀
を
た
介
や
活
動
に
際
し
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
地
元
春
蘭
の
里
実
行
委
員
や
分
科
り
の
特
色
を
現
地
で
体
感
し
て
も
ら
う
分

…

た
い
て
存
在
を
誇
示
し
た
。
ほ
ほ
え
ま
し
こ
と
、
ま
た
そ
の
解
決
法
な
ど
が
語
ら
れ
会
ゲ
ス
ト
か
ら
日
ご
ろ
の
活
動
へ
の
取
り
科
会
に
重
点
を
置
い
た
た
め
、
現
地
の

…

く
も
た
く
ま
し
い
様
を
、
愛
情
を
込
め
て
た
。
そ
の
後
、
次
回
大
会
開
催
地
の
奈
良
組
み
や
成
果
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
問
方
々
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
熱
意
や

…

…

こ
う
呼
ん
だ
と
い
う
。

県
の
代
表
者
か
ら
、
予
定
し
て
い
る
分
科
題
提
起
に
関
し
て
参
加
者
と
の
間
で
活
発
心
温
ま
る
も
て
な
し
を
感
じ
取
る
こ
と
が

…

…

大
会
初
日
は
、
昨
年
七
月
に
開
港
し
た
会
の
紹
介
や
参
加
の
呼
び
掛
け
が
行
わ
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
夜
は
地
元
の
で
き
た
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
の
交
流
の

能
登
空
港
近
く
の
穴
水
町
の

「
の
と
ふ
れ
れ
、
最
後
に
、
大
湯
章
吉
大
会
実
行
委
員
郷
土
料
理
な
ど
を
囲
み
な
が
ら
現
地
交
流
中
か
ら
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
活
動
に
必

…

…

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
」
で
、
全
体
会
が
開
長
の
発
声
に
よ
り
参
加
者
全
員
で
「
お
士
会
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
希
望
者
は
引
き
続
要
な
新
た
な
知
恵
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ

…

催
さ
れ
た
。
開
会
式
で
は
、
主
催
者
と
し
産
を
"
持
っ
て
帰
る
ぞ
!
“

」
と
宣
言
し
い
て
夜
な
べ
談
議
に
も
参
加
し
、
地
域
づ
た
こ
と
と
思
う
。
幸
い
に
も
心
配
さ
れ
た

…

て
伊
藤
普
市
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
て
全
体
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

く
り
に
つ
い
て
熱
心
に
語
り
合
う
姿
が
見
台
風
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
天
候
に

…

会
特
別
顧
問
か
ら
「
今
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
全
体
会
に
引
き
続
き
、
県
内
十
三
市

町

ら

れ

た

。
翌
日
の
分
科
会
後
編
で
は
地
元
恵
ま
れ
、
地
域
づ
く
り
の
知
恵
を
生
み
出

…

…

の
地
域
に
お
け
る
今
後
の
活
動
に
役
立
つ
村
(
珠
洲
市
、
柳
田
村
、
能
都
町
、
輪
島
市
、
の
実
行
委
員
の
案
内
に
よ
り
活
動
拠
点
を
す
た
め
の
対
話
と
食
談
と
体
験
の
二
日
間

ヒ
ン
ト
を
得
る
場
に
な
れ
ば
」
と
あ
い
さ
門
前
町
、
穴
水
町
、
田
鶴
浜
町
、
七
尾
市
、
視
察
し
た
り
、
山
野
草
の
コ
ケ
玉
作
り
や
が
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

.

.

つ
が
あ
っ
た
。

鹿
島
町
、
志
雄
町
、
金
沢
市
、
小
松
市
、
加
ま
き
割
り
な
ど
の
実
体
験
を
し
た
り
し
た

・

“

日

続
く
基
調
ト
l
ク
で
は
、

「
持
続
可
能
賀
市
)
、
全
十
七
の
会
場
に
分
散
し
て
分
科
後
、
前
日
の
討
論
を
踏
ま
え
て
さ
ら
な
る
次
回
の
奈
良
大
会
は
、
来
年
二
月
十
七

な
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
各
分
科
会
会
前
編
が
開
催
さ
れ
た
。
農
業
・
漁
業
体
意
見
交
換
を
行
い
、
分
科
会
と
し
て
の
ま
日
側
、
十
八
日
制
に
開
催
予
定
。

.

ゲ
ス
ト
を
代
表
し
て
川
島
正
英
氏

(
N
P

験
な
ど
に
よ
る
ツ
l
リ
ズ
ム
、
農
家
民
泊
、
と
め
が
行
わ
れ
た
。
昼
食
後
、
現
地
に
て

)

t

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

.

0
法
人
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
理
事

地
域
福
祉
、
古
く
か
ら
の
街
並
み
保
存
に
解
散
と
な
っ
た
。

副
参
事

・

曽
根
達
雄

…

- 地域づくり団体全国研修交流会
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ま
ち
ゃ
つ
く
り
を
め
ぐ
り

福
井
市
で
地
域
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム

側
地
時
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
福
井
市
と
の
共
催
で
十
月
八
目
、
福
井
市
の
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
「
地
蝿
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
加
福
井
」
を
開
催
し
た
。

総
務
省
、
福
井
県
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
日
経
・
産
経
・
福
井
新
聞
各
紙
と
地

蝿
ψ

つ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
の
後
揺
を
受
け
、
「
は
じ
め
よ
う
、
創
意
工
夫
の
ま
ち

づ
く
り
|
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
る
社
会
を
考
え
る
|
」
と
題
し
た
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
は
行
政
関
係
者
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
関
係
者
、
一
般
市
民
ら
約
千
七
百

人
が
参
加
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ま
ず
、
作

家
・
詩
人
の
ね
じ
め
正

一
氏
が

「
街
の
匂
い
、
人
の
匂
い
」
と

題
し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

ね
じ
め
氏
は
商
庖
街
の
生
ま

れ
で
、
現
在
も
商
庖
主
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
自
ら
の
経
験
を
踏

ま
え
、
福
井
市
の
商
庖
街
や
そ
こ
で
出
会

っ
た
人
た
ち
を
紹
介
し
、
「
駅
前
の
商
庖

街
を
見
る
と
そ
の
街
の
人
た
ち
が
見
え
て

く
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
作
家
・
詩
人
と
し
て
「
自
分
の

作
品
は
、
自
分
が
生
活
し
て
い
る
地
域
の

人
た
ち
と
の
付
き
合
い
、
ご
近
所
付
き
合

い
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
出
会
い
を
大
切

に
し
て
良
か
っ
た
」

と
人
と
人
の
つ
な
が

り
に
つ
い
て
話
し
た
。

そ
し
て
、
全
国
の

商
届
街
の
厳
し
い
現

状
を
踏
ま
え
、
「
ま
ち

づ
く
り
の
視
野
を
広

げ
る
た
め
に
も
、

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
地

域
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
か
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
後
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

の
山
根

一
員
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l

に
、
せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ

N
P
O
セ
ン

タ
ー
代
表
理
事
・
常
務
理
事
の
加
藤
哲

夫
、
プ
リ
ズ
ム
代
表
取
締
役
の
岸
本
晃
、

基調講演

社つ 市げいよづの名い的ユいけつりか 紹かこま シ役域の表福
会て続民なとりく立和う状ニうれてとらそ介られちまヨ割分名の井
をいい活が思協り場回質態テこば何勺のしし自をづずン」権和中市
つるて動らう働とか氏問なイとなかっ 「 てたら受く、がと社回井長
く人、の、」といらはにの lはらを 言 ま、 。のけり酒行題会是玲の
るた加関近という「専対かの、なや葉ち山 経ての井わしの彦子酒
こち藤係代ドう 言 ま門し」危コいらをづ根 験中取氏れた形の、井sa5533言葉ち家、と機ミとな使く氏 や井りが売パ成各東哲

日誌はZER存高苓-ti1i;i !?; 
沼の介るもり・・置土JT?JJU主n.q ・・・・・の民紹に イる古大井
市広中し行容や-圃幽溢幽圃・・・・活空介お ス市穴学市
民史でた政ピす・・・・・・・・・圃・・・・・・動止しけ カ民「教民
活)因 。と上ぃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー を場 、る ツの地授代

動
団
体
が
た
く
さ
ん
や
っ
て
い
る
」
と
N

P
O
や
中
間
支
援
組
織
な
ど
の
活
動
を
紹

介
し
た
。

ま
た
、
岸
本
氏
は
テ
レ
ビ
局
で
仕
事
を

し
た
経
験
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
明

ら
か
に
崩
壊
し
て
い
る
と
思
う
。
テ
レ
ビ

で
扱
う
情
報
が
都
市
部
の
情
報
に
偏
り
過

ぎ
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
住
民
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
活
動
を
紹
介
し
、
自
分
た
ち
の

地
域
を
見
詰
め
直
す
こ

と
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

最
後
に
、
中
井
氏
が

「
自
分
の
住
み
や
す
い
地

域
づ
く
り
は
誰
か
に
し

て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、

市
民

一
人
ひ
と
り
の
意

識
が
大
事
。
ま
ち
を
良

く
し
た
い
と
い
う
声
を

反
映
し
て
い
き
た
い

。

そ
の
た
め
に
、
お
互
い

を
理
解
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
だ
と
思

う
」
と
述
べ
、
山
根
氏
が
「
地
域
に
は
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
が
、
今
回
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
各
地
域
で
ご
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
る
話
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

パネルディスカ ッション

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
情
報
サ
ー
ビ
ス
課

副
参
事

・

山
本
晋
平

40 2004・11月号議民感。



. 7'ンテナショ ップめぐり

地域活性化フォーラム m福井

めぐり

"，..銀座熊本館
銀座熊本館は首都圏における熊本

県の観光物産PRの拠点です。「銀座
の数寄屋橋交差点ソニービルの隣で

すJと言うと、たいていの方は「あ
一、あそこねJと、分かっていただ
ける絶好の場所に立地しています。

1階の「くまもと観光物産プラザ」

は、熊本県人ならだれでも知ってい
た、、1.!j， ん

る「太平燕JrアベックラーメンJ
「御飯の友Jrいきなり団子Jなどの
懐かしい食べ物や、産地直送の野菜

やお菓子、球磨焼酎、民工芸品など、

約1300種類の商品を

常時販売しています。

定番商品もあります

が、随時商品の入れ

替えを行ったり、「お

さかなフェアJr高校
生実習製品フェアJ
「焼酎フェアjなどの

おてlu
 

本
J待お先立館来

ヂ
」のヘ館

。

本

す

熊

ま
座

り
O

同氏

す

i
d

る

E
L
V

喜
代

行
三

の

情

べ

単

介

教

売

開

九

タ

ザ

タ

行

制

本

ン

イ

簡

紹

種

即

時

汁

U
イ

U
を

財

熊

一

、

は

を

各

・
随

寸

、
バ

「

J

P

Z

ヒ

、

じ

ま

は

タ

し

で

ピ

の

示

を

し

か

ド

る

談

E

5

パ
-
J

九

;

J

U
共

ス

シ

ど

展

ど

て

ほ

ア

よ

相

悶

心

山

仰

山

明

U
u

…
ぉ
↑
い
で
二
叫
ん
弘
、
二
、
づ
は

イ

た

マ

い

て

皆

サ

情

ど

ス

れ

料

い

1
1

種

つ
、

な

け

引

と

光

な

卜

作

る

各

行

ど

し

が

も

観

報

ン

に

す

@ 
①からし蓮根

②太平燕

③(産地直送)野菜

④馬束Ijし

⑤球磨焼酎

開設年次=平成6年10月

事業主体=熊本県 ((社)熊本県物産振興協会)

庖舗面積=1階庖舗/28坪
2陪観光コーナー/26坪

従業員数=16人

年間売上高=約1億7千2百万円

所在地=銀座5-3-16日動火災・熊本県共同ビル

(数寄屋橋交差点、ソニービル隣)

TEL =03-3572-5022 

営業時間=10:30-19:00(定休日=月曜日、年末年始)

HP=h社p://www目kumamotokan.or.jp/

".，..新宿みやざを館KONNE
「新宿みやざき館KONNE(こんね)J
には旬のみやざきがいっぱい集まっ

ています。

平成10年3月にオープンした当館

は今年で7年目を迎え、今ではここ

サザンテラスの中でも一番の客数を

誇る人気庖となっています。

1階には食品と軽食の各コーナー

があります。食品コーナーは宮崎県

産の野菜や畜産品など約600品をそ

ろえています。毎週末には青果物や

市町村の物産を集めたイベン卜も開

催しています。

41 2004' 11月号 雄踏切

※iKONNE (こんね)Jは宮崎 4里曹明周忌
の方言で「来てね」の意味。 ・函晶画凶・

~~~~~~ 司F
\，，~~~~唖 F 食品①冷や汁の素

②地鶏炭火焼

③日向夏ドリ

ンクジュース

焼酎①黒霧島

②斐雫 ③霧島

。
す中小

。

り

す

忠

山

本
A
V

4
U

い

一
て

ナ

し
一

玄
J

コ

待

光

お

観

を
や

館
一
采

ナ
ご

い
コ
て

品
れ

芸

さ

工

館

宮

で

汁

ほ

U
ン

き

理

一

は

焼

米

富

が

乙

焼

れ

深

ゅ

は

肥

や

の

4
5

ハ

ざ

料

ナ

に

の

乞

に

の

第

は

さ

ガ

臼

で

堪

冷

こ

同

山

み

や

た

九

一

こ

崎

圭

一

も

。
に

催

河

川

が

「

r
h
L
E

込

み

け
υ

む

ね

こ

宮

b

ィ

の

す

日

開

↓

ス

こ

ナ

理

に

人

叫清

者

'

と

カ

い

組

o

の

い

テ

気

ま

曜

が

の

は

料

特

大

十

牛

な

生

て

付

す

柄

、

エ

人

い

|

会

多

ヒ

土

o

デ

当

崎

J
を

し

よ

ま

路

り

ラ

今

て

司

¥

飲

J

2

食

郷

tυ
何

宮

グ

材

備

酢

り

印

一

あ

パ

、
っ

坤

試

り

パ

軽

の

ま

食

、
「

一

素

準

剖

ぁ

ー

か

ど

だ

ろ

仁

の

お

す

崎

き

定

か

や

パ

の

を

が

約

酎

な

ん

そ

第

酎

て

ま

開設年次=平成10年3月

事業主体=宮崎県

(運営:(社)宮崎県物産振興センター)

庖舗面積=羽坪 (1階/51坪、2階/37坪)

従業員数=32人

所在地=渋谷区代々木2-2-1新宿サザンテラス

(JR新宿駅南口徒歩2分)

TEL=03-5333-7764 

営業時間=11:00-21 :00 (軽食コーナーのラストオ

ーダ-20:30、観光コーナーは19:00まで)

HP=htlp://www.konne.jp 



工

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

賑
わ
い
も
た
ら
す

あ
る

め

げ

さ

し

有
銘
湾
へ
と
流
れ
込
む
慶
佐
次
川
の
河

口
付
近
、
色
と
り
ど
り
の
カ
ヌ
ー
が
浮
か

ん
で
い
る
。
両
岸
に
は
特
徴
的
な
根
を
持

つ
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
林
が
広
が
る
。
整
備

さ
れ
た
遊
歩
道
に
沿
っ
て
散
策
す
る
と
、

干
潟
に
は
シ
オ
マ
ネ
キ
が
巣
穴
を
出
入
り

し
、
ハ
ゼ
が
ユ
ニ
ー
ク
な
顔
を
向
け
る
。

川
岸
を

一
歩
離
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
リ
ュ

ウ
キ
ユ
ウ
マ
ツ
や
ア
ダ
ン
と
い
っ
た
特
有

の
木
々
が
茂
る
森
が
広
が
る
。

海
の
印
象
が
強
い
沖
縄
に
あ
っ
て
、
本

島
北
部
の
地
域
は
特
に

「
ゃ
ん
ば
る
」

(山
原
)
と
呼
ば
れ
、
緑
の
豊
か
な
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
回
訪
問
し
た
東
村
は
、
名

護
市
の
北
、
本
島
北
部
の
東
海
岸
に
位
置

し
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
栽
培
を
基
幹
産
業
と

す
る
人
口
約
二
千
人
の
や
ん
ば
る
の
村
で

あ
る
。

そ
の年

i@ 
にも

z g 
L語

年
間
で
二
十
六
万
三
千
人
の
観
光
客
が
あ

っ
た
(
平
成
十
六
年
年
版
村
勢
要
覧
資
料

編
よ
り
)
。
村
人
口
の
百
倍
以
上
の
人
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
民
間

と
行
政
と
の
共
同
の

「
ツ
l
リ
ズ
ム
」
の

推
進
が
あ
っ
た
。

平
成
七
年
、
慶
佐
次
地
区
の
当
時
の
区

長
で
あ
っ
た
島
袋
徳
和
さ
ん
を
中
心
と
し

て
、
住
民
が
地
区
の
地
域
お
こ
し
計
画
を

考
え
始
め
た
。
多
数
の
区
民
を
巻
き
込
ん

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
数
回
開
催
し
、
地

区
の
将
来
像
を
具
体
的
に
揃
い
て
ゆ
く
過

-・・圃里 7D 71' -)1" 

設立年・平成11年5月

設立 ・運営主体.市町村

その他各種団体

代表者・吉本淳 (会長)

会員数.29人

<事務局連絡先>

干905-1204

沖縄県東村字平良809-1

東村エコツーリズム協会

(東村商工会)

(電話)0980-43-2931 

程
で
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を
生
か
し
た
地
域

お
こ
し
が
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
自
然
を
保
全
し
つ
つ
地
域
の
活
性

化
を
図
る
エ
コ
ツ

I
リ
ズ
ム
の
動
き
が
始

ま
っ
た
。

方
、
村
役
場
で
は
、
平
成
八
年

「第

二
次
東
村
総
合
計
画
基
本
構
想
」
の
中
で
、

農
業
と
並
行
し
て

「
自
然
と
の
共
生
」

「
都
市
と
の
交
流
促
進
」
を
う
た
い
、
同

年
、
慶
佐
次
地
区
を
含
む
村
内
六
地
区
す

べ
て
に
地
域
活
性
化
委
員
会
を
お
い
て
地

域
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
っ
た
。
交
流
型
農

村
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
村
全
体
に
広

が
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
動
き
を
経
て
、
同
十

一
年

五
月
、
島
袋
さ
ん
ら
の
呼
び
掛
け
で
、
村

内
で
農
業
者
、
漁
業
者
、
商
工
会
な
ど
村

氏
を
会
員
と
し
た
「
東
村
エ
コ
ツ

l
リ
ズ

ム
協
会
」
が
、
民

間
と
行
政
が

一
体

と
な
っ
て
設
立
さ

れ
た
。
以
来
五
年

間
、
村
の
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
全
体
の

取
り
ま
と
め
役
と

し
て
、
ツ

l
リ
ズ

ム
に
使
、
つ
フ
ィ
ー

ル
ド
の
清
掃
活

動
、
ツ
ア

l
の
申

し
込
み
受
け
付
け
な
ど
の
活
動
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。

地
元
安
易
ガ
イ
ド
に
起
用

今
回
の
取
材
で
は
、
協
会
の
中
の
事
業

者
で
唯

一
法
人
化
し
て
い
る
、
「
有
限
会

社
ゃ
ん
ば
る
自
然
塾
」
を
訪
れ
て
お
話
を

伺
っ
た
。
塾
長
は
エ
コ
ツ
l
リ
ズ
ム
協
会

の
前
会
長
(
現
顧
問
)
で
あ
る
島
袋
さ
ん
、

塾
の
ガ
イ
ド
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ
る
吉
本

淳
さ
ん
は
エ
コ
ツ

l
リ
ズ
ム
協
会
の
現
会

長
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
、
慶
佐
次
地
区
は
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
構
想
が
地
域
住
民
の
手
に
よ
っ
て

構
想
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
ツ
l
リ
ズ
ム
を

生
活
の
糧
に
す
る
と
い
う
認
識
は
当
時
の

住
民
に
乏
し
く
、
実
践
す
る
者
が
な
か
な

か
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
平
成
十

一
年
七

月
、
仕
掛
け
人
で
あ
る
島
袋
さ
ん
が

一
人、

ツ
ア

l
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案

し、

三
艇
の
カ
ヌ
ー
を
購

入
し
て
、
体
験
ツ
ア

l
の

受
け
入
れ
を
始
め
た

。

「
ゃ
ん
ば
る
自
然
塾
」
の

灯
始
ま
り
で
あ
る
。

村
そ
の
後
、
平
和
学
習
か

旧
円和
ら
体
験
学
習
へ
と
移
行
す

蹴
る
修
学
旅
行
の
傾
向
も
後

白

押
し
し
て
徐
々
に
お
客
が

枠
増
え
、

一
人
で
始
め
た
塾
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が
十
五
年
七
月
に
は
ガ
イ
ド
な
ど
ス
タ
ッ

フ
八
人
で
法
人
化
す
る
ま
で
に
成
長
し

た
。
す
で
に
五
百
校
以
上
の
修
学
旅
行
を

受
け
入
れ
、
個
人
客
の
リ
ピ
ー
タ

1
も
多

い
と
い
う
。
今
回
の
取
材
時

間

一

に
も
、
県
内
の
中
学
校
が
地

h
E
F

域
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ

a

・

ン
テ
ィ
ア
を
含
ん
だ
体
験
学

掛町
一

-

べば
U
1

4

習
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
た
。

じ
閥

圃

そ
の
成
長
の
陰
に
は
、
拡

細
川

-

大
路
線

一
辺
倒
で
は
な
く
、

隠
畑

h
B

i
 

将
来
を
見
据
え
、
地
域
の
真

1
1
1J

・

の
発
展
を
考
え
た
島
袋
さ
ん

t
E品
酪

の
戦
略
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、

nf圃

若
者
の
流
出
を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
た

め
、
外
部
の
即
戦
力
の
ガ
イ
ド
を
一雁
わ
ず
、

あ
え
て
地
元
の
若
者
を
採
用
し
育
て
て
い

っ
た
。
ま
た
、
ツ
ア
l
の
質
の
維
持
、
事

故
の
防
止
の
た
め
に
ガ
イ
ド

一
人
が

一
度

に
受
け
持
つ
客
数
を
制
限
し
た
。
さ
ら
に
、

塾
を
通
じ
て
昼
食
や
物

品
の
注
文
が
あ
っ
た
場

合
も
マ
ー
ジ
ン
は
取
ら

せ
な
い
な
ど
、
地
域
住
民

的
へ
配
慮
し
た
。
塾
長
は

肘
若
い
ガ
イ
ド
た
ち
に
対

の闘
し
、
地
域
で
仕
事
を
さ

M

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と

+'
 

同旦体団

マング口 ブと整備された遊歩道

い
う
感
謝
を

忘
れ
な
い
よ

う
指
導
し
て
き
た
と
い
う
。

若
い
ガ
イ
ド
た
ち
自
身
も

努
力
を
怠
ら
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
お
客
の
要
望
に
も
っ
と

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
常

に
ゃ
ん
ば
る
の
自
然
や
東
村

の
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
の

知
識
の
吸
収
に
努
め
て
い
る
。

最
近
で
は
、
ゃ
ん
ば
る
の
雰

囲
気
を
耳
か
ら
も
感
じ
て
も

ら
お
う
と
ガ
イ
ド
み
ん
な
で
沖
縄
の
楽
器

さ
ん
し
ん

三
線
を
練
習
し
て
い
る
。
私
自
身
、
慶
佐

次
川
の
カ
ヌ

l
ツ
ア

l
を
体
験
し
た
が
、

ガ
イ
ド
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
り
、
大

自
然
と
じ
か
に
触
れ
合
う
感
覚
、
ゆ
っ
た

り
と
流
れ
る
時
間
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
う
。
ガ
イ
ド
の

一
人
は
、

「
肉
体
的
な
つ
ら
さ
に
は
慣
れ
る
が
、
お

客
を
も
て
な
す
と
い
う
精
神
面
で
の
ハ
ー

ド
さ
に
は
、
こ
の
仕
事
が
好
き
だ
か
ら
こ

そ
耐
え
ら
れ
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

「
協
調
苛
耕
運
認
識
の
維
持
」
が

不
可
侠
ミ

こ
の
よ
う
な
工
夫
、
努
力
を
重
ね
て
訪

問
客
が
増
え
、
飲
食
庖
が
な
か
っ
た
こ
の

地
区
に
四
つ
の
飲
食
応
が
で
き
た
。
地
域

の
産
品
を
取
り
扱
う
「
慶
佐
次
地
区
共
同

売
庖
」
は
黒
字
に
転
換
し
た
。
経
済
効
果

だ

け

で

は

な

い
。
売
庖
で
は
、

丹
精
し
て
育
て

た
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
を
置
き
に
来

た
地
域
の
お
年

共同売庖のにぎわい

る 受話客寄
エ東けすがり
コ村らる自と
ツにれ姿然ツ
lおちがにア
リけ 見会 l

ズ
ム
が
こ
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
、
「
ツ

l
リ
ズ
ム
の
東
村
」
と
い
う
名
声
が
確
立

す
る
中
、
エ
コ
ツ
l
リ
ズ
ム
協
会
と
し
て

は
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
島
袋
さ
ん
、
吉
本
さ
ん
は

口
を
そ
ろ
え
て

「事
業
者
間
の
協
調
、
共

通
認
識
の
維
持
」
を
主
張
す
る
。

一
事
業
者
が
環
境
へ
の
配
慮
を
無
視
し

て
大
量
の
お
客
を

一
部
地
域
に
受
け
入
れ

れ
ば
、
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
き

た
ゃ
ん
ば
る
の
自
然
は
壊
れ
て
し
ま
う
。

営
利
を
求
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
客
数
を

制
限
し
た
り
、
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開

拓
し
て

一
部
の
地
域
の
自
然
の
み
に
負
担

を
掛
け
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、

各
事
業
者
が
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
環
境

へ
の
負
荷
を
極
力
抑
え
る
努
力
を
し
な
け

れ
ば
、
持
続
的
な
発
展
は
な
い
。
エ
コ
ツ

l
リ
ズ
ム
が
蟻
況
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

環
境
保
全
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ガ
イ
ド

の
ス
キ
ル
の
確
保
、
安
全
対
策
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
、
事
業
者
間
の
調
整
役
と
し
て

の
協
会
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

島
袋
さ
ん
は
、
将
来
、
協
会
を

N
P
O

法
人
化
す
る
と
い
う
構
想
を
持
っ
て
い

る
。
現
在
、
事
務
局
は
商
工
会
内
に
間
借

り
し
、
専
任
の
職
員
も
い
な
い
。
法
人
化

し
て
事
務
局
を
持
ち
、
資
金
の
受
け
皿
と

な
り
得
る
体
制
で
環
境
保
全
の
た
め
の
活

動
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
東
村
の
エ
コ
ツ

l
リ
ズ
ム
の
発
展
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る

と
の
認
識
か
ら
で
あ
る
。
一

時
的
な
ブ
ー

ム
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
常
に
先
を

見
据
え
た
地
域
お
こ
し
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

掘

聞
子
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地域づ〈り間体探訪

地
域
住
民
に

自
由
時
間
の
活
用
方
法
提
案

余
暇
時
間
が
増
加
し
て
い
る
。
国
民
の

生
活
時
間
の
配
分
な
ど
を
調
査
し
た
「
平

成
十
三
年
社
会
生
活
基
本
調
査
」
(
総
務

省
統
計
局
)
に
よ
る
と
、
十
五
歳
以
上
で

は

一
日
の
生
活
時
間
の
う
ち
三
次
活
動
時

間
(
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
視
聴
、
休
養
、

趣
味
娯
楽
な
ど
の
自
由
時
間
)
は
、
平
成

十
三
年
が
六
時
間
二
十
六
分
と
、
平
成
三

年
か
ら
三
十
分
「
大
幅
に
増
加
」

し
て
い

る
。
ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

一
日
の
生
活
時
間
の
う
ち
、

一
人
で
い
た

時
間
(
睡
眠
時
間
を
含
む
)
は
十
四
時
間

五
十
四
分
で
あ
り
、
こ
れ
が
単
身
高
齢
者

に
な
る
と
、
実
に
二
十
時
間
三
十
六
分
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
自
由
時

間
の
有
効
活
用
と
交
流
の
促
進
が
課
題
と

考
え
ら
れ
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
現
在
、

そ
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い
る
と
言
え

よ
、
っ
。

静
岡
県
余
暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会
は
、
地

域
内
の
有
志
が
会
員
(
余
暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
)

と
な
っ
て
、
住
民
に
自
由
時
間
の
活
用
方

法
を
提
案
し
、
交
流
の
機
会
を
設
け
、
生

き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た

め
の
支
援
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
あ

る
。
協
会
の
会
長
で
あ
る
永
嶋
章
吉
さ
ん

に
話
を
伺
っ
た
。

余
暇
ぬ
軍
要
性
認
識
し
て

協
会
麗
宜
、

ま
ず
、
自
由
時
間
の
有
効
活
用
を
課
題

と
し
て
と
ら
え
た
の
は
県
で
あ
る
。
県
は

平
成
四
年
に
自
由
時
間
の
活
用
に
閲
す
る

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
県

-・・!!匝轟副理--圃・・・
設立年=平成5年6月

設立・運営主体=自主的組織

代表者=永嶋章吉

会員数=94人

<事務局連絡先>

〒411一0044

静岡県三島市徳倉1一1-14

(電話)055-989-5125 

民
に
募
集
を
し
、
応
募
の
あ
っ
た
人
に
対

し
自
由
時
間
の
活
用
の
必
要
性
や
余
暇
を

利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
情
報

誌
発
行
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
内
容
と
す
る

研
修
を

一
年
聞
か
け
て
行
っ
た
。
研
修
中

に
受
講
者
が
そ
の
後
の
活
動
を
情
報
交
換

な
ど
に
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た

め
、
組
織
化
を
要
請
し
、
県
が
こ
れ
に
応

じ
て
平
成
五
年
六
月
に
会
員
三
十
人
に
よ

り
同
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
県
の
余
暇
プ

ラ
ン
ナ
ー
育
成
の
研
修
は
こ
の
後
も
続

き
、
さ
ら
に
協
会
が
こ
の
研
修
事
業
を
余

暇
活
動
支
援
者
育
成
講
座
と
い
う
形
で
受

け
継
い
で
、
現
在
は
県
内
各
地
に
九
十
四

人
の
会
員
を
有
す
る
団
体
と
な
っ
て
い

る
。余

暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
年
齢
層
は
二
十
歳

代
か
ら
七
十
歳
代
ま
で
と
幅
広
い
が
、
多

い
の
は
五
十
歳
代

の
後
半
で
あ
る
。

男
女
比
で
は
女
性

の
方
が
若
干
多

い
。
余
暇
プ
ラ
ン

ナ
ー
を
目
指
す
の

は
、
自
身
が
自
由

時
間
の
過
ご
し
方

に
困
っ
て
お
り
、

そ
の
活
用
に
関
心

が
高
く
、
ま
た
、

地
域
で
自
分
を
生

か
せ
る
場
を
求
め
る
、
地
域
貢
献
と
己

実
現
を
合
わ
せ
た
思
い
を
持
つ
住
民
が
多

い
と
い
う
。
余
暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
協
会
の

会
員
と
な
り
、
年
会
費
三
千
円
を
会
に
納

め
る
。
協
会
は
こ
の
会
費
の
ほ
か
、
自
治

体
や
民
間
企
業
か
ら
の
委
託
事
業
の
受

託
金
や
助
成
金
な
ど
を
運
営
経
費
と
し

て
い
る
。
気
配
、

gき
届
い
た

多
彩
低
輔
、座
や
イ
ベ
ン
ト

，hM川
H

、、、

協
会
の
主
た
る
活
動
対
象
は
当
初
か
ら

現
在
ま
で
、
中
高
年
の
住
民
で
あ
る
。
永

嶋
会
長
に
よ
れ
ば
、
定
年
退
職
後
や
老
後

に
自
由
時
間
が
増
え
て
も
す
る
こ
と
が
見

つ
か
ら
ず
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参

加
し
た
く
て
も
輪
の
中
に
な
か
な
か
溶
け

込
む
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
ん
な
住
民
が

多
い
の
だ
と
い
う
。
協
会
で
は
研
修
や
講

演
会
の
開
催
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
住
民
に
自
由
時
間
の
活
用
の

重
要
性
を
説
き
、
具
体
的
な
活

用
方
法
を
イ
ベ
ン
ト
や
小
旅
行

な
ど
の
実
施
に
よ
り
提
案
し
て

い
る
。
主
な
事
業
を
以
下
に
紹

介
す
る
。

手軽に楽しめる趣味の講座

マ

生
き
が
い
づ
く
り
塾

民
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た

め
、
生
涯
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
趣
味
お
よ
び
仲
間
づ
く
り

の
四
つ
の
テ

1
マ
を
設
定
し
、 住
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⑨ 地域づくり団体探訪

テ
ー
マ
ご
と
に
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
。
健
康
づ
く
り
、
家
族
と
の
触
れ
合

い
、
余
暇
の
充
実
、
自
己
開
発
を
目
的
と

し
、
五
年
か
ら
十
年
先
の
人
生
の
具
体
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
す
る
た
め
の
学
習
講

座
、
障
害
者
や
老
人
ホ

1
ム
の
入
所
者
と

と
も
に
過
ご
し
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

き
っ
か
け
を
つ
く
る
体
験
講
座
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
り
な
ど
の

趣
味
講
座
、
地
域
の
自
然
や
寺
院
、
美
術

館
な
ど
の
文
化
施
設
を
塾
生
同
士
で
語
り

合
い
な
が
ら
歩
き
、
体
験
学
習
す
る
小
旅

行
な
ど
、
社
会
参
加
へ
の
意
識
づ
く
り
や

知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
多
彩
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
参
加
者
は
好
き
な
も
の
を

選
択
し
て
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

参
加
費
は
千
円
か
ら
三
千
円
ほ
ど
の
講
座

が
多
い
た
め
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
。
こ

の
事
業
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
百
五

十
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
る
。

マ

ふ
る
さ
と
体
験
ウ
オ
ー
ク
自
由
時

間
の
活
用
と
と
も
に
地
域
の
再
発
見
も
兼

ね
た
イ
ベ
ン
ト
。
体
験
学
習
や
交
流
の
き

っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
年
三

回
、
毎
回
二
十
人
か
ら
三
十
人
の
参
加
者

を
募
集
し
、
主
に
地
域
内
の
名
所
旧
跡
な

ど
を
歩
く
と
い
う
も
の
で
、
最
も
人
気
の

あ
る
事
業
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
事
業
は

応
募
が
多
数
の
場
合
に
は
高
齢
者
と
障
害

者
を
優
先
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
外
出

や
交
流
の
促
進
に
よ
る
自
由
時
間
の
活
用

が
福
祉
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
に
着
目

し
、
協
会
が
三
年
ほ
ど
前
か
ら
地
域
福
祉

を
協
会
活
動
に
当
て
は
め
て
実
践
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
余
暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、

経
路
を
計
画
す
る
際
に
は
、
車
い
す
を
利

用
す
る
障
害
者
ら
に
同
行
し
て
も
ら
い
、

食
事
の
場
所
を
検
討
し
た
り
、
高
齢
者
に

無
理
な
く
歩
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
平
坦

な
経
路
を
設
定
し
た
り
し
、
参
加
者
の
安

全
と
満
足
度
の
向
上
の
た
め
の
注
意
を
払

っ
て
い
る
。
開
催
後
に
は
参
加
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
参
加
者
が
求
め
る
も

の
を
把
握
し
、
次
回
以
降
の
参
考
資
料
と

し
て
い
る
。

ウオーキングで余暇の活用と地域の再発見

マ

情
報
発
信
会
員
向
け
に
は
情
報
交

換
の
た
め
の
会
報
誌
が
発
行
さ
れ
、
住
民

向
け
に
は
ホ

1
ム
ベ

1
ジ
に
よ
り
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が
発
信
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
の
観
光
情
報
に
詳
し
い

余
暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
観
光
協
会
の
ホ

I
ム

ベ
l
ジ
に
寄
稿
し
て
お
り
、
余
暇
活
動
と

と
も
に
観
光
振
興
に
も

一
役
買
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
県
内
の
特
定
地
域
の
散
歩

コ
l
ス
を
紹
介
す
る
散
歩
マ
ッ
プ
が
評
判

で
あ
る
(
毎
年
発
行
)
。
地
域
の
観
光
名

所
に
詳
し
い
当
地
の
余
暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

よ
る
い
わ
ば
穴
場
の
よ
う
な
観
光
名
所
の

紹
介
の
ほ
か
、
安
全
な
コ

l
ス
設
定
や
障

害
者
用
ト
イ
レ
の
場
所
な
ど
が
記
載
さ

れ
、
そ
の
内
容
の
充
実
ぶ
り
は
地
元
の
新

聞
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
、
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
市
町
村
や
観

光
協
会
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

中高年だけでなく 、子供も対象に した活動も

タ
1
1
ツ
長
は
男
性

M
貯
点
、

講
座
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
は
女
性

が
多
い
。
永
嶋
会
長
に
よ
る
と
、
女
性
は

男
性
と
比
べ
、
参
加
も
積
極
的
な
う
え
、

知
ら
な
い
人
同
士
で
も
す
ぐ
に
仲
良
く
な

り
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
。

し
か
し
、
自
由
時
間
の
活
用
の
必
要
性
を

知
っ
て
ほ
し
い
の
は
、
定
年
退
職
前
、
高

齢
者
と
な
る
前
の
男
性
で
あ
り
、
協
会
事

業
へ
の
女
性
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
そ

の
夫
の
参
加
も
促
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

余
暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
講
座
や
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
、
運
営
、
そ
し
て
参
〆
加
者
の
笑
顔

に
大
き
な
充
実
感
を
感
じ
て
お
り
、
ま
た
、

参
加
者
も

一
度
参
加
す
る
と
リ
ピ
ー
タ
ー

と
な
る
ケ
l
ス
が
多
い
と
い
う
。
自
由
時

間
の
充
実
や
交
流
の
促
進
を
、
提
案
、
運

営
者
側
と
参
加
者
側
の
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心

の
あ
る
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
し
て
図
っ

て
い
こ
う
と
す
る
試
み
に
大
き
な
可
能
性

を
感
じ
た
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

有
泉
清
貴
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w
e
bサ
イ
ト

「
特
産
晶
倶
楽
部
」
の

開
設
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
当
セ
ン
タ
ー
は

「特
産
品
倶

楽
部
」
と
銘
打
っ
て
、
地
域
の
特
産
晶
の
紹
介

を
行
う
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
イ
ト
は
県
お
よ
び
市
町
村
に
よ
り

ご
推
薦
い
た
だ
い
た
地
域
産
品
を
動
画
も
使

用
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
観
光
情
報
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
と
い
っ
た
地
域
情
報
も
お
知

ら
せ
し
、
サ
イ
ト
利
用
者
に
よ
り
魅
力
的
に

P
R
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
い
。
詳
し
く
は
左
上
の

U
R
し
を
ご
覧
く
だ

「炭

・
パ
ワ
l
展
」
と

コ
ン
サ
ー
ト
を

円
月
末
に
開
催

ふ
る
さ
と
情
聾
ノ
ラ
ザ

(東
京
都
千
代
田

区
有
楽
町
1
1
7
1
1
電
気
ピ
ル
ヂ
ン
グ
南

館

1
階

T
E
L
0
3L
J
2
8
4
1
0
8
5

5
)
で
は
、
什
月
白
日
間
よ
り
児
用
3
日
悩

ま
で
の

5
日
間
、
癒
す
、
く
つ
ろ
ぐ、

華
や

.http://www.tokusanhin.jp/ 
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ぐ
、
燃
え
る
、
浄
め
る
、
治

す
、
憩
う
、
楽
し
む
、
引
き

出
す
、
装
う
、
飾
る
、
洗
う
、

守
る
、
和
む
・・

・
・さ
ま
ざ
ま

な
パ
ワ
ー
を
持
つ
炭
、
そ
の

製

品

を

全

国

か

ら

集

め

「炭・

パ
ワ
ー
展
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お
い

ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

で
い
た
だ
き
、
炭
の
素
晴
ら
し
さ
を
ぜ

• 
そ
れ
に
先
立
ち
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
日
用
部
日
樹、

同
時
開
場
、
日
時

初
分
開
演
に
て

『勝
田
勝
成
&

a
l彩
!
ゲ
ス
ト
斎
藤
優
美
子
』
コ

ン
サ
|
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
日
本

を
代
表
す
る
津
軽
=
一
昧
線
奏
者
・
勝
目

勝
成
と
尺
八
、
中
国
の
二
胡
、
ピ
ア
ノ
、

ベ

ス
を
交
え
た
、
東
洋
と
西
洋
の
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
融
合
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。
ゲ
ス
ト
に
斎
藤
優
美

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

子
を
招
い
て
の
、
素
敵
な
音
楽
の
一
夜

スポーツ拠点づくり推進事業の

希望調査について

平成17年慶

a 
10月号のセンタ一通信でもお知ら

せした、[スポーツ拠点づくり推進事

業Jは、小 ・中・高校生が参加する

各種スポーツ全国大会の継続開催に

より、全国各地に、青少年があこが

れ、目標とするスポーツ拠点を形成

することを目的にしています。平成

17年度から全国大会を開催し、この

事業による助成を希望する市町村は、

①大会の名称②大会の実施主体③ス

ポーツの種別④競技参加者⑤使用施

設などを希望調査票に記載して、都

道府県を通じ、 11月19日までに提出

してください。

46 2004・11月号辺記感ゆ
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'
魁
町
成
五
年
十
二
月
、
広
大
な

・1・
ブ
ナ
原
生
林
を
抱
く
白
神

山
地
が
日
本
初
の
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。

そ
の
表
玄
関
に
位
置
す
る
西
目

屋
村
は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

伴
い
、
年
々
観
光
客
も
増
加
し
、

今
や
年
間
六
十
万
人
が
訪
れ
る
村

と
な

っ
た
。

環
境
省
が
支
援
す
る
エ
コ
ツ
l

リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
実
施
地

区
に
当
村
と
隣
悼
惜
す
る
秋
田
県
藤

青
森
県

西目屋村

白神山地

白神山地に抱かれた村
紅葉したマザーツリー

48 

里
町
が
選
出
さ
れ
、
地
域
住
民
を

主
体
と
す
る
質
の
高
い
ガ
イ
ド
の

養
成
な
ど
、
青
森
、
秋
田
の
両
県

で
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
で

き
る
県
境
を
越
え
た
モ
デ
ル
と
な

る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
ガ
イ
ド
に
よ
る
自
然

観
察
会
や
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
、
ガ
イ

ド
付
き
観
光
路
線
パ
ス
の
運
行
な

ど
の
実
施
や
、
農
林
漁
業
体
験
な

ど
地
域
産
業
を
生
か
し
た
滞
在
型

の
工
コ
ツ
ア
ー
の
推
進
を
計
画
し

て
い
る
。

白
神
山
地
に
抱
か
れ
た
西
目
屋

村
は
、
豊
か
な
大
自
然
の
中
で
の

取
り
組
み
を
中
心
に
環
境
保
全
と

観
光
振
興
の
両
立
を
図
り
、
満
足

度
の
高
い
世
界
を
代
表
す
る
観
光

地
を
目
指
し
て
い
る
。

2004・11月号話記減⑭



CORNER 

I 11月、
. . ・・・・3
屯 予定 ，

女日本橋プラザビル

イベントスペース・11 月 4日 ~ 5 日
滋賀県高島地域・11 月 8 日 ~ 10 日
稲川町 (秋田県)・11 月 18 日 ~ 19 日
楢川村 (長野県)・11 月 25 日 ~26 日
舞鶴市 (京都府)

*ふるさと情報プラザ

・ 11 月 1 日 ~ 5 日
兵庫県神戸市

神戸ワイン・ 神戸のお菓子 ・チー

ズの試飲 ・試食販売

・ 11 月 8日 ~ 12 日
千葉県

国産落花生の消費拡大PR展

・ 11 月 15 日 ~ 19 日
瀬戸内四都市広域観光推進協議会

瀬戸内4都 自慢の逸品展
~倉敷・琴平・ 鳴門そして神戸

1 1月19日
「瀬戸内四都市めぐる~と寄席1・11 月 29日 ~ 12月 3 日
「炭 ・パワー展j

EVENT 

*日本橋プラザピルイベントスペース

・9 月 2 日 ~3 日
(財)奈良県広域地場産業振興センター

奈良の地場産業展

・9 月 6日 ~7 日
大潟村

大潟村特産品キャンペーン・9月9日
近畿6府県首都圏観光連絡協議会

近畿6府県首都圏観光キャンペー
ン (1)

・9 月 13 日 ~ 14日
(社)藤沢市観光協会

いつでもおいでよ。湘南江の島

~藤沢の観光と名産~ (2) 

安ふるさと情報プラザ

・9月 6日 ~ 10日
西日本中央連携軸沿線都市連携

中国-四国横断200キロ
自慢のご馳走展 (3)

・9月 16日 ~ 17 日
奥信越観光協議会

奥信越の昧自慢、田舎の昧を持

っていきます (4)

e
-

【
編
集
後
記
】

V
プ
ロ
野
球
が
ま
た
騒
々
し
く
な

っ
て
き
た
。
親
会

社
の
産
業
再
生
機
構
活
用
が
決
ま

っ
た
福
岡
ダ
イ
エ

ー
ホ

l
ク
ス
は
、
グ
ル
ー
プ
の
大
幅
リ
ス
ト
ラ
に
伴

い
、
球
団
の
身
売
り
か
、
他
球
団
と
の
合
併
が
避
け

ら
れ
な
い
、
と
の
声
が
も

っ
ぱ
ら
だ
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記

載
の
発
覚
に
よ
り
、
堤
義
明
氏
が
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

を
含
む
西
武
鉄
道
グ
ル
ー
プ
全
役
職
か
ら
辞
任
を
突

然、

表
明
し
た
。
ワ
ン
マ
ン
経
営
者
だ
け
に
、
こ
ち

ら
も
経
営
戦
略
の
見
直
し
が
必
至
と
み
て
、
球
団
売

却
の
う
わ
さ
が
出
始
め
て
い
る
。

パ
リ
ー
グ
を
代
表
す
る
両
球
団
の
親
会
社
に
関
す

る
動
き
は
く
し
く
も
十
月
中
旬
の
同
じ
目
だ
っ
た
。

本
号
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
は
、
パ
リ
ー
グ
の
新
規

参
入
問
題
に
も
決
着
が
つ
き
、

一
段
落
し
て
い
る
は

ず
だ

っ
た
が
、
そ
う
も
い
か
な
い
雲
行
き
だ
。
当
分、

両
球
団
の
動
き
か
ら
目
を
離
せ
な
い
。

V
今
回
は
六
月
の
景
観
法
成
立
を
受
け
、

「景
観
」
へ

の
取
り
組
み
を
特
集
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
単
に
景

観
と
だ
け
せ
ず
に
、

「色
彩
」
を
含
め
た
の
は
、

景
観

行
政
を
進
め
る
上
で
、
色
彩
も
重
視
す
る
自
治
体
が

増
え
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。
現
に
今
回
の
特
集
で
も
団

体
を
含
め
半
数
を
超
え
る
事
例
報
告
で
、
色
彩
へ
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

景
観
法
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、

「地
域
の
景
観

形
成
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
」

(横
浜
市

の
事
例
報
告
か
ら
)
と
い
わ
れ
る
。
景
観
行
政
の
さ

ら
な
る
充
実
を
望
み
た
い
。

(中
)

【
抱
月
号
予
告
】

特
集
H
駅
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

印刷 目製本/株式会社丸井工文社

地域づくり 11月号
平成16年11月l日発行 編集・発行=財団法人地域活性化センタ一

日本橋プラザピル131皆 電話03-5202-6131(代 hup目//www.chiiki-dukuri-hyaklくa.or.jp/
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当
た
り
券
の

宝くじの収益金は、 邑通~

身近な街づくりに役立っていますz・・・・・

「
の
こ
っ
た
」
は当

た
り
?

そ
れ
と
も
は
す
れ
つ

軍
配
は
ど
ち
5
に
あ
が
る
か
。

決
め
手
は
、
し
っ
か
り
調
べ
て
換
金
す
る
こ
と
。

大
当
た
り
を
逃
さ
す
、
確
実
に
手
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
づ
く
り
十
一
月
号

(通
巻

1
8
5
号
)
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日

制
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

桧

こ
川

じ
E
m

，、
一レ一川

宝
E
川

本

亙

ね

自

E
N

⑧
C
h
 

.外国発行の宝くじを、日本国内において購入することは、法律で禁止されています二
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